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寄 a 規 定 

1) 寄稿 者 は 会 員 に と に か ぎる が , 共同 執筆 者 に は 非 会 員 を 含む と と が で きる 。 非 会 員 の も の に つい て は 会 員 の 紹介 
が あっ た 場合 じ か き り 受 理 す る で と が ある 8 

2) 原稿 は 未 発表 の も の と し , 内 容 は 応用 動物 学 , 応用 昆虫 学 , 農薬 お よび 防除 器具 な ど に 関す る 報 文 ( 短 報 を 
St), 新刊 紹介 , DR, 会 報 お よび 時 報 と する 。 

3) 原稿 の 登載 は 編集 委員 会 で きめ る が , 原稿 に は 必要 に 応じ 編集 委員 会 で 手 を 加え る と こと が ある 。 

4) 登載 順序 は 詞 障 の な らい か ぎり 受付 順序 に 従う 。 た だ し 同一 号 内 で の 順序 は 前 後 す る こと が ある 。 

5) 原稿 は 和文 ある らい は 欧文 と し , 横書き に する 。 和 尺 原 稿 は 現代 仮名 づか らい に よる 平仮名 を 用 らい, な る べく 当 
用 漢字 を 用 らい る 。 欧文 原稿 は タイ プラ イ テ ィ ング する こと と 。 

6) 生物 名 , 外国 語 , BS, 地名 な ど は 片仮名 と し , 数 字 は 算 用 数 字 を 用 いる 。 日 本 語 の ロー マ 字 綴り は 尼 u 用 の 
姓名 を 除き 訓令 式 に よる こと と 。 

1) 和文 原著 の 長 さ は 刷 上 り 8 頁 ( 図 や 表 を 含ま な い 場 合 に は , 400 字 話 原 稿 用 紙 で 40 枚 前 後 と な る ) UA, 欧文 
原著 の 長 さ は 刷 上 り 6 頁 以内 と し , と の 制限 頁 を 超え る 部 分 に 対し て は 1 頁 に つき 1000 円 を 著者 の 負担 と する 。 

8) 短 報 は 刷 上 り 2 頁 ( 図 や 表 を 含ま な い 場 合 に は 400 字 話 原稿 用 紙 で 10 枚 前 後 と な る )〕 以内 と する 。 

9) 和文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 

( 順 FR) イ . 表題 oe ee . ABRZBKLOMREMAZ =. KK ホ 。 欧文 摘要 
(表題 , 著者 名 , 所 属 名 お よび 所 在 地名 , HE) 

10) 欧文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 

( 順 FR) 4. 表題 a. ae A. 所 属 名 お よび 所 在 地名 5 FE A. 和文 摘要 
RA, 著者 名 , 所 属 名 お よび 所 在 地 名 , 摘要 ) 

11) 和文 短 報 の 場合 に は 欧文 表題 , ロー マ 字 綴り の 著者 名 , 欧文 所 属 名 お よび 所 在 地 名 を , また 欧文 短 報 の 場合 
に は 和文 表題 , 和文 著者 名 , 和 交 所 属 名 を 脚 諸 に 入れ る と と 。 な お 和文 の 場合 の 欧文 摘要 お よび 欧文 の 場合 の 
和 交 摘要 は つけ な いこ と と 。 

12) 図 お よび 表 の 説明 は 本 文 が 和文 の 場合 に は 和文 と する 。 

13) 文献 の 引用 は 本 文中 に と お らい て は , 著者 名 CES) S408 (著者 名 , 年 号 ) と する 。 な お 引用 文献 の 配列 は 
著者 名 の ABC 順 と し , 表題 は つけ な い 。 

14) 雑誌 名 の 略 名 は 邦文 誌 に つら に て は 学術 会 議 の 定め る と と ころ る に よる (農学 進歩 年 報 た 収録 )。 欧文 誌 に じ つ ら て は 
Biological Abstracts お よび Chemical Abstracts の 規定 に 従う 。 

15) Summary は それ だ け で 本 文 の 概要 を 充分 理解 で きる よう な も の と する こと と 。 

16) 挿図 の 挿入 人 箇所 は 原稿 用 紙 の 欄外 に 朱 記 する と と 。 

17) 挿図 は 著者 に お に て あら か じ る め 1/2 程度 に 縮 少 で きる よう に 野 汁 で え が き 必ず 白色 の 厚紙 と は る と と 。 不 完 
全 な 図 は 下図 料 を 申し 受け る 。 : 

18) アー ト 紙 希望 の 場合 は 実費 と し て 1 枚 に つき 1000 円 を 申し 受け る 。 

19) 原則 と し て 初 校 は 著者 校 と する 。 

20) 既 載 原稿 は 返却 し な に, 写真 お よび 畠 図 は 返却 希望 の 旨 を 記し て ある も の に か ぎり 返却 する 。 

21) 原著 論 計 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 付 ) を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別刷 を 希望 する 場合 は 50 部 を 単位 と し 
て 実費 を 申し 受け て 作製 する か ら 別 刷 所 要 部 数 GEER) を 原稿 の 頭 初 に と 朱 記 する こと と 。 

22) 別刷 代 は 表紙 2 円 , 本 文 2 頁 に つき 3 円 て 2 頁 単 位 ) と する 。 

23) 短 報 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 な し う を 贈呈 する 。 それ 以 上 の 別刷 の 希望 に つい て は 原著 論 交 の 場合 と 同じ 。 

24) 文部 省 科学 研究 費 な ら び に これ に 準ずる も の に よる 研究 は 必ず その 旨 を 脚 族 に 明記 する こと と 。 

25) 原稿 用 紙 は 400 Fag CL SS<6 BSH, f た て 型 横 書 用 〉 の も の を 使用 する と と 。 タ イプ 用 紙 は A4 判 , 厚手 
の も の を 使用 し , 1 枚 26 行 と し , 左右 を 1 イン チ ず つ あ ける こと と 。 

26) 原稿 は 書留 便 を も っ て 下記 へ 送付 する と と 


東京 都 北 区 西ヶ原 農林 省 農 業 技術 研究 所 内 
日本 応用 動物 昆 虫 学会 編集 事務 局 


FEYTETV CEI SAV vrA2aFF—-¥ORM' 


7, B B = # A BK 
ZHBARS RRS hae 


iN 


cholinester を 如水 分 解す る 酵素 cholinesterase ( 以 
下 ChE と 略記 する ) は 原生 動物 お よび 海綿 類 を 除く あら 
ゆる 動物 群 の 組織 に 見 出さ れる が , そ の 中 acetylcholine 
に 特異 的 に 作用 する ChE を 真性 また は 特異 的 ChE と 
Mo, 人 間 の 血球 の ChE は その 代表 的 な る の で あり , 
また cholinester 全般 に 作用 する ChE を 位 性 また は 
非 特 異 的 ChE と 称し , AMIOMED ChE は その 代表 
的 な る の で ある 。 両 者 の 差異 は 第 1 表 の と お り で ある 。 

第 1 表 特異 的 お よび 非 特 異 的 ChE の 差異 


Tul 


っ て 組織 化学 的 に 顕微 鏡 下 に ChE の 分 布 を 証明 し うる 
SU SE 

ここ に リモ ン ゴ キキ ブリ Periplaneta americana (Tis 
ける ChE の 分 布 を 組織 化学 的 に 研究 し た 結果 を 報告 す 
る が , 現在 の と と ろ 組 織 化 学 的 方 法 は 定性 的 で あっ て , 
定量 的 に は な お 不 完 全 で ある の で , 検 圧計 法 を 用 いて 各 


- 組織 の ChE 活性 度 を 測定 し た 結果 な ら び に 組織 化学 打 


方 法 に 用 いら れる pH, 基質 濃度 , 塩類 濃度 , HERI 
な どの ChE 活性 度 に 及ぼ す 影 響 を 調べ た 結果 を あぁ わせ 
て 報告 する 。 

本 研究 は 東京 大 学 医 学部 の 沖 中 重雄 教授 お よび 吉川 政 


特異 的 ChE 


非 特 異 的 ChE 
最 適 pH 7.5~8.0 Ba 
最適 基質 濃度 (ACh) 0.003~0.01 M >0.1M 
pcetyl B-methylcho-lin 水分 解す る | 加水 分 解 し な い 
Benzoylcholine 加水 分 解 し な い | 加 水分 解す る 
Acetyl thiocholine | 加水 分 解す る 加水 分 解す る 
Butyryl thiocholine 加水 分 解 し な い | 加 水分 解す る 
is acetyl> propy-jacetyl < propy- 
Is 肪 酸 の SB 長 ony1>butyryl onyl<butyryl 


Eth@® ChE は acetyl 6-methylcholine を 分 解 し , 
benzoylcholine を 分 解せ ず , かつ acetylcholine (以下 
ACh tit) の 最適 基質 濃度 が 0.01M 以下 で ある 点 
か ら , 佑 椎 動物 の 特異 的 ChE に 類似 し た 性 質 の る の で 
ある 。 し か し 全く 同一 の る の で は な いよ う で ある 。 最 近 
害虫 防除 に 盛ん に 使用 され る 有機 炎 殺 忠 剤 の 殺虫 作用 は 
HcUT ChE の 阻害 作用 に 基く と 考え られ て いる 。 し 
た が っ て その 作用 機構 を 解明 する た め に は , RD ChE 
性 質 や , この 本 素 の 生体 内 に お ける 分 布 を 明らか に する 
CLILADD TLE TCHS. 従来 生体 内 に お ける ChE 
の 分 布 は 各 組 織 を 磨 砕 し て 酵素 液 を 作り , 検 圧計 法 , 比 


fayk, 電気 的 p 且 測定 な どの 化学 的 方 法 に よっ て 検出 し 


で いた が , Gomorr (1948), KorrLr (1951), KokxrLg & 
FRipDENwALD (1949), Ravin et a7. (1951, 1953) ick 


| 文 郭 省 科学 研究 費 の 助成 と よる 。 
. (1957 4210 月 2 日 受 領 ) 


己 博 士 の 御 好 意 に より 当初 の 実験 を 沖 中 内 科 教 室 に おおい 
CHD CECE CORD っ た 女人 筐 な 御 教示 に 
対し 深 其 の 謝意 を 表す る 。 な おぉ 実験 材料 お よび 種々 の 便 
宜 を 与え られ た 東京 大 学 諾 学部 山崎 輝男 助教 授 密 よび 横 
橋 敏 夫 氏 に 対し , また 終始 御 援助 を 頂い た 名 古屋 大 学 導 
学部 害虫 学 教室 の 落 藤 哲夫 助教 授 , 西沢 務 助 手 お よび 成 
瀬 和 信郎 氏 に 厚く 御礼 申 上 げ る 次 第 で ある 。 
ERM Bs kU BE 

Bate Dev taT7 Yik 25~27°C の 恒温 室 で オ 
リエ ンタ ル 酵 母 株式 会 社 製 の 固形 飼料 で 飼育 繁殖 させ た 
も の で , 実験 に は 主として 成虫 を 用 い , 一 部 の 実験 に 老 
AAS Re AW Te 

ChE の 定量 的 測定 Ammon (1933) の 検出 法 を 改変 
し て 測定 し た 。 ま ず 次 の 液 を 作る 。 


第 1 液 0.06 M の 塩化 ACh 0.5 ml 
第 2 液 0.14 M の 酸性 炭酸 ナトリウム 0.5 ml 
53% 0.14M の 塩化 ナトリウム お よび 0.04 M の 


塩化 マグ ネジ シウム を 含む 液 1.0 ml 
ワ モ ン ゴキ ブ リ の 組織 を 第 3 液 で 磨 砕 し た も 
の 1.0 ml 
検 圧計 の 側室 に 策 1 液 を 入れ , 主 室 に 酵素 液 ぉ よび 策 


酵素 液 


2 AAD HOMER RS Sas 


2, 3 液 を 入れ る 。 次 に 炭酸 ガス 5 2 と 窒素 95 の 組成 
の ガス を 検 圧計 の 容器 に 通じ て ガス 腔 の BAe 置換 す 
る 。 検 圧計 容器 を 37°C の 恒温 水槽 と 入れ て 10 分 以上 
放置 し た の ち , MEO ACh 液 を 主 室 と 添加 し て 反応 を 
開始 させ る 。 有 反応 開始 時 に は 各 液 は 稀 札 さ れ て ACh は 
0.01M と な り , 酸性 炭酸 ナトリウム は 0.023M と な 
る 。 ま た 反応 液 の pH は 約 7.6 と な る 。 添 加 後 5 10 
分 経過 し て か ら , BROVEN CRESTS CO, を 30~60 
分 間 測 定 し , 得 た 結果 を AChzM/wetg/hr に 換算 し て 
ChE の 活性 値 を 求め た 。 な お ACh の 自家 分 解 が きわ 
めで や わずか ある の で "補正 じじ 記 。 
組織 化学 的 方 法 ChE の 組織 化学 は Gomorr (1948) が 
は し じ し め て 発表 し た が , 以後 Kogrrg (1951), KogrLr & 
Frigepenwatp (1949), KorrLr ef al. (1950) が が 改良 
し , 特異 的 お よび 非 特 異 的 ChE を 染め 分 け て 証明 し う 
る よう に な っ た 。 Korrrg の 方 法 の 原理 は 基質 と し て 特 
異 的 お よび 非 特異 的 ChE に よっ て 分解 さ れる acetyl 
thiocholine (以下 AThCh と 略記 ) また は 非 特 異 術 
ChE の み に よ っ て 分 解 さ れる butyryl thiocholine ( 以 
下 BuThCh と 略記 ) を 用 い , と これ を glycine を 加え 
た 硫酸 銅 液 中 で ChE と 反応 させ , ChE の 分 布 に 応じ 
て 組織 中 に copper thiocholine (以下 CuThCh と 路 
au) を 沈着 させ る 。 と この 切 感 アンモニア 硫化 水素 液 中 
浸し て 硫化 鍋 の 茶褐色 の 沈 泊 を 生 ぜ し め , Cie Hike 
FEDCHS,. COKEPOB4S 4, ST EO NE 
シン ゴキ ブリ あぁ あるいは ChE の 活性 度 を ひど パ さく 減 し な い 程 
BC 10 フォル マリ ン 液 また は 純 ア セト ン で 2 時 間 固 
定 し た 虫 体 を ザル トリ ウス 型 ミ クロ トー ム に 載せ て 談 酸 
ガス で 凍結 させ て , で きる 限り 薄く 切片 を 作る 。 (通常 
30~50g の 厚 さ に 切れ る )。 水 を 少量 付着 させ た カバ ー 
FIAT 2S, 風 東 し て は り 付 ける 。 こ と これ を 策 2 
RODMRO pH 6.0 の 反応 液 浸 潰す る 。 
第 2 表 組織 化学 的 方 法 の 反応 液 の 組成 
(Kormrurg お よび 豊田 と よる ) 
. 3.75g glycine, 2.5g CuSO,・5H,0/100ml H,O 
2. 9.6g NaH maleate, 52.2ml 1N NaOH/100ml1 
H,O 
40g Na.SO,/100ml H,O - 
9.52g MgCl,/100ml H,O 
AThCh 23mg/1.2ml H,O, 0.4ml 1M CuSO, 
BuThCh 40mg/l. 2ml H,O, 0.4ml 1M CuSO, 
CuThCh… 試 薬 5 また は 6 を アル カリ で 加水 分 
解 し , 0.1M CuSO, を 加え た も の 
8:50 
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G2Am 策 1 号 
i = SIS へ i= 
検出 す | ma 3 © i & B ml 
2 ~ % fa'|e | 3 tae Ronee 
5 | Lea 
特異 的 お よび eee 
4: ke Ht] ChE | 0.6 1.5) 9.0 0.6 1. 2 Bs] 1.2 
x 照 0.6 1.5 9.0 0.6 Wi wh| 1.2 


浸漬 後 20~40 分 で ChE の 活性 度 を 有する 組織 の 部 
分 に は CuThCh の 百 色 の 沈着 が 見 られ る 。 適 当 な 沈着 
を 見 た ら 反 応 液 か ら 取 出し 20 2 Na,SO, 液 た 約 5 4, 
10 2% Na,SO, 液 た に 約 1 分 , 蒸溜 水 に 約 1 分 浸漬 し で て 洗 
WETS TALS OVGMMITIES 52> UW CuThCh Ofek 
量 を 加え て 飽和 し , 組織 に 沈着 し た CuThCh の 溶出 を | 

次 た 稀 硫 化 ア ン モ ン 液 た 10 秒 内 外 浸漬 する と ; CuTH 
Ch は 変化 し て 硫化 鋼 の 黄 褐色 の 沈着 物 と な る 。 それ か 
ら は 常 法 ど お り 蒸 溜 水 で 洗 浴 し , アル コー ル で 脱水 し 
キジ シロ ー ル を 通し て バル サム に 封入 し , RET AZDCH- 
る 。 た だ し 硫化 アン モン 液 以後 の 各 液 は 硫化 負 を 飽和 U7 
て お き , 組織 か ら 硫 化 銅 の 深 出 する の を 防ぐ こと が 必要 
CHS. 

MED ChE の 分 布 を 見 る 場合 は ZAjrcgk ef al. 
(1954) の 方 法 に 従い , 血液 を スラ イド 上 に 採り , その 
上 に 第 3 試薬 を 除い た 反応 液 を 数 滴 落 し て カバ ー グ ラス 
is &, CuThCh の 沈着 を 検 鑑 す る 。 

ChE 活性 度 の 定量 的 測定 

ChE の 活性 度 に 及ぼ す 諸 条件 の 影 

1) pH の 影響 NaHCO。 の 濃度 お よび CO, PEs 
変え て 反応 液 の pH を 変化 させ (Umprurr ef al.,1949), 
ワリ ワ モン ゴキ ブリ の 頭 部 の ChE の 活性 度 を 種々 の p 耳 で 「! 
調べ た と と ころ, BOR DH it 7.2~8.0 CH 572 G1 図 6 
人 間 の 赤血球 の 特異 的 ChE Ola pH は 7.5 へ 8.0, 
血 貞 の 非 特異 的 ChE の それ は 8.5 で ある が (Zurn, | 
1948), Vey ゴキ ブリ の ChE は 最適 pH の 点 か ら & 
人 間 の 特異 的 ChE に 類似 し て いる と こと が わか る % 

Korres の 組織 化学 的 方 法 に な おい て は ChE DVB 
動 を 防止 する た め に , Na,SO, の 高 濃度 液 を 反応 液 た 施 
える と も に , マレ イン 酸 緩 衝 液 を 使用 し て pH 6.0 HF 
に し て いる 。 し た が っ て ChE の 最適 pH OAD s 
れ て いる わけ で ある が , pH 6.0 で は 活 隆 度 は 約 半 分 を 
Rd る 

2) 基質 (ACh) 濃度 の 影響 ACh を 基質 に 使用 
る 場合 , 特異 的 ChE と 非 特異 的 ChE は 最適 某 質 濃度 
を 異 に する の で , 未知 の ChE OWE Se OIE 


A 


195848 3 月 富 ・ 兼 久 : ワ モン ゴキ プリ に お ける コリ ン エ ステ ラー ゼ の 分 布 3 
aides ChE を 阻害 する に 過ぎ な い が , 25 添加 する と 
活性 度 は 58 に 落ち た 。 ま た Na。SO, 25248170. 002M 

CuSO, と 0.01 M glycine を 加え た も の で は 活性 度 は 
40 NE EDEN CSU 0.14 
2 100 NaCl と 0.04M MgCl。 液 を 用 いる 標準 の 検 圧 法 に 比 
< し , 組織 化学 法 の 反応 液 で は , ChE 活性 度 は 20~25 % 
a EEN 
50 
SH ワ モ ン ゴ キ ブ リ 頭 部 の ChE FEE Ic 
45 KlS THM ORE (pH 6.0, 37°C) 
0 i Sane 
5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 A J ba ChE 活性 度 
pH 反 es ie uM ACh | 用 
eae Ary cect acta ee Ae a> wise ie 
第 1 図 ソウ モン ゴキ ブリ の 頭 部 の ChE 活性 度 と 
pH Lome 0.1M NaCl, 0.04 M MgCl, 76 100 
ae Na,SO 69 91 
ae 2 Vea > =e Yo ay 91 
度 で 測る と こと は , その ChE が 特異 的 で ある か 非 特異 的 17 % Na:S0, 62 82 
で あぁ る か な を 判定 する 上 に VEECD Ao Yey a 20 % Na 51 67 
penne ne Rac) きわ め て 必要 で あ a 95 22 Naso. ie epee 
キ グ ジリ の 頭 部 の ChE 活性 度 を 種々 の ACh PE CHE 25 2% Na,SO,, 0.002 M CuSO,, 30 40 
し た 結果 は 第 2 図 の ぐ ど と く で ある 。 CE | | 
uM, 4) 固定 剤 の 影響 組織 中 の ChE の 分 布 を 微細 に 観 
150 eg SITE WH BCR ADE YO BLES TCEDBBEL 
Wo 組織 を あら が し じ め 固 定 し て か ら 切 片 を 作る と 薄く 切 
れる が , 固定 剤 の ChE に 及ぼ す 影 響 を 考慮 せ ね ば な ら 
ae ぬ 。 ワ モン ゴキ ブリ の 頭 部 を 種々 の 固定 液 中 た 入れ 一 定 
< 時 間 5 ~13°C の 室温 に 放置 し た の ち 取 出し て 約 3 了 時間 
ca] 
Sar 水洗 し , REVEL CREE TC ChE の 活性 度 を 測定 し た 。 
その 結果 を 策 4 表 に 示す 。 
BAR JeEvat+7) OBBO ChE 活性 度 
0 5 ; SKIES EM OWE Ce OS 0) 
pS EE a> = EIT wees i ore 
| ChE #% # & 
2M ワウ モン ゴキ ブリ の 頭 部 の ChE の 活性 度 FA 定 Al ES ACh 
と ACh 濃度 と の 関係 (pH 7.6, 37°C) i | > # 
pS は ACh iH ORO M8 Sree, ge ap Rn 
Jevte7)ORBOCHEORBRMMMIA0.008 = =10%74%< I») 17 | Mo | 3 
~0.008 M の 間にあっ て , 特異 的 ChE の 性 格 を 示し て a ne = | 
/ 
る 作用 は ACh に 対す る の と 似 て いる の で (KormLrr, ead Mai =e s | | 
FA L | 
1954: Korie & Frrepenwarp, 1949), 反応 液 の 基質 i 2 i; ma tl 
WAEFIt 0.008 MM で らい に する と よい 。 S02 ET My 
3) 塩類 濃度 の 影響 組織 化学 法 で は 組織 切片 を 反応 。 セト ン は 17 時 間 浸 濱 す る と ChE の 活性 度 が な く な る 


4 


液 に 浸漬 し た と き に ChE 蛋 百 が 移動 する の を 防止 する 
だ めこ に 高 濃 度 の Na,SO。』 液 を 使用 する の で , それ が ChE 
の 活性 度 に 影響 する と こと が 考え られ る 。 調査 の 結果 PH 


6.0 (isu 0.14M NaCl と 0.04 M MgCl, 液 を 用 
WIS OTL, NaSO, % 10 添加 し た も の で は わ 


aii) 
Oc, 固定 剤 と ve TCHiH CHS. TIZUMT % by ie 
ROM Oid, HART LIE, M7 tz 
リン 液 で は 48 時間 固定 し て も る な お 54 %D ChE 活性 度 
を 有 し て いる の で , ABUL OER ¢ L THATS So 
ワ モ ン ゴキ プリ の 各 組 織 の ChE 活性 度 _ ワ モン ゴキ 
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プリ の 各 組 織 の ChE FER 2 REE CME L ARIS 
第 5 表 の と お り で ある 。 
第 5 表 ワウ モン ゴキ ブリ の 各 組 織 の 
CH OTD 


fe pM ACh/e/hr 


組 ChE 活 (25 

頭 i | 155 
HS) 部 | 88 
fiz 部 | 47 
脚 | 20 
itil a 8 
胸 fi | 60 
前 但 | 28 
中 a 47 
後 ie 65 
Gastric caecae | 40 
= A | 40 


fil So 消化 
に 換算 す 


頭 部 が 最も る 証 
Rabe anne eer 
る と 高い 活性 度 に な る と 思わ れる 。 
ChE の 粗 織 化 学 的 研究 
前 述 し た ご ど ご とく ぐ ワ モン ゴキ ブリ の CLE iA MMO 
特異 的 ChE に よく 類似 する が , AThCh と BuThCh の 
両 基質 を 分 解す る の で , 組織 化学 法 で は 生化 学 法 は ど は 
うき り 分 類 で き な か うた 。 LL AThCh を 基質 に 使用 
し た と き は BuThCh を 使用 し た と きよ り 短 時 間 で 鮮明 
な ChE の 分 布 像 が 見 られ る の で , 大 体 に ちい て 特異 的 
ChE の 性 格 を 有する も の と みな し て さしつかえ な い 。 
ChE は 主として 神経 組織 に 偏在 する 。ChE は 神経 組織 


を 形成 する 細胞 の 細胞 質 に 分 布 し , 核 て は ほとん どど 分布 
し な い 。 ニニ ミー ロン の 表面 は 特に ChE の 活性 度 が 高い gs 


PY 脳 に は ChE が 高い 活性 度 で 分 布 し , AThCh を 

含む 反応 液 で は 20~30 分 で 好適 な CuThCh の 沈着 を 
生ずる 。BuThCh を 含む 反応 液 で は 69~90 分 浸漬 し て 
も 不足 気味 の 沈着 を 生ずる の み で ある 。 ChE の 分 布 は 
脳 の 領域 に よっ て 異な り , と 中 天 部 は 活性 度 高 く , 
HRD & HS so IEBSHCIAIS LA EAA TWO, 
また 活性 度 の 高い 部 分 C に あっ て も $ 濃淡 が ある 。 す な ね わ ち 
脳 を 形成 する 細胞 の 中 に ChE を 含む 細胞 と 含ま 具 細 胞 
が あぁ あり, 同一 細胞 に あっ て も ChE を 含む 部 分 と 含ま ぬ 
部 分 と が ある 。 ペ へ マ ド ギ キジ リン で 後 染 色 し で 見 る と ChE 
が 細胞 質 に 分 布 し て いる と こと が わか る 。 ニ ュー ロン の 表 
面 は ChE の 活性 度 が 特に 高く それ に よっ て = 二 ュー テロ 
ン の 走行 が わか る 。 

PRIM 5 ~12 図 は ソ モ ン ゴキ ブ リ の 頭 部 の 上 か ら 下 
へ の 連続 切 諸 で , AThCh 
し 染色 し 7 


周辺 部 と 


こも の で ある 。 図 版 エ 第 1 図 は 図版 エ 第 7 図 を 


を 含む 反応 液 に 20 SHIH 


第 2 巻 BG 


AF-FRCE 12 bOC, MIKI 2MCHeMRA 

し た も の で ある 。 ChE を 含む 細胞 群 と 含ま な い 細 胞 群 
が 区 別 で き , また ニニ ュー ロン の 走行 も 認め られ る 。 図版 
第 5, 6, 7 図 は 脳 に お ける 分 布 を 示す が , と この 付近 か 
ら 視 神経 葉 が 出 て いる 。 MORI 9, 10 図 の 上 方 に 見 え 
ORR OR i 

ヽ る 。 図版 工 第 11 図 の 中 天 を 走る の は 後頭 神経 球 か ら 
OES RR 
食道 下 神 経 節 食道 下 神 経 節 に は 脳 と ほぼ ば 同 程度 に 
ChE が 分 布 し て いる 。 節 内 に お ける 分 布 は 後述 する 他 
の 神経 節 と 同様 で ある 。 ニ ュー ワロン 表面 と 神経 節 の 周辺 
部 に は 密 に 分 布 す る 。 脳 に ある よう な ChE を ほど ん で ご 
含ま 中 細胞 群 は 見 られ な い 。 

視神経 葉 視神経 葉 に お ける ChE は 結節 状 に 分 布 し , 
全般 に 活性 度 高 く , 特に 複眼 に 近い 部 分 に は 脳 より 分 布 
が 密 で ある 。 (Mims 13 図 )。 
触角 神経 ChE は 触角 の 中 天 部 を 走る 大 き な 神 経 に 
の み 分 布 し , 他 の 組織 に た は 分 布 し な い 。 
は 触角 の 基部 に 近い 切 感 で ある が , ニュ ェ ュー ロ コン の 走行 に 
沿っ て ChE の 分 布 す る の が 鮮明 に 認め られ る 。 人 触角 神 
MORES ChE の 活性 度 が 高い 。 

A, 腹部 神 経 節 ワ モ ン ゴ キ ブ リ に は 胸部 に 3, 腹部 
に 6 の 神経 節 が ある が , CHE は いずれ も 同じ 傾向 の 分 布 
を 示し て いる 。AThCh % BuThCh $ 分 解す る が , 前 
者 の 分 解 速度 が 速い の で 脳 と 同様 に 特異 的 ChE CHA 
う 。 ニ ュー ロン に 沿っ て 顕著 に 分 布 し , 神経 節 の 周辺 部 
に も 多い 。 脳 に ある よう な CHE を ほとん ど 含 ま 准 細胞 
和 群 は 見 られ な い 。 図版 エ 策 3 図 は 後 胸 神 経 節 で , ChE の 
分 布 C と よっ て ニュ ー ロ ン の 走行 が 認め られ る 。 MMs 
15 図 は 第 1 腹部 神経 和 公 に お ける ChE の 分 布 を 示し た も 
DC, 神経 節 の 近く (とか な り 大 き な 神 経 繊 維 が 認め られ 
る 。 MIKA 16 図 は 前 図 の 1 部 を 拡大 し じ た す の で 
ュー ロン の 走行 が 見 られ る 。 上 図版 華 策 17 図 は 策 6 腹 部 
神経 節 に ぉ ける ChE の 分 布 を 示し た る の で , 神経 節 の 
上 方 に 4 本 の 神経 が 見 られ , それ に も ChE の 分 布 で 
ヽ る の が わか る 。 Mss 18 図 は や や 尾部 に 近い と で 
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ろ の 切片 で , 4 本 の 神経 に ChE ODHL THOSOSR | 


す 。 そ れ ぞ れ の 神経 の 中 に は 多数 の = .-Uv pao, 
ChE は その 表面 に 密 に 分布 する た め に KK 大きな ニュ ー ロ 
ン は 内 部 が 空 胞 の よう に 見 える 。 

HER 神経 索 の 中 を 走行 する 大 小さ ま ざ ま の 多数 の 
ニュ ェ ュー ロン の 表面 と 神経 宗 周 辺 部 に ChE が 密 に 分 布 じ 


て いる 。 神経 款 に お ける ChE の 分 布 は 第 6 腹部 神経 が 


ら 尾部 に 向う 神経 に と お ける それ と よせ さく 似 て いる 。 
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RAE 筋肉 中 の 神経 繊維 に は ChE D4 DS Hie 
に 認め られ る 。 MMM 19, 20 図 は 胸 筋 の 分 枝 し た 神 
経 織 維 に ChE の 分 布 し て いる の を 示す 。 

筋肉 神経 筋肉 接合 部 が は っ きり し な いた め な に, TA 
その も の に ChE が 分 布 す る か どう か 判定 で き な い が , 
WHA £5 CuThCh が ほとん ど 沈 着 し な いも の ( 図 
版 下 筑 19 図 ) と 。 か な りう り 沈着 す る る の (MM 20M) 
が ある 。 胸 筋 で は 沈着 の 程度 の 差 が 大 きい 。 

脚 WO PRBS AWTS AW DO PE it it HY 
ChE が 分 布 し て いる 。 脚 の 筋肉 の 中 に も 胸 筋 と 同様 に 
CuThCh の 沈着 の 多い も の が ある 。 MRIS 21 Mish 
の 神経 に お ける ChE の 分 布 を 示し た も の で ある 。 ニュ 
ー ロ ン の 表面 て ChE が 分 布 し て いて , その 走行 が 見 え 
So 神経 の 表層 に とも ChE が 多く 分 布 し て いる 。 
GRE 背 脈 管 の 皮膜 細胞 に は ChE は 分 布 し て いな 
い 。 背 脈 管 に 付い て いる 筋肉 に は 多少 分 布 し , BRED 
付近 の 神経 に は 分 布 が 認め られ る を る (BUR IV ES 22 図 )。 

Hits 神経 末端 お が は っ きり し な い の で , 消化 管 自体 
に ChE が ある か 言 か 決定 で き な い が , 皮膜 組織 は AThCh 
お よび BuThCh を 分 解 し , CuThCh の 沈着 が 認め られ 
た ( 図 宏 エ 第 4 図 )。 前 述 の 諸 組 織 と 異な る 点 は BuThCh 
を 比較 的 多く 分 解す る と こと で ある 。 す な ね わ ち 特異 的 ChE 
の ほか に 非 特異 的 ChE も 分布 する よう に 思わ れる 。 も 
と も AThCh に 対す る 分 解 力 は B 近 hrCh より 強い 。 
BURRIS 23 図 は 前 腸 , 同 第 24 図 は 中 腸 , 同 第 25 
は 後 腸 付 近 の ChE の 分 布 を 示し て いる 。 消化 管 に 隣接 
ル し て か な り 大 き な 神 自 繊維 が あり , それ に は ChE が 消 
化 管 より る 多 ぐ 分布 し て いる 。 消化 管 を 麻 砕 し て ChE 
を 測定 する と き に , この 神経 織 維 も る いっ し ょ に 磨 砕 され 
る こと と に 留意 せ ね ば な ら ぬ 。 

生殖 器官 BuThCh の 分 解 は AThCh より 少量 で あ 
る が , 神経 組織 に 比べ る と 多く の BuThCh を 分 解 し , 
eee ChE の ほか に 非 特 異 的 ChE も 含ん で いる よう 
で ある 。 MIVA 26 図 は 雌 の 生殖 器 に お ける ChE の 
APRS. BRIT ChE の 分 布 が 見 られ る が , Tir 
(LENENDIMITD AT SHRESRT OCHA 40 IB 
MEAD ChE ODPISHAADENE ODS. INE 
胞 た における 分 布 は 不明 で ある 。 MMB 27 図 は 雄 の 生 
殖 器 と お ける ChE の 分 布 を 示し て いる 。 中 心 を な す 部 
分 が あり , 周囲 と 精子 を 含む 喪 状 物 が ある が , ChE は 
か な り 分 布 し て いる 。 精子 に お ける ChE の 分 布 は どく 
わずか で ある 。 

血球 血球 と ChE の 存在 が 認め られ る が , CuThCh 
の 結晶 が 一 面 た と 生じ て で ChE の 分 布 個 所 は 本 実験 で は わ 
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か なら な が S72。 
脂肪 組織 脂肪 体 は ワリ モン ゴキ ブリ の 体内 の いた る と こ 
る に 分布 す る が , AThCh 4 BuThCh 3 分 解せ すす 
ChE は 認め られ な い 。 脂 肪 体 は 乳白 色 を 呈し て いる が , 
写真 に とる と 黒く 現われ, ChE の 分 布 を 示す 写真 に は 
紛 ら わ じ で じゃ まで あ ラ た 。 

気管 系 気管 お よび 気管 小枝 に は ChE は 分 布 し て い 
な い 。 し か し 神経 組織 の 近く に は し ば し ば 気管 が ある 。 
RU IVES 28 図 は 気管 と 神 終 と が 接し て いて , 両者 が 密 
接 な 関係 に ある の を 示し て いる 

支持 組織 AThCh 4 BuThCh 分 解せ ず , ChE は 
認め られ な い 。 


5 aE 


ワ モ ン ゴキ プリ の ChE OHB VevrteTFIO 
ChE は AThCh と BuThCh の 両 基質 を 分 解す る が , 
前 者 に 対す る 分 解 力 が 強い の で , 特異 的 ChE の 性 格 を 
も っ て いる 。 昆虫 の 中 枢 神経 系 が 特異 的 ChE SAS 
る こと は Rrowarp & Curxome (1945), MrrcArr & 
Marcu (1950), Mercaznr ef al. (1955), Basars & 
Pratt (1951) の 報 ず る と と ころ と 同じ で あぁ る が , WLS 
と 生殖 器 官 の ChE は BuThCh に 対す る 分 解 力も あか な 
り 強 い の で , 非 特 異 的 ChE も 分 布 す る と 思わ れる 8 ご 
の こと は benzoylcholine を 使っ て 検討 し た 上 で 断定 し 
た い 。 WALK COL CAR MIT is F SIFY ChE の 
存在 を 報告 し て いる の は Casipa (1955) OF FFAV 
の 1 種 だ け で ある 。 筆 者 ら の 他 の 実験 で tributyrinase 
の 活性 度 が 頭 部 以外 の 組織 と お いて 高かっ た ご どこ 
esterase の over up を 考え る と , 非 特 異 的 ChE DE 
TED TEATS VEYTHT ), ミニ 
ZORBBO ChE は いずれ も $ 特異 的 ChE で ある が, 
MrrcAaLr ef al. は acetyl-f-methylcholine に 対す 
る 作用 や 有機 炎 剤 に 対す る 感受 性 に 差異 の ある と と を 報 
GUTS, ChE ecko, HreMmiciot, 
の 性 質 を 異 と する こと が うか が われ る 。 CuEssicK(1954) 
は 人 間 , イヌ , ネコ , マウ ス な どの 哨 乳 動物 の 筋 神経 接 
合 部 の ChE を 調べ , 種 に より 組織 と よっ て ChE の 性 
asB7r 0, い 《 つか の esterase の over up の 可能 
性 を 論じ て いる が , 昆虫 の ChE $ 同 様 に いく つか の 
esterase #43 over up し て いる と 思わ れる 。ChE は 

を 含む choline ester に 作用 する と と ろか ら 他 の 
esterases と 区 別 さ れ て いる が , その 作用 の 限界 は は っ 
きり し な い 。 Rozper (1953) は その 著書 で enzyme 


or enzyme complex と 表現 し て いる 。 NACHMANSOHN 
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(1951, 1952), Zenumr (1948) ら は 特異 的 ChE は ACh 
に 強く 作用 し , また ACh 以外 で る acetyl ester を 分 
解す る pido ら acetylcholinesterase (AChE) また は 
acetylesterase と 呼び , 他 の esterase と 区 別 す べき こと 
& PRIA TUS, Heit 3c 4 Horr (1954), Lorp 
(1955), Loap & Porrmr (1951) は acetyl esterase 
と し て 注目 し , o-nitrophenyl acetate を 基質 に し て 有 有 
PLE RIOPER 2 TUS. BRO PBEBED A RR 
RL FID VER Ze 調べ る 場合 に は esterase の over 
up を 考慮 せ ね ば な ら ぬ と 思わ れる 。 

組織 化学 的 方 法 に つい て ChE の 組織 化学 所 方法 は 
次 の まう に 大 別 さ れる 5。 

Gomori (1948) の 方 法 : パル ミチ ン 酸 や ミリ スチ ン 
酸 の 高級 脂肪 酸 の cholinester を 基質 に 使用 し , ChE に 
よっ て 分 解 さ れ て 生ずる 脂肪 酸 を コバ ルト 塩 と し て 組織 
に 沈着 させ , 黒色 の 硫化 コバ ルト と し て 見 る 。 

NAcgLAas & SgLrGmAx(1949) の 方 法 : indoxyl acetete 
や indoxyl butyrate を 基質 に し て , ChE に よっ て 分 解 
され て 生ずる indigo blue の 色素 で 見 る 方 法 や , naphtyl 
acetate を 基質 に し て 分 解 し て 生ずる naphtol を dia- 
zonium ti t#iG as azo fax CHA AE 

Ravin et al. (1951, 1953) の 方 法 : carbonaphthoyl 
chaline を 基質 に し て azo 色素 で 見 る 方 法 か ら 発展 し 
て , 種々 の naphthol を 利用 し て azo 色素 と し て 見 る 
EO) Tate 

KogLLg (1951), KorkLLg & FRIEDENWALD (1949), 
Korrrr et al. (1950) の 方 法 : ThCh を 基質 と し て 用 
いる 方 法 。 

Gomori 法 は 基質 の 上 か ら 非 特 異 的 ChE に は 適し て 
いる が , 昆虫 の よう に 特異 的 ChE が 主体 を な し て いる 
に は 不適 当 と 思わ れる 。 た だ 前 述 の over up の 検討 に は 
こと の 方 法 を 用 いる 必要 が あろ う 。 NACcHLAS, SELIGMAN, 
Ravin —JROAVEX ZELLER, Horr, Lorp ら の acetyl- 
esterase の 考え と 一 連 の 関係 が あり , 適用 し て 見 る 必 
要 が ある 。 本 実験 に と 用 いた Korrrg の ThCh 法 は 特異 
的 ChE と 非 特 異 的 ChE を 識別 する こと も ある 程度 で 
きる の で , 反応 液 の 調製 に 注意 すれ ば , ChE の 分 布 を 
知る 上 に 好適 で ある 。 次 に と の 方 法 を 尼 躍 に 適用 する 場 
含 に 考慮 すべ き 点 じ つ い で 述べ る 。 

1) WHOPER 哨 乳 動物 を 材料 と し て Komrrg ite 
さき 10 々 CHWORMO SVE > T3239, 豊田 1953) も 
10~254 の 切片 を 作っ て いる が , BHOLFICEMOR 
官 や 組織 の 集 っ て いる も る の で は , 切 諸 の 組成 が 不 均 一 で 
ある た め に , 30g A FOWR (ESC LISHOBMALA 
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は むず か し い 。 脂肪 組織 の 多い 腹部 を 切る と き は 50/ 
以上 た な る 。 本 実験 で は 中 性 フォ ル マ リ ン 10 及 液 に 2 日 
間 , また は 純 ア セト ン に 2 時 間 固 定 す る と 薄 切 し や すい 
と と が わか っ た 。 ア セト ン は 17 時 間 で ChE を 完全 に 
不 活性 化す る の で 短 時 間 し か 固定 で き な い 。 ア ルコ ー ル 
は 2 時 間 で も かなり 不 活 性 に する の で 固定 剤 と し て 不適 
当 で ある 。Hrerrmax (1952) は フォ ル マ リ ン は 室温 で 筋 
神経 接合 部 の ChE を 2 日 間 で 不 活 性 に する と 報じ て い 
る が , Crmgssrck (1954) は 4°C で は 2 週間 固定 後 る な 
お 活性 慶 を 有する と 述べ て いる 。 本 実験 は 5~13°C O 
室温 で 行っ た が , 2 日 間 の 固定 で は な ChE の 活性 が 
認め られ た 。 落 切 す る に は ペラ フィ ン 包 埋 が で きれ ば 一 
番 よ い の で あぁ る が , He, Pik, SH, 脱 ペ パラ フィ ン な 
どの 操作 中 に ChE は 活性 を 失う 。 特 に 特異 的 ChE の 
不 活 性 化 は は な は だ し い (Barrnett, 1953; BARRNETT 
& SrrIGMAN, 1951; Gomort, 1952; Harp & Fox, 

1950; Suen ef al., 1952)。 パ ラブ フィン 包 埋 に 代 る る の 
と し て は 水深 性 の カー ボワ ックス が 脱水 , 脱 パ ラフ ガン 
の よう な 操作 を 経 な パ て よい の で 司 利 で は な か る うか 。 

きら 凍結 束 燥 装置 で 生き 7 まま の 宴 体 を 腕 水 D7 カー 
ボワ ックス や パラ フィ ン に 包 埋 すれ ば , ChE OE 
を 保持 し な が ら 薄 切 切片 が 作製 で き て , 細胞 に 大 ける 分 
布 を 詳細 と 知り う る の で は な か ろう か 。 

2) 反応 条件 に じ つ い て 検 圧 法 で ChE DIG ese 
量 的 に 測定 し た と と ろ 組 織 化 学 法 に 用 いる pH 6.0 の 反 
応 液 で は 最適 pH 7.6 の 場合 に 比 し 約 1/5 の 活性 度 に 低 
FUT. KINKO pH 2 7.0 YW bicg 4 & AThCh 
も BuThCh $ 自 家 分 解 し て し まう pH 6.6 WECE 
ら さ し つか えな いよ う で ある 。 ChE 蛋白 の 移動 防止 に 
用 いる NazSO。 を 少な くす る と 脳 や 神経 節 が 一 面 に 染 
fn, ChE の 分 布 じ な いと で る まで 分 布 1 の で る 
よう に 見 える の で , 20 2 以上 の NazSO』 を 反応 液 で 含 
tek FITUL Tis § CEMMETCHS, 
反応 時 間 は 短 か す ぎる と CuThCh が 十分 沈着 し な い 
D CSUR LIT (WU . Feld S & CuThCh が 長い 結晶 状 
に な り , 硫化 鍋 に じじ た と どき に 広 が ラ て ChE OAHU 
いい どる 々 まで 分 布 す る る の (見 SEMI HS, Few 
ゴキ ブリ の ChE に 対す る 硫酸 銅 の 影響 は Kozrrrz が 
報 し て いる 呈 乳 動物 の 場合 より 大 きい よう で ある 。 

Gomort や Ravin ら は ThCh 法 は ChE の 活性 度 の 
低下 や CuThCh の 高い 荷電 の た め に 組織 に と 密 ける ChE 
の 正確 な 分 布 を 示さ な い の で は な いか と 述べ て いる が ; 
本 実験 に 用 いた Kozrprpg の 改良 法 で は HAE RES B 
布 を 知る と と が で きた 。 し か し Mazmeren & Syrvew 
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(1955) が ThCh 法 の 化学 的 解析 を 行い , その 妥当 性 お 
よび 限界 と つい て 述べ て いる の は 注目 すべ き で ある 。 

ChE の 分 布 特異 的 ChE が ワ モ ン ゴ キ ブ リ の 神経 
組織 に 集中 的 に 分 布 す る と と は , と この 酵素 が 神経 系 の 刺 
激 伝 達 に 関与 する と こと か ら 考 えて も 当然 で ある 。 脳 に お 
いて は ChE の 分 布 に 濃 湊 が あり , 脳 の 領域 と よっ て 機 
能 に 差異 の ある とこ と が うか が われ る 。 神 経 索 や 末端 神経 
博 の 周辺 較 の 部 分 お よび ニューロ ン の 膜 面 C ChE psa 
に 分 布 し て いる が , これ は Korrrg (1951, 1954), KorgrLr 
et al. (1950), が 哨 乳 動物 に お いて ニニ ュー ロン や ジ シュ 
リン 民輔 に ChE の 分 布 の 多い の を 報 し , また Ravin 
(1953) が neurocyte の 細胞 膜 に 分布 の 多い の 
=U TW So 


et al. 
を 報 し て いる の と 

中 胸 筋 や 脚 の 筋肉 の 一 部 , 消化 管 の 皮膜 細胞 よび 卵 
ssn OE 
分 布 し て いる よう に 見 える が , 神経 末端 が 明確 で な い の 
で , 神経 組織 以外 の 組織 を 形成 する 細胞 自体 に ChE が 
存在 する か どう か は わか ら な い 。 NACHMANSOHN (1951) 
は 一 般 に 生物 的 電気 現象 の 起こ る 膜 面 C ChE が 分 布 し 
て いる と し , 神経 組織 と 横 紋 筋 を あげ て いる 。 ま た 関根 
(1954) は すべ て の 興奮 組織 に ChE は 存在 する と 述べ , 
沖 中 ・ 吉 川 (1950, 1953), 沖 中 ら (1954) は ChE を 広 
範 に 研究 し て いる が , 神経 末端 と ChE 分 布 の 分 布 は 必 
おら も 三 致 し な ひい と 述べ で いる 。 ワ モン ゴキ プリ の 節 肉 , 
消化 管 , 生殖 器官 を 形成 する 細胞 の 中 に は ChE を 含む 
る の る ある か も る も わからない 。 近 年 , Korgrrrg ら の 研究 に 
より 非 特 異 的 ChE の 重要 性 も 認め られ つつ あぁ る が , B 
hs アブラ ムシ の 一 種 の ChE が 非 特 異 的 で ある て こと 
が わか a いる 0 VEYTAT IO MLS, HGR 
官 の ChE は 非 特 異 的 性 格 を る っ て いる よう で あぁ ある 。 
CuHamBreruAIn & Hoskirxs (1951) は 脂肪 体 は 低い 活性 
度 で は ある が ChE を 含む と 述べ て いる が , ワ モ ン ゴキ 
ブリ の 脂肪 体 か ら は 組織 化学 法 で は ChE は 認め られ な 
Pott. 血液 中 に ChE の 存在 する と こと は 湯島 ・ 茅 野 
953) Oates Aga, CAsma (1955) OY-erv = 
キ ブ リ の 研究 と 一 致す る が , 血球 内 の 分 布 は 不明 で ある 。 

parathion, paraoxon, TEPP, demeton #7 €Y 
TAT リ の 腹腔 内 に 注射 し て 中 毒 さ せる と , ChE DE 
害さ れ て CuThCh の 沈着 の 減少 を 認め る こと が で き 
る 。 組 織 化 学 法 が 発展 し て ChE の 活性 度 を 定量 的 に 測 
定 で きる よう に な れ ば , ARADO AR eR T 
RRVOCHA 5.6 
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DEY ゴキ ブリ の 体内 に お ける ChE の 分 布 を ThCh 
法 に よっ て 組織 化学 的 に 調べ る と と も る に, LOX, =O 
性 質 を 検 圧 法 に よっ て 定量 的 に 検討 し た 。 

ChE の 活性 度 の 最適 pH は 7.2~8.0 の 間 に と あ 2 
PH 6.0 で は 活性 度 は 約 50 ITE FSS, NaSO, 
高 濃度 添加 の 影響 調べ, 組織 化学 sec 
6.0, Na,SO, 25 %, CuSO, 0.002. M 添加 の 反応 液 の 
条件 下 で は , 最適 条件 下 の ChE の 活性 度 に 比較 し て 約 
NI A size 

凍結 切片 の 薄 切 を 容易 に する た め に 固定 液 を 使用 する 
Geis, PUD se uv) vy 10 iy 2 BARES tise 
ア ネ ャ トン 2 時 間 固 定 が , ChE の 活性 度 保持 の 上 か ら 良 
EOD Seo 

組織 化学 法 は AThCh と BuThCh を 用 いて ChE の 
特異 性 の 検討 を 試み , 断定 する まで に 至ら な か っ た が , 
中 枢 神 経 , 大 型 末 析 神 経 お よび 筋肉 に 分 布 す る ChE は 
特異 的 で あり , 消化 管 生殖 器 官 分布 す る ChE は 特異 
的 の ほか に 非 特 異 的 性 格 を も つよ う で ある 。 

神経 組織 の 中 で は 神経 清 や ニニ ュー ロン の 表面 C ChE 
の 盆 布 が が 多く = ーー ロン の 走行 に 沿 T ChE OF 
ai 0 脳 に は 多く の ChE が 存在 する が , ChE 

ま と ん ど 含 ま ぬ 細 胞 群 る 認め られ , 脳 の 領域 に よっ て 
用 の 違う こと が うか が われ る 。 


血球 は ChE 活性 度 を 有 し て いる が , その 分 布 個所 は 
判定 で き な か っ た 。 脂 肪 体 , 脈 音 管 , 気 筑 , 支持 組織 に 
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SI 版 説 明 
図 版 us 
第 1 図 ワ モ ン ゴ ゴキブリ の 頼 部 触角 付近 に お ける ChE 
Oat, ChE は 茶褐色 に 見 える 。 MORI 
よっ て 活性 席 が 異な る 。 
A, fhfs; F, ARMA; I, Oe x40 
以下 特記 し な い 限 り AThCh 法 に まる 6。 
第 2 図 前 図 の 脳 の 中 央 部 の 拡大 x150 
ASM 後 胸 神経 節 に お ける ChE の 分 布 , HRS E 
び ニ ュー ロン 表面 に 活性 度 が 高い x100 
SAM 後 腸 皮 膜 に お ける ChE OFF x150 


図 版 II 
第 5 12 図 GEO LPS FAO ROH IC BU SChE 
の 分 布 , 6 図 は 視 葉 部 , 8 図 は 触角 部 で あ 
る 。 脂肪 体 は 顕微 鏡 で は 白く 見 える が , 写真 で 
は 真黒 た 見 える 。 第 5 一 11 図 x60, 第 12 図 
x120 


版 ML 
第 13 図 視 菜 に お ける ChE の 分 布 , MIOR< SME 
り 活性 度 が 高い x100 


RIAN 触角 基部 に お ける ChE OF%, eae eE 
び ニ ュー ロン の 走行 に 沿っ て 活性 度 が 見 られ る 

x200 

第 15 図 第 1 腹部 神経 に お ける ChE の 分 布 , 神経 節 お 
よび と れ に 近接 する 大 き な 神 経 繊維 に 活性 度 が 

認め られ る x50 

第 16 図 前 図 の 拡大 ) ニュ ェ ュー ロン KK 沿っ て ChE PAAR 
LTS x 170 

SLT 6 wae MICU A ChE の 分 布 , 神経 第 


195845 3 月 


お よび 四 つ の 大 き な 神 経 繊維 に 活性 度 が 認め ら 
れる x100 


RIB CHIR KOR; ChE ば 神経 委 の ニョ = 
ロン の 表面 に 分 布 す る の で = ュー ロン の 内 部 は 
BOK FICAAS x 150 

第 19~20 図 ly DO AME OD ChE x 150 


UE HA: VEYTAPVICBI SAVVY ERG F-LOBH 9 


第 23~25 図 BuThChysé Cé* Hi L 7c THALS it B SChE 
の 分 布 

第 23 図 前 腸 x90, Bay He 
25 図 中 腸 x200 

帳 の 生殖 器 に お ける ChE の 分 布 , 活性 度 は 放 
射 状 に 分 布 し て いる 


x90 


oO UN 第 27 図 雄 の 生殖 回 に お ける ChE の 分 布 , BuThCh %& 
B21 WOMMBicwdS ChE の 分 布 , 活性 度 は 神経 に よる x100 
繊維 と ニ = ュー ロン の 表面 に 認め られ る x80 BBY RAHAT S ChE の 分 布 , 気管 に は 認め 
222 背 脈 管 の 付近 に お ける ChE の 分 布 , 背 脈 管 に られ な いらい が, RECHT ZMH ICT 
は ChE は 認め られ な か っ た が , 背 脈 管 に 接着 る x150 
する 筋肉 と に は 多少 認め られ た x 60 
Summary 


Localization of Cholinesterases in the American Cockroach 


By Kisabu IyaTomi1 and Katsuo KANEHISA 


Faculty of Agriculture, Nagoya University, Anjo, Aichi Pref. 


Localization of cholinesterases in the tissues of 
the American cockroach was studied histochemic- 
ally by thiocholine method which was developed 
by Koelle and his coworkers. For the quantitative 
estimation of the activities of cholinesterases, the 
manometric method was used, and the effects of 
the fixatives and the salt concentrations used in the 
histochemical procedures on the activities of cho- 
linesterases were estimated. 

The optimum pH for the maximum activity of 
cockroach cholinesterases was 7.2 to 8.0, and the 
optimum acetylcholine concentration of the sub- 
‘strate was 0.03 to 0.008 M. Therefore, cholineste- 
rases of the cockroach are very similar to the 
‘specific or true cholinesterases of mammals. 

For detail observation of the sites of cholinest- 
erases in the tissues of the cockroach, it is desir- 
able to prepare the sections as thin as possible. 
On the other hand, to keep the activities of the 
enzymes as high as possible, it is better to prepare 
the sections from fresh tissues, but it is difficult 
to cut thin sections from fresh materials. To 
facilitate thin sectioning, tissues were fixed in 10 


per cent neutral formaline for 48 hours at room 


temperature varied from 5 to 13°C. By this treat- 

ment, activities of cholinesterases decreased to 

54 percent as compared with that of the fresh _ 
tissues. Fixation of the tissues in pure acetone 

for two hours also gave good result, but prolonged 

fixation destroyed the cholinesterase activity. 
Fixation with ethyl alcohol for more than two 
hours badly destroyed the enzymes, so it is not 
recommendable. 

Media that contained 25 per cent of sodium sul- 
phate were used in histochemical study for the 
purpose of eliminating artifacts which caused 
diffusion of cholinesterases, but sodium sulphate 
itself destroyed 42 per cent of cholinesterase 
activity. Incubation media used in histochemical 
method contained 25 per cent of sodium sulphate 
and some of cupper sulphate and glycine, and 
their pH were 6.0. In these media, activities of 
cholinesterase were adout 20 per cent as compared 
with that of optimum condition. Though these 
media were far from the optimum condition for 
the maximum activity of the enzyme, but were 
sufficient to detect sites of cholinesterases in the 


tissues. 
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Activities of cholinesterases were found in all 
nervous tissues such as brain, ganglions, nerve 
cords, and peripheral nerve fibres in muscles and 
both digestive organs and reproductive organs. No 
choliesterase activity was found in dorsal vessel, 
fat bodies and trachea. Low activity of cholines- 
terases was found in hemolymphs, but their loc- 
alization in the hemocytes were not detectable. 

In general cholinesterases in the American coc- 
kroach were of specific type and hydrolyzed ace- 
tylthiocholine more easily than butylthiocholine. 
But cholinesterases of the digestive and reproductive 
organs hydrolyzed much more butylthiocholine 
so they might be of 
Whether the 


activities of cholinesterases in the muscles,digestive 


than that of other tissues, 


both specific and non-specific types. 


2a RLS 


organs and reproductive organs would be derived 
from the nervous system which ended in these 
tissues or from the cells of these tissues themselves 
were not determined. 

Cholinesterases were found in cytoplasms, but 
not in nuclei. In nervous system, activities of 
cholinesterases were high on the nerve sheaths 
and surfaces of neurons, and we could detect the 
runnings of neurons by the distribution of the 
enzymes. A very high activity of cholinesterases 
was found in the brain, but their distribution in 
it was not uniform. In some parts of the brain 
little or no cholinesterase activity was found. This. 
might indicate the different physiological functions © 


in the different regions of the brain. 


イエ バエ 組織 で の DDT 脱 塩酸 酵素 の 分 布 

Mirakxr, S. S., C. W. Kzarns and HDLrrks (1957) 
Distribution of DDT-dehydrochlorinase in various 
tissues of DDT resistant house flies. J. Econ. Ent. 
50 (3): 359~360. 

DDT 抵抗 性 の 重要 因子 の 一 つ で ある DDT 脱 塩酸 酵 
素 の 抵抗 性 イエ バエ の 組織 と に と お ける 分 布 を Sternburg 法 
に よっ て 調べ た 。 そ の 結果 に よる と 本 桁 素 は 脂肪 体 ど 最 


も ゃ 強く) MCREO 1, 7777, HA, MRT EB 
BOREEAL, SR, BIkE CLS DY TED, TO 

うに 脂肪 体 は DDT # Bic ML CHEB RAZAL, 
その 活性 が 高い 理由 の 一 つと し て , VRRABBZOKH 


に DDT が 吸 着き れ や すい と と が 考え られ る 。 
( 農 技 研 小池 久義 う 


同 贅 類 の 色彩 感覚 に 関す る その 後 の 研究 

Moerricke, V. (1954) Neue Untersuchungen uber 
das Farbsehen der Homopteren. Proc. IInd Conf. 
55~69. 

BALAK, CETATIIAVELOGMLDE 
色 に 塗っ た 板 の 上 に 飛来 する と と を 報じ た (Mitt.Biol. 
Zentralanst. (1953) 75: 90~97), Sisbb, Hapk 
び 黄 緑色 は アプ ブラ ムシ を 誘引 し た が キャ ベッ の 菜 に 近 
CBA &, A, 褐色 な ど は 効果 が な か っ た 。 三方 


on Potato Virus Diseaes: 


5 
コ フ キ アブ ラム シ に 近い Ayalopterus pruni AKHE 
り も 青白 色 に 誘引 され , 黄 白 色 に は 強く 誘引 され る 。 そ 
と で 紫外 線 を 反射 する Zn-white と , それ を 相当 よさ 
吸収 する Pb-white を 黄色 に まぜ て , 肉眼 で は 区 別 で 
きぬ 乳白 色 板 を つく り 供 試し た と こと ころ A. pruni は 
Bbowhite き a の RN 府中 計 枯 07e8 二 人 届 の 2 
Aleurodes brassicae は モモ アカ アブ ラム シ と 同じ く 鞭 
色 に 比べ 黄 白 色 に 誘引 され な に が , 同じ 鞭 白 色 の な か で 
は Pb-white に 誘引 され た だ た 03 さき ンジ の 
ある も の は 紫外 線 の 有無 を 識別 で き , 紫外 部 まで も を 反射 
FHKAE “BH” WCKOKK BsNS|B, CHis BH 
線 を 通さ な ら フ イル ター の 使用 に よっ て も 確 ゆ あられ た 。 
iE cas 2 TROT IR VR OE 
の うえ に 置い た と き 最 も 良く 誘引 され , 黄色 , 青 , 20 
白色 な どの 大 き な 板 の 上 に 置い た と き は あま り 誘 引 さ れ 
な い 。 SRE ee 
の 上 に 置い た 場合 と を 比べ て も , 前 者 の ほう が は る か に 
誘引 力 が ある 。 と の よう な 傾向 は キジ ラミ や ョ コバ パイ で 
も 見 られ る 。 と これ は 土壌 が 紫外 線 を 良く 吸収 する の に 対 
し て , 着色 布 は どれ を 反射 する た め だ と 思わ れる 6 か さく 
て , アプ ブラ ムシ の 定位 に と っ て は 対象 を の も の の 色 と ど 
SI, その まわ ね わり の 色彩 と の = ント ラズ トド きき 重要 で ある 
Ck, また 薬剤 散布 な ど と に よる 葉 の 紫外 線 反 射 へ の 影 
を 重視 すさ きこ と と が 結論 され る 。 (BR PREM) 
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ワシ ジオマ ダニ 雌 成 ダニ の 殺虫 剤 に 対す る 抵抗 性 が 第 1 
ee (1957) で 報告 し た よう に 吸 正 中 に 急激 に 上 昇 す る た 
D, 飽 血 時 の ダニ は 最も る 強力 な 殺 ダ ニ = 剤 の 一 つ で ある 純 
y-BHC を 背面 に 付着 可能 の 最大 量 を を 滴下 し て 容易 に 
FILS SCLC, 無 処理 個体 より か えっ て は る か に 長 
期間 生存 する も の さえ を 見 られ た 。 し か し 致死 量 よ り ず 
っ と 低い 薬 量 に お いて さえ 種々 の 著 な 生理 的 変化 が 起 
9 り , 飽和 濁 度 の 下 に 置か や れ て も 著しく 体重 が 減少 する と 
と も に , 産卵 抑 制 や 陽 害 が 認め られ た 。 和 殺虫 剤 の 作用 に よ 
り 昆虫 の 体 水 分 減少 の 割合 が 増大 する と こと は 森 (1941), 
WIGGLESWORTH (1941), Hewzzrr (1947), 
& Gostick (1955), Ineram (1955) ら 5 ら が pyrethrins 
に お いて , Lupwie (1946), Buck & Kerstrer (1949), 
Buck, Krister & Posner (1952) 5 ら が DDT に お い 
て 観察 し て いる 。 一 方 Lzgs (1947), Browntne (1954) 
が マダ ニ 類 の , Davis & Eprxgy (1952) は クモ 類 の 表皮 
を 通し て 行わ れる 水分 代謝 の 機構 に 関し て 真皮 細胞 の 調 
SUVERR 2232, IxcrAm (1955) は pyrethrins 処理 に よ 
る 体 水分 減少 率 の 増加 と 上 記 の 調節 作用 と の 関連 を 論じ 
いる 2 

本 報 で は 殺 下 剤 を 供 試 し た 場合 , ウシ オマ ダニ の 体重 
が 殺 忠 剤 の 種類 て よっ て 特異 的 減少 する とこ と と , BEI 
の 抑制 効果 と に つい て 検討 し , 体重 減少 の 機構 と し て の 
厩 皮 の 化学 物質 に 対す る 一 つの 反応 様式 を 提示 する も の 
CHS. | 

ASUCA SICHIZS, 殺 躍 剤 を 提供 し て 下さ っ た 上 農業 
槻 術 研究 所 農薬 研究 室 に 対し 深 甚 の 謝意 を 表す る 。 


xX hk 材 料 


Hear Y=: 熊本 県 阿蘇 郡 で 採集 し 一 定 の 飼育 条件 下 で 
一 玉 代 を 経過 させ た ウシ オマ ダニ (Boophilus caudatus 
NEUMANN) の 幼 ダ ニ を 人 放 的 C と ウシ の 体 に 散布 し , faut 


HswLeETT 


(1957 年 & 月 20 日 受領 ) 


状態 に 達し た 成 ダ = の 雌 (平均 体重 約 300mg) を 用 い 
hee 

供 試 薬品 : 7-BHC, a-BHC, pp’-DDT, op’-DDT, 
parathion の 標準 融点 を 示す る の , お よび 9022 TEPP, 


74% allethrin で ある 。 と れ ら の 薬品 は acetone 溶液 
Ce GIO iS. 
x Rm DF 法 


和牛 体 か ら ダ ニ を 摘除 採集 し すみ や か に 体重 を トー ジョ 
Y*NIFYACHELICE, RAID acetone 溶液 を 


“Agla” ミク ロメ ー タ ーー 注射器 を 用 いて 体重 lg 当り 
0.1zgg~ 9mg (1 PE OK 300HE~3mg) の 種々 の 薬 量 
を ダニ の 背面 滴下 し た 。 一群 約 10 匹 と し , 一 匹 当 り ま 
た は 1sg 体重 当り の 薬 量 が 一 定 に て な る よう 処理 し た 。 対 
RRC UCTEDEE OAL, RPS 77 4 vy CHB 
し た 個体 に 100v1 の acetone を 滴下 し た 。 作 用 後 ace- 
tone が 蒸散 し 去っ て か ら 個体 別に 小 ガ ラス 管 に 入れ , 
蒸溜 永 を 入れ た デシ ケー タ 中 で 100% R.H. 27.5°C iz 
保っ た 。 2ARITHOKESHEL, その 後 死亡 また は 
産卵 が 完了 する まで の 経過 を 観察 し , 産卵 個体 に つい て 
は 卵 の 全 重 量 を 求め た 。 


xR mi R 


未 処 理 個体 の 体重 減少 率 MAD 1 AOAKE RD 
率 は 0.999 エ 0.2172 (N=18), 気 門 閉鎖 個体 で は 1.043 
+0.156% (N=6) で 両者 の 間 に は 有意 の 差 は な く , fa 
和 湿 度 の 下 で は 気 門 は 体重 減少 の 場 と し て 重要 で は な 
く , 主として 表皮 を を 通じ て 体重 の 減少 が 行わ れる る の と 
考え られ る 。 こ の 間 に 摂 食 や 排 江 な ど に よる 体重 の 増減 
は 勿論 行わ れる と こと は な い 。 処 理 個体 の 体重 減少 率 が 正 
常 個 体 の m+3g, すなわち 1.65 の 値 を こえ た 場合 に 
は 殺 下 誕 の 作用 に より 体重 減少 率 が 増大 し た も の と 判定 
aie 

殺虫 剤 の 体重 減少 率 に 及ぼ す 影 


AZ || DLPLIED 


Git) 
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・ 1 日 の 体重 減少 率 と 薬 量 と の 関係 は , 体重 1g 当り の 薬 
量 を 横 軸 に 対数 目盛 で 取り , 第 1 図 と 策 2 図 に プア ロット 


lo? 3 6 1 3 6 10 3 6 10 3 6 10 3 6 10 3 
% Fh (egg) 
第 1 図 種々 の 殺虫 剤 を 作用 させ た と き の ウ 


シオ マダ ニー ニ 馬 成 ダ = の 体重 減少 率 (1) 
27.5°C, 100% R.H. 24 時 間 
mm: 正常 個体 の 平均 体重 減少 率 水 準 
し て 示し た 。 プ ロッ ト の 各 点 は 平均 値 の 場合 は 標準 偏差 
の 幅 が 示し て あり , その 他 の 場合 は 1 個体 と つい て の 測 
定 値 の 位置 が 示し て ある 。 体 重 減少 率 が 1.65 の 水準 を 
と えた の は , 7-BHC (#41), parathion, allethrin, 
TEPP (第 2 図 ) う 処理 の 場合 で あっ た 。 し か る に pp^-DDT 


CD) parathion. 
5 + allethrin 
X TEPP © 
4 WV op-DDT + 
m © 
a 3 (>) 
Oe 
Bog OKX 
#2 ns A 2 ee 
ial ie ale 2 Se D7 
ms © + — —m 
gp 0 oN 
SSS SS = SS SS SS m-30 
0 ca al a 4 
3 6 10° 3 6 10 3 6 10 3 6 10 3 6 10 
% ot (#g/g) 
第 2 図 種々 の 殺虫 剤 を 作用 させ た と き の ウ 


シオ マダ ニー 室 成 ダ = の 体重 減少 率 (2) 
27.5°C, 100% R.H. 24 了 時間 
m: 正常 個体 の 平均 体重 減少 率 水 準 
は 10.0~1110zg/g, a-BHC は 2.82~35.6mg/g (第 
1 図 ), op’-DDT は 1900~3090gg/g (第 2 図 ) OS 
の 箇 囲 で は 無 処理 群 と 比べ て な ん ら 特 別 の 減少 率 の 増加 
が 認め られ な か っ た 。 7-BHC は 約 0.6~6zgg/g の 間 で 
は 薬 量 の 増加 に 伴 な い 減 少 率 が 急激 に 増加 し , 正常 個体 
の 減少 率 の 約 8.5 億 に も 達する 。 し か し 薬 量 を さら に 増 
す と か えっ て 次 第 に 低下 の 傾向 を 取る 。 同 じ よ うな 体重 
減少 の 傾向 は parathion で は 約 6zg/g, allethrin 約 100 
ug/g, TEPP 約 135gg/g 以上 の 薬 量 で 認め られ , par- 
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athion, allethrin で は 減少 率 の 最高 は 約 4 倍 と な り , 
より 高い 作用 薬 量 に お ぉ お いて は 正常 個体 と の 差 は 認め られ 
EEK ESB 

中 毒 症状 乳剤 に 浸漬 し た 場合 に は 比較 的 容易 に 死亡 
する が , 純 品 を 滴下 し た 場合 で は 2 日 間 の 内 に 死 記す る 
個体 は 認め られ な か っ た 。 短 時 日 で 死亡 し た 個体 は 体 が 
Wii LL CHET SOS, 麻痺 状態 か ら 体 重 を 閉 し く 減 少し 
つつ 死亡 する 場合 は , その 過程 は 潤 次 に 進み, 長 ヾ 心臓 
DH), 消化 管 , マル ピギー 管 な どの 運動 が 顕微 鏡 下 の 
観察 で 認め られ , 生死 の 境 の 判定 は 困難 で ある 。 体 重 減 
少 率 の 上 昇 す る 薬 量 が 適用 され た 際 に は , 特に < 7-BHC 
OVER CH 3 図 と 図示 する よう な 体形 の 変化 と , 種々 な 


正常 個体 


rast te 
$38 7-BHC tk4ANUYATF=aOHBERK 


REAR OH ETEIRD BLD AVS OTE IA CIE KSA, 
(LBL MAD O, 全体 は 丸 味 を 帯び て いる 。 じ » 
DUALS CIE ADM TID > THEMITAAK E759, 
表皮 は 透明 と な り , POCORMTMBKEeE SL, ぞ 
の 特定 部 位 た 多数 の 小 水滴 が 出現 する 。 ま た 体 の 背 腹 筋 
が 収縮 し て その 付着 部 位 が 深い 溝 を 形成 し , 体 は 腹面 
向っ て 細 曲 する 。 症 状 の 軽重 と 体重 減少 率 の 大 小 は ほぼ 
平行 し) parathion, allethrin, TRPPNGIS ON 
軽度 で ある 。 

産卵 抑制 効果 — SHR D EST mic feu We 
重 の 指数 函数 比例 し て 増加 し , AROMIITEL 5 TS 
つの 体重 域 が 区 別 さ れ , RUT PAT ABET As TILED 
糸数 は 1 で 従っ て 産卵 数 は 吸血 重体 と 正 比例 する ( 北 呈 ・ 
RB, 1958), 飽 自 ウツ ウシ オマ ダニ の 産卵 量 に は 吸血 体重 
と の 間 に 次 の 関係 が ある 。 

FESS =O. 618W +16.4 (mg) 

W は 体重 の mg CI の 信頼 限界 を 示す 。 処 理 し た 
殺 下 剤 の 産卵 量 に 及ぼ す 影 響 は 吸 重 体重 か ら 推 定 さ れる 
産卵 量 に 対し , 作用 後に 実際 に 産ん だ 量 の 比 で 事 わ し ; 
次 式 の よう に 産卵 率 で 示し た 。 100 一 産卵 率 (7) IR 
HAD ESI SHOTS 7 LIT Se 


19584" 3 月 


産 卵 量 
BOE yeremeiim Cae) * 100% 
parathion, 7-BHC, allethrin, pp’-DDT, op’-DDT, 


x-BHC の 薬 量 (ug/g) を 種々 変え て 滴下 し た 場合 見 られ 
る 産卵 率 の 変化 を 第 4 図 に 示し た 。 7-BHC, parathion 


=m 


3 


B parathion 
© r-BHc 

6 allethrin 
® pp-por 
© op-ppt 


(Sami) He 


A. «BHC 


io- 3 6 MM 5: 1 3 6 16 Be Gi ON 3 6 10° 
Rm ik (HR'g) 


RAD Vy ArH aORP=a1HTS 
xX ORB AO SM AR 

は 約 5 zg/g 以上 で は 完全 に 産卵 を 阻害 し , その 1/10 量 
で は 前 者 に お いて 抑制 効果 が まっ た くれ 認め られ な くせ な る 
の に 反し , 後者 に お いて は ある 程度 その 効果 が 相 変 わ ら 
すず 現われ て いる 。 一 方 allethrin は 約 300gg/g, pp’-DDT 
は 約 2 mg/g 以上 の 薬 量 で 約 20 YEE OMMP«DS 9, 
f-BHC の よう に 抑制 効果 が 急 泊 に 消失 する と こと が な い 。 
pp‘-DDT, «-BHC は 3mg/g で 40 用 程度 の 抑制 効果 
を 示す に 過ぎ な い が , 同様 に 作用 薬 量 の 減少 て よっ て す 
座 や か に 拉 制 効果 が 消失 する こと こと が な い 。 図 上 で それ ぞ 
DOK AD fam (HAD ESPs % 50 抑制 する 値 を 求 
め る と , parathion1.3ug/g, 7-BHC 2.1y¢g/g, allethrin 
180v¢/g, pp’-DDT 500gg/g 程度 で ある 。 


% aR 


tea 


—PichhPoY=DRERILT »y 7ARWAITBONT 
る た め , ワッ クス の 融点 に 相当 する 臨界 温度 に 達する 
では, 表皮 を 通し て の 水分 の 蒸散 は お さえ られ て お り 
(Ramsay, 1935; WiGGLEsWORTH, 1945; Lrzs, 1947), 気 
問 が 蒸散 の 部 分 と し て 最 る 重要 で ある (MgLLAmBry,1934, 
1935; Kompsumr, 1934)。 し か し 飽和 湿度 の 中 で は 理論 
的 に 動物 体 か ら の 蒸 敬 は 行わ れず , 気 門 閉 鎖 に よっ て ダ 
且 の 体重 減少 率 が ほとん ど 影 響 を 受け な いと と が 示さ れ 
る こと, 体重 の 減少 は 気 門 の 機能 と は 無関係 に , 表皮 を を 通じ 
で 蒸散 と よら な い 別 の 方 法 で 行わ れ て いる と 考え な けれ 
は ならない 。 HerwLrrr & Gosrrck (1955) は pyrethrins 
で 処理 し 7 た < Tribolium castaneum に 見 られ る 体重 減 
少 率 の 増加 が 気流 や , 40~90% R.H. の 間 で は 湿度 に よ 


4 
6 


(as 
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っ て 影響 され な いと 述べ て いる と と は , COL 5 BH 
剤 処理 と よる 体 水 分 減少 率 増加 現象 が 蒸散 と は 無関係 で 
ある こと を 暗示 し て いる 。Lupwra (1946) は ヒメ コガ ネ 
に お いて , Buck & Kerstzr (1949), Buck, Keister & 
Posyer (1952) は DDT OMIT EO eV KTYEO 
水分 減少 率 が 増加 する と こと を 見 て いる が , その 量 に 比例 
し た 酸素 消費 量 の 増加 が 起こ る と こと か ら , 神経 筋 活動 の 
興奮 と 元 進 に る と づく 間接 的 作用 と 考え て いる 。pyreth- 
rins 処理 に と よる T. castaneum の 体重 減少 率 の 増加 は , 
外部 的 中 姓 症 状 が まっ た 【 く 現われ な いう ぅ うち に すでに 顕著 
に 起り (HerwrLrrr & Gosrrck, 1955), ウシ オマ ダニ で 
は 中 毒 て よる 興奮 症状 は 見 られ な い 。 Incram (1955) は 
pyrethrins CMU 2s イニ ペペ 坪 と ワウ モン キダ グリ の 永 
分 減少 率 が 著しく 増す に る か か わら ず , CO, 生産 量 は 特 
に 変化 が な く , エネ ルギー 源 の 消費 や 水分 損失 は 死 と 直 
接 関 係 が な いと 結論 し て いる 。 

WieGLrzswOoRTH (1942) は 流動 パラ フィ ォ ィ ン な ど を 避 虫 
に 作用 させ る と , RRMICSRODKHPAWA NSH 
人 象 を 記載 し て いる が , InekAw (1955) も また pyrethrins 
中 毒 の ゴキ ブリ の 表皮 面 に 水滴 が 出現 する と こと を 見 て い 
る 。 和 殺 忠 剤 処理 に よる 体重 減少 率 の 増加 と 平行 し て 現 わ 
れる 中 如 症 状 と し て の 表皮 に お ける 小 水滴 の 分 泌 は , YW 
上 の 研究 者 た ち に よっ て 観察 され た 現象 と 同じ る も の で あ 
45. pp’-DDT, op’-DDT, a-BHC 7% Lit 7-BHC & 
は 量 的 な 差 は ある が 産卵 抑制 を その他 種 々 の 生理 的 過程 に 
対し 同様 に 著しい 影響 を 与え る に も か か わら す , 体重 減 
少 率 の 増加 の 上 に は な ん ら の 影響 を 示さ な いこ と と は , BM 
下 剤 作用 機構 の 一 面 の 違い を 明らか に する る の と し て 興 
味 が ある 。 

昆虫 や ダニ の 表皮 が 単なる 外 被 と し て の 意義 以上 に , 
WiecLzswOoRT 互 (1948) ら に よっ て 生き た 系 と し て の 認識 
が 新た に され , 中 心 課題 と し て 注目 され て いる が , 種々 の 
目 に 属す る 昆虫 の 幼虫 や 疲 (Rrcmarps, 1950) Py Y=, 
ヒメ ダニ 類 の 未 吸 血 個 体 (Lrgs, 1947; BrOowrING,1954) 
に は 空中 か ら 水 蒸気 の 形 で 水分 を 吸収 し , 体 水 分 を 維持 
し よう と する 能力 の ある こと が 知ら れ て いる 。 こ の 能力 
は Lezs (1947) と よれ ば 表皮 の 一 部 分 を 不 活 性 物質 の 
粉末 で わずか に 摩擦 し た だ け で , Brownine (1954) に 
よれ ば 気 門 閉鎖 や CO。 導 酔 に より 全面 的 に 失わ れる 。 
ある BO 不 活 性 物質 の 粉末 が 殺虫 効果 を も る つて こと は ば 
“Zacher WR” と 唱え られ, 多く の 研究 者 お よび 藤沢 
(1947) は その 粉末 の 有する 鶴 水 性 に 基 因 する と 考え て 
いる が , 内 田 (1947) は 奪 水 作用 は あま り 関 連 人 性 は な く 。, 
むか し ろ 十 分 吟味 され つく され て いな い 因 子 が 主要 な 役 
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割 を 演じ し て いる と 述べ て いる 。 粉 末 処 理 に と よる 体 水 分 量 
の 減少 は と の よう な 物理 的 , 前 述 し た 諸 例 で は 化学 的 外 
部 作用 に 対す る 表皮 の 反応 の 形式 と し て , また は 表皮 の 
代謝 系 に 対す る 刺激 を 通じ て , 他 の 種々 の 代謝 系 に る 大 
き な 挫 乱 を 起 し , 平衡 が 破壊 され た 状態 に と な っ た た め に 
起 る こと が 推定 され る 。 

Less (1947), Brownine (1952) (ERE OKAMIAE 
力 の 消失 は 中 枢 神経 に 対す る 作用 を 通じ て 真皮 細胞 の 機 
FEDORA SIT LAL#BA, Davis & Epnay (1952) は クモ 
類 が 死亡 する と 体 水分 の 喪失 が 増す と こと, Incram (1955) 
は pyrethrins 処理 の 昆 下 の 体 水分 喪失 率 が 増す こと か 
ら , いずれ る 同様 に 真皮 細胞 の 分 滋 活 動 を 支配 する 仮想 
似 な 調節 機能 の 存在 を 想定 し て いる 。 Incram は こと の 仮 
定 を 確 ゆ め る た め atropine, procaine を 注射 し た が , とこ 
の 機能 た 及ぼす 影響 を まっ た くれ 認め る こと が で き なか 
っ た 。 チ ナチ ャ バネ ゴキ ブリ に,acetylcholine, strychinine 
nitrate, atropine を 注射 し て も ほとん ど 無 毒 で ある こと 
と か ら ( 未 発表 ,1957),, これ ら の 薬剤 と 神経 文 醒 の 関連 
に 立入 る に は 有機 匂 殺 虫 剤 の 作用 機構 に 関す る acetyl 
cholinesterase 阻害 説 と の 矛盾 が MWS iT か ら の 問 
faa CHAD» 

ウジ シオ マダ ニニ の 7-BHC, parathion, allethrin, TEPP 
な ど に よる 体重 減少 率 の 増加 は 飽和 湿度 中 で 起 る の で , 
Tncram (1955) の よう に 蒸散 防止 機構 の 仮定 に よる 説明 
は 成り 立た な い 。 HswrLrmr & Gosrick (1655) は 体重 
減少 率 増 加 現 名 を 生物 検定 と 応用 する 方 法 を 詳細 に 述 
WS, 影響 する 要因 に つき 考察 を 行っ た が , その 機構 た は 
あま りり に 立入 ら な か っ た 。 ウ ツジ シオ マダ ニニ に お ける 体重 減 
少 率 増加 の 事実 は 実験 の 結果 明らか で ある が , 機構 を 明 
BPNCT SE COMI THON CWE ai. UTA 
っ て 次 の 実験 段階 と お ぉ ける 前 所 と し て , 体重 減少 率 の 増 
加 は 表皮 に お ける 小 水 滴 の 分 泌 と 平行 し て 増加 する こと 
EPG, 水分 また は 水 様 成分 が 表皮 を 通じ て 排出 また は 
強制 的 分泌 き され る た め に 起 る る の と 想定 する 。 薬 量 の 
増加 に より , 体重 減少 率 の 増加 が 認め られ な くれ な る こと と 
vd, 神経 壇 丁 下 に ある 機能 の 麻痺 消失 に よっ て の み 説 明 
が 可能 で ある と 思わ れる 2 

マダ ニテ ニ 類 の 産卵 は 殺虫 剤 の 作用 に より 比較 的 容易 に 陳 
害さ れる と こと は , Wuarrnann & Braprorp (1948) ら 4 
認め , 殺虫 剤 の ダニ に 対す る 効果 を 産卵 率 と , その 卵 の 
解 化 率 と の 積 と よっ て 評価 し て いる 。 策 1 報 1957) で 
述べ た さよ II, ウシオ マダ デ は 7-BHC DO Img/g BE 
の 薬 量 で は むし ろ 無 処理 個体 より 著しく 長く 生存 する 個 
体 が 見 られ る 。 同様 の 観察 は WHirmNALL & Braprorp 
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(ADTNG CTRL DES ME 
LD。。 は 正確 求め が た い 。 産卵 は 結果 に 示さ れ た よう 
en ee te eee 
BASE 5D ICAHRMOKRICII oi vu Are = 
050% 2A, 脱落 せしめ る た め の 一 匹 当 9 り の 薬 量 | 
は 7-BHC 2.05ve allethrin 68.5gg, pp’-DDT 385ug 
で あぁ っ た が , 以上 の 程度 の 付着 量 だ が その まま 飽 箇 脱 落 後 
まで 残存 し て いれ ば , HBIMTHL THEA BEDSST 
と が 考え られ る 。 a-BHC は ダニ の 背面 付着 可能 の 最大 
量 に お いて る も 発育 に な ん ら の 影響 を 与え る と こと が な か が 
た が , 産卵 は 明らか に 抑制 され て いた 。 ウ ジオ マタ = 
対す る op’-DDT の 効果 は pp’-DDT に 比べ て , Bic 
お ける 場合 より か な り 劣 る よう で ある 。 殺 皿 剤 の 産卵 抑 ? 
制 効果 と 体重 減少 率 増加 作用 と の 関係 ほ 革 後者 が 発現 すず 7 


る 最低 薬 時 で 産卵 は は ほぼ 100 CHAS. BNDLDD. 


生理 的 過程 は 感受 性 が 非常 に 高い と に こと が わか る 。 す な ね わ | 


ち 産 卵 が 一 部 抑制 され る よう な 薬 量 で は 先 て あげ た 中 毒 


症状 は 認め られ な い 。 
飽 年 し た マダ ニ 類 は 再び 寄生 し 吸 


を 行う ご どど は ee 


(, 血液 を 卵 た 変え , 募 大 な 数 の 卵 を 産む 行 動 の み が 残 


され て いる 。 し た が っ て 殺虫 剤 が 完全 な 致死 効果 を る た 


な く て も , 産卵 を 阻害 する と こと に より 人 和 島 殖 の 道 は 完全 交 


断ち 切ら れ , ダニ 駆除 の 目的 は 化学 所 防除 の 範囲 た お い 
て 十分 果 し う る 訳 で ある 。 ま た 殺 下 剤 作用 後 の 成 ダ ニ の 
致死 過程 の 不明 上 白 さ と 、 変異 の 大 きなこ と と は ,| 効果 判定 
の 結果 を あい まい な る の に し や すい か ら , ZIM SER 
EWES ICHMT 6 Re 4 っ て 基準 と する の が 適当 で あ 
ER UE 
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1) VVYAVI=DMMEKY-ORMIC, MAO 
HID acetone Wks MEENA AL て 滴下 し , 
27.5°C, 100% R.H. (Ciclt AKBRDR L EIT IS 
SEMANTIC 


2) 体重 減少 率 は , 7-BHC, parathion は それ ぞ れ 約 


6 g/g, allethrin 約 100vg/g, TEPP 約 135gg/g 以 


上 の 薬 量 で 著しい 増加 を 示す が , 作用 量 を さら < 下げ 2 

と 増加 が 認め 清 れ な くり な る 。 ) 

3) a-BHC, pp’-DDT, op’-DDT に は 体重 減少 秦 
の 増加 作用 は まき SY < BOG NwdD siz. 

4) 体重 減少 率 の 増加 に 伴 な い , ROW bis ks 
透明 化 , 背 腹 筋 な どの 収縮 , 体 の 弾力 の 消失 , 体 の 腹 側 
AO, 表皮 の 特定 部 位 に ぉ ける 小 水滴 の 分 泥 な どの 
KAO PBERDH DNS. i 
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5) KBBOZDARBLAODAIZED, BRE 
MU CTHLE {ABER OGs a ee = 
IMBBLENBILDILES 4 DEBRENG. 

6) 7-BHC, perathion (tk BRLEO*AMYEAE 
ECERZEABBHST 4. allethrin 2% 180zg/g, 
pr’ -DDT (24 500 ヶ gg CHBS 50 ~EML, op’- 
DDT, a-BHC 17 4 3% spies i 

. 7) Gn FL BZD E < 

FB PEB SIN “3 
NBS Z 
DAIS6 Ct, LDRAZELLYBRODANZRIZ 
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Summary 


I. Effect on Loss of Body 


By Shigeo Kitaoxa and Asahiko YAJIMA 
Section of Parasitolozy, National Institute of Animal Health, Kodaira, T: ORYO 


the multiplication of ticks. 

1. The effects of various insecticides as applied 
topically, upon the loss of body weight and the 
oviposition were investigated at 27.5°C and 100% 
R. EL 

2. The percentage of loss of body weight in- 
creased abruptly with a dosage of more than 6rglg 


16 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


of 7-BHC. Parathion, allethrin and TEPP showed 
a similar tendency in a dosage of more than 6, 100 
and 135ug/g, respectively. 

3. No loss of body weight was demonstrated 
in a range of the dosage of the following insecti- 
cides; a-BHC (2.82~35.6mg/g), pp’-DDT (10.0~ 
1110kg/g), and op’-DDT (100~3000¢/g). 

4. The degree of loss of body weight was almost 
parallel to the severity of the characteristic symp- 
toms of poisoning, such as wetting and clarifica- 
tion of the cuticle, secretion of watery droplets 
at certain portions of the cuticular surface, con- 


traction of the dorso-ventral muscles, cranio- 
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caudal bending of the body, and decrease of body 
tension. 

5. It was assumed that the loss of body weight 
was caused by eliraination or secretion of water 
probably according to the activity of the epidermal 
cell, but this phenomenon disappeared in cases 
where the higher dosage was applied. 

6. In the dosage of such insecticides as 7-BHC, 
parathion, allethrin and pp’-DDT which caused 
the 


oviposition of ticks occured. So far as this inves- 


the loss of body weight, 


tigation goes, 


partially interrupted the oviposition. 


w 


飼料 豆 科 植物 の 幼 苗 に よる 3 種 の 
アプ ブラ ムシ の 利用 度 の 分 類 
Prrers, D. C. and R. H. Paryrer (1957) A general 
classification of available small seeded legumes as 
hosts for three aphids of the “ yellow clover aphid 
complex” J. Econ. Ent. 50 (38): 231~235. 
spotted alfalfa aphid(Zheriaphis maculata(Bucx- 
TON) ある に は Pterocallidium sp.), yellow clover 
aphid (Pterocallidium trifolii (Monetn)) お よび 
sweet clover aphid (Myzocallidium riehmi BoxgR) の 
寄生 植物 に つい て 多く の 報告 が ある けれ ども を も, いら ずれ の 
報告 も 寄主 村 物 の 範囲 と 混乱 が ある よう に 考え られ る 。 
そこ と で 12 の 属 の 宮 科 植物 の 幼 苗 を 用 いて 温室 内 で 試験 
BT ESS 
Meliotus, Trigonella の 2 属 , spotted alfalfa aphid 
お よび yellow clover aphid の 利用 し うる の は Medi- 
Meliotus, Trifolium # よ び Triogenella の 
4 属 で , 他 の 試験 され た 8 属 は に ら ず れ の アプ ラム シ に も 
利用 され 得 な に か , ほとん ど 利 用 され 得 な ら に と こと が わか 
( 農 技 研 Gis fe) 


sweet clover aphid の 利用 し うる の は 


cago, 


っ た 。 


麦 類 幼 植物 の アプ ラム シ に よる 被害 


KANTACK, E. J. and R. G.Daums (1957) A com- 


inhibition of the 


3mg/g of op’-DDT and a-BHC 


parison of injury caused by the apple grain aphid — 


and green bug to small grain. J. Econ. Ent. 50(2): 
156~158. 

2 種 の アブ ラム シ Toxoptera graminum (Ronp.) と 
Rhopalosiphum fitchii (Sanp.) は 妻 類 幼 植物 時 代 の 
重要 な 害虫 で あり , HICHMBORE LOTTI AYR 
より 顕著 で ある と と が 知ら れ て いる 。 し か し な が ら 現 在 
まで その 被害 の 原因 と に つい て は っ きり し た も ゃ の ば な い 5。 
著者 ら は 大 麦 , 小麦 , A-b}HOSMAHO TCT 2BOT 
ブラ ムシ に よる 被害 を 比較 検討 し た 。 

汁 液 吸収 に よる 3 GORDO 黄 化 現象 は に ずれ も T. 
graminum に よる も の が 最も は な は だ し く , MEIER 
後 で 75~792%2% に 達し , 同時 に 草丈 も R. fitchii POWER 
に 比 さ て 3 イン チ ほ ど 低 い 場 合 が 多 に ら 。 と の よう な 植物 
%—7°C ぐら い の 低 温 で 処理 を 行う と 枯死 率 は T. gra- 
minum で は 56 や 96126 に 達し で いる 。 EKTTFTFAY 


の 加害 を 受け た 植物 の 分 民 攻 の 出現 は T. graminum の 


場合 特に 遅れ て くる と と が 一 つの 特徴 で ある 。 
( 農 技 研 三田 久男 ) 


JVYAAFFOKECHT 42H 
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フシ メ コ グ ク ガ Plodia interpunctella の 幼 中 は , 越 
且 に 先立っ て , 大 部 分 の 個体 が 老 熟 し た 状態 と な り , Im 
害し て いた 食餌 を す て て 越冬 場所 を 求め て 移動 し , や が 
うす いま みゆ を 作り , 幼虫 の ひま ま 休 止 す る が , Vy xa 
F FDIS AE, 結局 この 状態 に 達し た 老 就 幼虫 で 行わ れ 
る る 。 な ぉ この 間 の 歩 ま きま まわり (wandering) は と この ステ 
デジ の 特徴 で ある 。 一 部 に は , 老 熟 に 至ら な い 幼 虫 で も 
越冬 する と と が 報告 され て いる が , それ は どく わずか で 
あ 0 (Hh, 1939), 遇 の 越冬 は ほとん ど 認 め ら れ な い 
(HAvLIN et al., 1931), 

クタ シメ コ ク ガ の 越冬 幼虫 は 適温 に あえ ば 直ちに 遇 化 ・ 
羽化 する (三宅 , 1932 う 2。 し か し 上 に 述べ た よう に 個体 
FE DIZ REDS ZAM BITTE 5 TUS TEDH, 越冬 た 
(e5 発育 の 休止 が , いわ ば 単なる 寒冷 の た め の 幼 中 の 行 
動 休 止 ) ある い は まひ に よる も る の で は な いら し い 。 す な 
ね わら 個体 群 の うち 老 就 幼虫 て 限 CHEADLE 
きれ , 一 方 若 令 幼虫 の 発育 は 進む が , 結局 老 熟 幼虫 以外 
D9 の は 越冬 で き な い で 死 記 する と いっ た こと と が 容易 に 
想像 され る 。 

完 米 越冬 する と こと と 休止 する こと は , 前 者 が 季節 に 関 
LIER, 後者 が 発育 に 関し た 生理 現象 を 指す 
専 で 明らか に 別 の と こと が ら で あ る が , 両者 は 密接 な 関係 
PH, 特に 休眠 を 行う 多く の 慣 虫 で は , その 休眠 の え 
区 和 デジ が 種 の 特 人 性 と し て 定まっ て お り , それ が 越冬 する 
用 ー ジ と 一 致す る と こと は よく 知ら れ て いる (Annee- 
WARTHA, 1952; Lrrs, 1955)。 

BAIL CDI Y LAT HOLAS ROMA ICH BA 
Aik ERATE UILDS, その 結果 , と この 休止 が 休眠 
DI MALU, 休眠 型 と 非 休眠 型 の 中 間 的 な 意味 を 持 
包 G と を カ かなり 詳 し く 知 る に と が で きた 。 以 下 特 に 温度 
の 低下 に 伴う 場合 に つい て と り ま と め た 。 


ST SAKE EER KM 第 291 号 
(1957 年 9 月 3 日 受領 ) 


> 論 に 入る に 先立ち , 終始 御 指導 下さ っ た 内 田 俊郎 教 
授 に 厚く 御礼 申し 上 げ る 。 ま た いろ いろ 御 援助 下さ っ た 
河野 助教 授 な ら び に 研究 室 の 皆様 に も 御礼 を 申し 上 げた 


a 


材料 お よび 飼育 条件 


材料 と し た ノシ ジ シメ ゴク ガ が に は, 京都 市 内 の 米穀 倉庫 で 採 
集 し た 成虫 の 子孫 を , 30°C, 45~75% R.H. の 条件 で 
連続 飼育 し た る の で , この スト ッ ク は 卵 200 HeDPEZ, 
米ぬか 30g 入り の 大 型 シ ジン ャ ー レ に 収容 , これ を 飼育 し , 
得 た 成虫 か ら RRAORINSH 512, Ist UTHKR 
か を 用 いた 。 実験 初期 の ぬか の 含水 量 は 8~12% CH 5 
Wie 

容器 は , KY »—v (HF AB, ANE 11cm 深き 
3.5cm, PRITHE3cm の 穴 を あぁ あけ て そこ と に 洋紙 を は 
りつ けた ガラ ス 上 円 盤 の 落 を し た ), 小型 シャ ー レ Ka 
シャー レ に 準ずる が , 内 径 7 cm 深 さ 3cm) を 用 いた 。 

容器 の お か れ た 実験 区 の うち 30°C 処理 区 は 温度 30°C 
+0.5°C の 恒温 室 で 毎日 9~11 時 間 点 灯 さ れ , 冬 は 45 
~50% R.H. Bik 70~75 % R.H, で あっ た が , その 
lZ1Z, 8~10°C, 15~16°C, 2040.5°C, 22+0.5°C 
304+0.5°C の 各区 を 恒温 器 で 作り , それ ぞ れ を 暗黒 65 
7522R. 有 H. に 保っ た 。 ま た 実験 上 必要 な 低温 に ふれ させ 
る た め 冬 期 に 室外 の 箱 の な か に シャ ー レ を 放置 する と い 
ere OVial see 
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休止 個体 の 特徴 ノシ メ コ ク ガ の 老 就 幼虫 に 現われ る 
休止 個体 は , 老 熟 し た 非 休 止 個体 に 比べ て 種々 の 点 で 明 
ら か に 区 別 で きる 。 個 々 の 内 容 に つい て は の ち に 述べ る 
が 前 大 要 は 策 寺 表 の と 3 や 0 で ある 0 で 特 @ 述 べべ 
か な けれ ば な ら な い の は , 休止 個体 が 30°C で は 実際 の 
休止 期間 すなわち 遇 化 陽 止 を 示さ な いこ と こと で ある 。・ 


C17) 
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- 1 BS 休止 個体 の 特徴 


形質 非 休止 個人 tk ak fd tk 
体 形 肥大 し な い =F WIC HEX 
体 色 | 薄 色 味 強く な い eee 
重 軽 い Ea し > 
Se xk 量 | 多 い Sige 
行 動 RMDP SW to 館 か ら 出 て は に まわ る 
若 令 時 の 発育 ご Pe hai 7s: 
速度 速 い お < し 
A Ab | | 
30°C 阻止 され な い 阻止 され な い に 
* 20°C で 阻止 され な い Buk StH 
5 ~10°C の | + [ESTE OS A し か も 20 
MEIC SZ | 生存 で き ない PC に も どき され た と き 
Ree) _ eng 
* COREE CHRIEM MIL KILICA 3 & CORAL 
mE S77. FEARS ere aecews 


† 卵 も 若 ら 幼虫 る (お そら く 下 も )〕 生存 で き な い 。 

温度 条件 が 休止 の 生起 に 及ぼ す 影 

1) 異な っ た 恒温 で 飼育 し た 場合 : スト ッ ク の 成 躍 か 
BRENT 24 時 間 以 内 の 卵 (以後 断り な い 場 合 は これ 
に 準ずる) 100 個 に 対し て ぬか 30g, また 卵 50 fitjzs k 
び 30 個 に 対し て ぬか 15g の 入っ た 大 型 シ ン ャ ー レ を , 
NS NE 20°C. Mb 16°C. 8 ~ 108. 3 
の ぉ の の 温度 条件 下 に 保っ て 経過 を みた 。 結 果 の 1 例 を 
第 2 表 に 示す 。 

策 2 表 異な っ た 垣 温 で 飼 育 し た 場合 の 経過 


| ew Uh ch | 羽化 まで の 所 要 日 数 
| 0 ー | (平均 値 王 標準 偏差 ) 
| I 50% R.H.\70% R.H. 


tm 度 Fare 


8~10 | CH | ~— ーー | — 
15~16 1 | See 
20 | 発育 可能 | 全 部 休 a | = s 
22 1 | = ==— 
25 / fe MSE HUE — 30.9+1.5 
30 Wa | WA (30.546. 4 25.6+1.2 


| 


と の 結果 に よる と , 30°C, 25°C で は 休止 個体 は 生じ 
IEW. ETCADS20°C, 22°C CIT BAWITBS FE Cis 25°C 
より PPBEWORACERT AD, 全部 の 個体 が KS 

(5 令 ) で 異常 に 肥大 し て , HORMP HT ABITHT 
き て 歩き まき わり, V y>-VACHRRITHATS. POST 
うす いま ゆ を 作っ て 中 で 休止 する が , と きど き 移 動 し て 
いる も の が ある 。 こ と これが 休止 個体 で , その まま 長期 間 映 
化 を 限 正 され で いる 9 15~16°C, 8~10°C で は な すべ で 
RNS 
2 用 途中 まで 30°C CHALLE: 前 節 で は 30°C 
CHE NII rie BIC CRBS At, 20°C, 22°C 
で 全 個 体 が 休止 し た と と を 述べ た 。 
今度 は , 幼虫 を あぁ る 程度 30°C で 発育 さき す て か ら 20°C, 
22°C に 移す 実験 を 行っ た 。 大 型 ソ シャ ー レ に お の お の ぬ 
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か 15g 卵 50 個 を 入れ , 30°C で 経過 させ , 16 AAD 
ら 5 23 日 目 ま で 毎日 1 個 ザ ゼ ずつ の シャ ー レ ゃ を 20°C, 22°C 
に 移し , その 温度 で 非 休止 個体 が 羽化 する の を 調べ , 非 
休止 個体 の 羽化 が 完了 し た あと で , 全部 の シャ ー レ を 
30°C た 戻 し , 休止 個体 を 羽化 させ て その 数 を か ぞ を た 。 
2 回 の くりかえし で 同様 の 結果 が 得 ら れ た 。 すなわち, 

30°C で 10 数 日 経過 する まで は , 20°C, 22°C) に 移さ 
れ た と き 全 部 休止 個体 と な る が , それ 以上 30°C で 経過 
し た 場合 に は , 20°C, 22°C ICHMT HEMKILE ST CM 
化し , その 結果 羽化 $ 早 く 4 おとこ る も の が 現われ る こと と が 
わか っ た 。 こ と の 非 休止 個体 の 現われ る 様子 を 20°C の 結 
果 の 一 部 に つい て 示せ ば 第 図 の と お り で ある 。 な 


Hoy 


BAW 


経 oh A Md 
第 1 図 最初 39°C で 経過 し た 日数 と 20°C 
BTIRABEORIEKO 30°C ich LS 
れ た と き の 羽 化 の 状態 
30°C で 経過 し た 日 数 が 同じ 場合 , 20C ょ 9 り 22°C OIF 
う が 非 休止 個体 が 多く ぐ 。 Et WET SE COMBA 
し じ し か い 。 一 方 30°C に 戻さ れ て か ら 休 止 個体 が 飛 化す る ) 
Kk COMMEKE SH sie. 
また , と この 陸 期 に 別 の シャ ー レ 内 を 検査 する と , 初期 
の 区 に 相当 する も の で は , 30°C C442 E05 SH 
NCC TS 
3) 30°C で 生長 し た 幼虫 の 体重 と 20°C へ 移 き れ 
か ら の 休止 の 有無 : 30° じ で の 経過 日 数 の 代り に に, BEY 
虫 の 発育 程度 を 示す と 考え られ る 体重 と 20°C に 移 き ね 
て か ら の 休止 の 有無 と の 関係 を 調べ た 。 
大 型 シ ャ ー レ 2 個 て に お の お の 30g Dv¥ad> & IP 100 (el 
投入 し , 30°C 45~50% R.H. で 経過 させ , 18 A Ase 
tO 23 ARICIMT OL OML, Meee OMU TE 
A, 大 部 分 の 個体 は 体重 を 測定 し , 各 mg MAT Lae 
殿 な っ た 小型 シャ ー レ に 幼虫 数 と 応じ て 5 ~10g Dae 
と と も に 入れ た の ち 20°C (CHL, BABS LITHIE: 


19584e 3 A aula 


非 休止 の 割合 を 調べ た 。 な お と り 出 され た 幼虫 の 1 部 を 
0 2 アル コー ル で 殺し , IRS REL TC SHS MEL 
た 。 以 上 の 結果 は 第 3 表 の と お り で ある 。 
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べ ,・ 幼 虫 の 測定 を まとめ て 行い , 1 頭 当 り の 平均 値 を 出 
Ufo BME EER AU, BERRIES 105°C CHI 
間 以 上 行っ た 。 2 個 の シャ ー レ は 30°C で 16 日 以後 の 


yi) 


Ge 3H 30°C で 一 定期 間 生長 し た 幼虫 を 20°C ICBLEBA, 30°C で 
達し た 体 重 と 20°C 移行 後 の 休 止 の 有無 


30°C 
ea et ete. kU en onl ae ge RE gy IG agar meee 
| oh Mae | 3 18 2 8B 
Saye ise A ee | tO NS gh 2 
非 休止 個体 数 | 0 en he 
| Skike Gs) | 0 18.2 16.6 33.3 
幼虫 個体 数 1 10 | 4 EM A 
23 日 間 | TE tk ¥ 0 OP a) OE 
非 休 止 個体 数 0 i 
Se Pei we. Ces) 0 25.0 66.6 66.6 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 


| 


と の 結果 で は , 両 区 と も 体重 が 重い る の ほど 非 休止 の 
DBA. 23 日 区 で 7 mg 以上 た 達し た る の は すべ て 
FER IL CHUEL TUS atc, 18 日 区 で は 1mg の も % の で 
る すでに 非 休止 個体 と な る も の が 生じ て いる 。 こ の 結果 
> ら 両 区 と も に それ ぞ れ の 区 内 で は 体重 が 重い る の ほど 
非 休止 個体 と な る も る の が 多い と いえ る 。 し か し , 両方 の 
度 の 個体 を 一 緒 に する と , 体重 の 絶対 値 さ え 大 きけ れ ば 
非 休止 個体 と な る 割合 が 大 きい と は いえ な い 。 体重 の 絶 
府 値 より る むしろ 30°C に お ける 同じ 経過 日 数 内 で 発育 
の は より 進ん で いる も の , すなわち 発育 速度 の 速い も の が 
非 休止 個体 と な りや す パ さく, 発育 が お そい も の が 休止 し や 
Bios 5ITHASQ 
| ie COBSOMMBOMEITLS&, 18 日 区 は 大 部 分 
共和 4 令 幼 中 で 残り は 3 令 幼 虫 , BARKERS See 
ああ ④ っ 7 に <。 し た が っ て 少な バ く と る も 30°C CO4ABSO BMH 
の を そ を れ ぞ れ に は , 20°C に 移 き ぶれ た と き 休 止 お よび 非 休 
ILOZAS RIT7SS 6A の が 両方 と も 含ま れ て いる と いえ を 
Do 

休止 に 伴う 幼虫 の 諸 形 質 の 変化 

1) AH, 含水 量 , BWBOAIE: 休止 幼虫 は 非 休 
ERICH NT 肥大 し て 大 型 と な り 黄色 味 を 増し て い 
放 放 この 肥大 は 終 令 GHOST) 幼虫 期 た 急激 に 起 る も 
OC, FER LORS Cit COR MSAAILAG NE 
WD, COIRMMADICAICH 5 IR, 含水 量 , Bote 
の 変化 を 調べ た 。 

15g の ぬか と 50 個 の 卵 を 入れ た 大 型 シ ャ ー レ 8 個 を 
用い W6 fz 30°C で 16 日 経過 させ た の ち , 休止 に 
6 の に の に 20°C に 移し , WHO, 5, 10, 20, 40, 
80 旧 目 に 各 1 個 ず つの 内 容 を RHEL, HLOA Med 


j 


| 


測定 に 供し た 。 結 果 は 第 4 表 の と ぉ り で ある 。 


BAR B30°CIGHRBEY 20°C kc 移し た 
場合 の 幼虫 個体 群 の 生体 重 , 含 水量, 8 
DEOL, BELO 8302@ の ぞ れ どの 
比較 (1 頭 当 り の 量 ) 


経過 20 (Crise BOC, Ie 

Kr Al) 定 3 | GS a S| A c= 測 定 生 体 | He, ep ren 7k 

FP) oso, EUR MERCI AK Be gs ae ae e 
mg | mg % | | 

0 139. | 8.3) 0.8 |-75.8 | 30 3.3) ORES 

2 | 35 |6.0 1.7,71.3 

3c) | 37 8.1 2766.7 

Bi 2071) OO 2.9 1.68.2 | 

10 | 935 | 15.5 | 6.3 | 59.6 HW Sh OS 

20 | 40.|15.7| 7.01 55.3 oe ae) 

40 | 19 | 15:0 | 7.3 | 55.3 9.0| 2.9/67.3 

80 | 40 14.1] 6.0 | 57.0 | | 


と これ に よる と , MRHOFBEABIL, 30°C C16 日 
経過 し た の ち 20°C に 移 き れ て で 10~20 日 た つと すでに 
最高 に 達する が , と これ は 30°C COFERILGABDRITH 
べ る と 非常 と 重い 。 ま た 休止 個体 で も 80 日 区 で は 一 部 
虹 化 し て いる も の が 認め られ た が , この 時 期 の 幼虫 辞 の 
平均 生体 重 は 最高 時 10 マ 20 日 で 比べ て や や 減少 選 で 
いる 前 含水 量 は 生体 重 と 全く 反対 の 傾向 を 示 510 マ 20 
日 に わた り 急 に 減少 し て お おり, 80 日 目 に は 10~20 AA 
より や や 増加 し て いる 。 し た が っ て 東 燥 重量 は 生体 重 に 
似 た 推移 を 示す カ が, むしろ それ 以上 と は っ きり し た 変化 
を 示し て いる 。 な お 生体 重 が 大 きい 区 は 散 燥 に 際 し て 脂 
肪 が 容器 内 に 著しく と け 出 る の で , 休止 個体 は 脂肪 含量 
が 多い と こと は ほぼ 確実 で ある 。 : 
2) 30°C で の 羽化 の 状態 : 1 の 実験 と 同時 に 同様 の 
方 法 で , た だ 各区 は ぬか 30g に 卵 100 個 を 供し 所 定 日 数 


20 


ど と に 30°C 区 に 移し , WILOUDRERNK. RIT 
2 図 の と ぉ お り で あぁ る 。 ま た の ち に 卵 50 個 に ぬか 15g を 


oO nN 


: 3 
30°C に も EX NT HH OMIM DS 


休眠 個体 群 が 20°C で 経過 し た 日 数 と 


筑 2 図 


30°C に も どき され て か ら の 羽化 の 状態 


供し 同様 の 実験 を くり か え し た が , 全く 同じ 傾向 が 認め 
UE 

すなわち ぢ , 30°C C16 日 経過 し 20°C に 移さ れ て か ら 
5 日 目 に 30°C に る ど さ れ た も の は , それ 以後 10~16 日 
まで に 大 部 分 が 羽化 し て し まう 。10 日 目 の 区 は や や お 
れ て 10~22 日 で 大 部 分 が 羽化 し , 20 日 区 で は 10 AK 
ERBIWOD, PULOMDB PPLE ( F5TWS, TCO 
区 で は 30°C に る も ど さ れ て か ら BABI 1 雄 が 羽化 し て 
いる が , これ は 実験 を は や め る た め に 30°C で 16 AK 
過 き させ て いる うち に , す で に 非 休止 個体 と な っ た る の で 
それ が 20°C 20 BHO 5 BITHIEL TLE ob OCH 
る 。 こ れ と 同じ 経過 を と っ た 個体 は 40 AX, 80 ARI 
も あり , それ ら は 20°C で 経過 中 に 羽化 し て し まっ た の 
の る ER UKs TO AR, 108 


HAI Aw B® 


act 


mts 


ae be 2% 81s 
区 の それ ぞ れ に も 同じ 経過 の も の が 混 じ て いた と 考え ら 
れる が , どさくさ 少数 で ある か ら 羽 化 曲 線 は 一 応 休止 個体 の 
傾向 と みて よい と 思う 。 さ て | 407 日 区 で は 羽化 が 
おく れる 個体 が な られ る よう に な り , COA 
小型 で あっ た 。80 日 区 で は 羽化 の お 《 れる 休 体 が 
み ら れ る と と は 40 日 区 と 同様 で ある が , 一 方 30°C 
に も る もど され た 翌日 か ら 羽化 する 個体 る 認め らち られ 
る 。 こ と れ は 休止 個 体 の 一 部 が 20°C CH CIT HUE 
TO OR 

要する に 休止 個体 は ぞ の 初期 と 後期 で は 30°C 
ThHeEaMKEROWME CK) の 仕方 が や 
や 異な る が , と に か く 30°C Clem (EA IED? 了 
まま の で お る 
3) 耐寒 性 の 獲得 : 


Sie 15g の ぬか と と も に 入れ た 小型 シャ ー レ 2 fl 


% 30°C で 113 日 経過 させ た だ もの, お よび 30"C で 


老 就 し た 非 休 止 幼虫 10 頭 を ぬか と と も に 小型 シ 
ャ ー レ に 入れ て 冬期 の 室外 の 箱 で 5~10°C の 
"257 回 間 活 週 さ で ICM IESR 
一 方 , 休 目 個体 は と この よう な 自然 条件 下 で 数 カ月 間 超 
存 し で いる さよ う で ある 々 る が, 筆者 の 実験 で 2 方 Ha 
の よう な 条件 下 に お か れ て も 死 
Se 


20°C に お ける 羽化 

1) 非 休止 個体 の 羽化 : 30°C で あぁ 
i RN CHILL CU 
うた め 羽 化 も $ 早 く 起 っ て ぐる 。 と この て と は 人 策 エ 図 お まま び ポ 
bn SA 

2) 休止 個体 の 羽化 : 休止 個体 の 肥大 に つぐ で 
映 化 限 止 は さき の 実験 で 明らか で ある が (第 4 表 ), 
が て 政 化 が 認め られ る こと こと も その 実験 で うか が われ た 。 
そ ど ご で さら に 長期 間 1202C で 保 計 た 場合 で る いで 調 る 3 


= 


5 Ze 休止 個体 の 羽化 を 20°C で 行わ せる た め の 実 験 処理 お よび 結果 (第 3 図 参照) 
a Bi 第 3 図 | 。 途中 の と り : 
= 度 処 理 ee swetlvaim at (PDE) sy te ae | fC 
20°C で «& ts | A 50 個 /15g eS 3258 3293 | 36% 
1 | 100 /30 (=) 68 es | abay 
” | 100 /30 (20) 45 65 35 
i | 50 /15 ( 6) 26 $2) 7. | 
20°C で 63 日 , 次 に 10°Cic30 日 間 ふ た た び 20°C へ |_B 50/15 ES i 
7 0 / C | 100 /30 (21) 45 66 34 
20°C © 65 B, ric 30°C ~ | 50 Vib UR 34 34 32 
30°C で 終始 | 50 Mi UBaehe tee) 27 29 40 i 


長期 間 の 
Boa 


tee 
16°C 以下 で は 解 化 せ ず に 死亡 し た 。 また 30 D= 


条件 f 


CHRIS LA ERLE 


る 程度 以上 生長 つ 


195848 3 月 


また 途中 で 一 定期 間 8 ~10°C の 低温 と ぶれ させ て ふた 
た び 20°C に も ど し た 場合 に つい て も 調べ た 。 と の 場合 
も $ 遇 化 を 直接 観察 せ ず に 羽化 の 状態 を みた 。 と の 実験 は 
採卵 後 た だ ち に 20°C で 経過 させ た る も ので, 大型 シャ ー 
VEHO, 一 部 は 幼虫 の 生長 の 程度 を みる た め に 符 び ん 
を さして こん で ぬか と と も に 幼虫 を と り 出 し て 調べ た 。 各 
ジャ ー レ の 処理 お よび 羽化 虫 数 は 第 5 RO L250 CHS 
と の 結果 を みる と , 20°C 区 で は 卵 投入 後 40 日 で ほとん 
ど 全 部 の 個体 が 5 令 と な っ て いて , 50 日 目 に は 大 部 分 が 
KIEDHOR RE RL EKA), 結局 全 個体 が 休止 
個体 と な っ た 。 各 処理 に よる 羽化 の 状態 は ほぼ 同様 で あ 
うた か ら , ジ シャー レ A, B, C の み 代 表 と し て 示す と 第 
3 図 の と お ぉ お り で ある 。 第 5 表 , 第 3 図 か ら 次 の と と が 認 


第 3 図 休止 個体 妖 の 20°C で の 羽化 状態 , 


特に 低温 処理 の 影響 ( 策 5 表 参 照 ) 
め ら れる 。 
20°C で 終始 し た 場合 : 休止 個体 は 20°C で も る 結局 は 下 
化 を は し じ し め , きわ め て 不 規 則 に 長期 間 に わ た っ て 羽化 が 
(実は 映 化 が ) 行わ れる 。 し か し , と の 間 に 死 亡 率 が 特 
に 増大 する こと は な い 。 この 実験 で は , 最初 の 羽化 が 130 
目 目 で ある が , 他 の くり かえ し で は 80~90 日 目 か や ら は 
じ ま る 場合 も 多かっ た 。 
8~10°C に 定期 間 ふ れ さ せ た 場 合 : 20°C で 休止 個 
| 体 と な っ た も の を , 一 定期 間 8~10°C の 温度 で 経過 さ 
at, ふた た び 20°C に も ETE Mas (Hirata) 早 
期 か つ 整 一 に 行わ れる 。 この 傾向 は 8 10°C に お か れ 
SH lA ALO2AAOISIDMRSCH ait. 8 一 
10°C で は 遇 化 は 認め らち ら れず, また こと の 処理 に より 死亡 
率 が 特に 増大 する と こと は な い 。 


考 bas 


低温 で 休止 個体 の 生ずる 機構 JY 237 HOSA 
下 に 現われ る 休止 個体 は , 異常 に 肥大 し て 形態 的 に も 非 
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休止 個体 の 老 熟 幼虫 と 区 別 さ れ , し か も その 初期 の 餌 か 
ら 出 て は いま わる 行動 に よっ て 特徴 づけ られ る が , と の 
休止 は , 個体 の 発育 途中 の 温度 条件 に より , Sep byw 
育 前 期 を 高温 で (と の 場合 30°C で ) 後期 に 温度 を や や 
低下 させ て (22°C, 20°C) 飼育 する と と に よっ て 生じ 
させ る ど と と が で きる 。 


Pe 


DEEBRU CUE si RitHL CAMRY. TO 
場合 20°C 6 é BALI HISHER UL UC, HED 
害 も な く 早 《 く 羽化 し て し まう 。 こ と の 生長 の 程度 は 4 令 か 
ら 5 令 当っ て いる 。 と の こと と は , と の 休止 現象 が 幼 忠 
の 生長 に 伴う 生理 的 な 臨界 現象 と 関係 が ある と と を 示し 
OI の C2 

高温 で 得 ら れる 卵 和 お よび 若い 幼虫 は , 温度 が 22°C, 
20°C まで 低下 し て る 終 令 まで は 異常 な くす 生長 する が ) 
老 熟 し て 休止 個体 と な り , COUWROEERT Bb we 
は 長期 間 隠 止 さ れる 。 そ の まま の 条件 が 続け ば きわ めで 
不 整 一 な 遇 化 が お と こり, し た が っ て 羽化 % 不 整 一 と な る 
が 死亡 率 は 増加 し な い 。 

と の と と は , 自然 条件 下 で は 秋 の 温 慶 低下 に 伴っ て お 
と る と と が 予想 され , 冬期 の 寒冷 て 先だって 必ず 存在 す 
る 中 間 的 な 温度 条件 下 で , 早く 休止 個体 と な っ た も る の は 
その まま 発育 の 足 ぶ み 状 態 と な る が , 若い 幼虫 は その 条 
件 下 で る 依然 生長 を 続け て と れ に 追い つき , 個体 群 の 大 
部 分 が 休止 個体 と な り , や が て 冬期 の 寒冷 に きら され る 
に お ぉ よび, 休 正 個体 以外 の る の は 耐 案 性 が 少な いた め に 
死亡 する と と も 加わ っ て , 実際 に 自然 環境 で 観察 され る 
ノシ ジ シメ コグ ク ガ の 越冬 態 が , (LEA EZAMHITD FH 
る 原因 と な る も の と 考え られ る 。 

と の 現象 は 自然 環境 で の 越冬 態 が 特定 の も の に 限ら ちら れ 
る すべ て の 昆虫 に 期待 で きる が , 事実 , 休眠 (越冬 で は 
な くう) BRIBES, その 休眠 が 種 に よっ て お ぉ お の お の 
PE SI AF-—VICHRML THO, CO “ARR” BE 
り も な お さき さ ず “越冬 態 " と な る の が 通例 で ある (AnpRE- 
WARTHA, 1952)。 

IRB EL COMER ノシ ジヌ コク ガ の 個体 
群 が 越 冬 に 先だって , あぁ る 一 定 の 生理 的 特性 を 持っ て い 
る と いう こと と は , 一 般 と 越冬 尼 虫 の 休眠 に 見 られ る 特徴 
的 な 現象 一 致し て いる 。 さ ら に , 休止 の 生起 が 温度 の 
低下 による と いう こと と は , 環境 の 変動 に 反応 し て 生ずる 
いわ ゆる facultative な 休眠 の ある も の と , その 生起 の 
メカ ニズム に 共通 の る の の ある こと を 思わ せる 。 © 

その ほか, 休眠 現象 に 関し て すでに 一 般 に 認め られ る 
ITB 5X OR 


He 


} 


(ANDREWARTHA, 1952; Anrprg- 
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warTHA & Birou, 1954; Lezs, 1955) と 比較 し た 場 
4, 多く の 点 で 共通 人 性 を 認め うる 。 

すなわち , JVAATVHOKLBDROLKAB, HRB 
量 , 脂肪 量 の 増加 , 含水 量 の 減少 , ぉ お よび その 後 の 量 的 
変化 は 一 般 の 幼虫 休眠 で 認め られ た も の と 一 致す る (第 
4 表 )。 

また 一 般 に 休眠 状態 の 慣 虫 は , RIG COMOAWRE 
に 対す る 抵抗 力 が 非常 に 強い が , と この 点 る も る ノシ ジ シメ コク ガ 
の 休止 幼虫 の 面 守 性 と よく 一 致す る (第 2 表 お よび 幼虫 
形質 の 変化 3 )。 ) 

休眠 状態 に ある 尼 虫 は その まま で は 次 の ステ ー ジ へ の 
発育 が 困難 で , で き て も 不 整 一 に 行わ れ , 高い 死亡 率 を 
示す て こと が 多い と され て いる が , ノシ ジ シメ コク ガガガ の 休止 幼 
虫 は , 20°C, 22°C CicWkdsp7sOR. Hukan, wf 
化 が 起 っ て も 非常 に 不 整 一 に な り 長 びく と こと は で ご で れ と は 
(XS SAI CH SDS, 死亡 率 が 増加 し な い 点 は 相当 
に 特徴 的 で ある (第 5 表 お よび 策 3 図 )。 

さら に “休眠 態 " が “越冬 態 " と な る 場合 は , 越冬 に 
さい で 7 他 の ステ テン で は 発育 や さき ば 生存 さえ で 
き な い よう な 低温 を 経験 する が , それ に 耐え る こと は も 
BAA, その こと と 自体 が 休眠 状態 か ら 次 の ステ ー ジ へ の 
発育 すなわち 休眠 の 解除 を 決定 的 に 促進 し , 経過 を る 整 
SE ES AVI EINE 
お ぉ いて る も その 休止 個体 群 に 耐寒 性 が 見 られ , 低温 で 経過 
L, ふた た び 20°C に も る ど さ れ た 場合 の 羽化 が 整 一 に な 
る と いう こと こと が あり 上 述 の 事実 て に よく 一 致す る ( 策 5 RK, 
第 3 図 )。 

一 方 , ノシ メ コ ク ガ の 場合 の 特殊 性 は 次 の 現象 に 最も 
大 きく 現れ て いる 。 すなわち , 普通 “休眠 に 入っ た ば 
か り の 昆虫 は , 十分 な 低温 に ふれ る 前 に 適温 以上 の 温度 
に も ど さ れ て も 正常 か や つ 整 一 な 経過 を 示さ な い が , TY 
メ コ ク ガ に この 性 質 に 似 た る の を 期待 で きる の は 22°C 
と 25°C の 間 の ある 限界 温度 以下 に お いて の み で あっ て , 
た と え を 休止 個体 で あっ て も , どの 時 期 で も より 高い 温度 
に も ど せ ば , 冬期 の 低温 の 有無 に か か わら ず た だ ち に 次 
の ス え ステー ジ へ の 急速 な 発育 が 再開 され る の で あぁ る ( 策 2 
BD). 

Loeb, と この よう に 高温 と る ど せ ば た だ ち に 発育 を 再 
開 す る よう な 場合 は , 従来 それ より 以上 の 研究 の 対象 と 
さる OE が な 多き な S76 3 ある まま 22 休 の 多分 
ー ジ も 一 定 で な く 低 温 に よっ て 一 時 的 な 休止 の な を 行う 
よう な 場合 (種類 ) に つい て の 検討 は ほとん な ん ど な いさ まう 3 
CH4_ 

と の 意味 で , ノシ メ コ ク ガ の 老 就 幼虫 て に み ら れ る 休 正 


. 
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は , 全く 《 の 非 休眠 型 を 含む 発育 休止 の 問題 の 中 で , 休眠 


; 


HD GLROGBAONBAS, 実際 に は か な り 共 通し た 点 


BSL} oTOSTCERBRULTTOSEIITBDNS. 
Dig, b&b, ノシ ジ シメ コグ ク グ ガ の 休止 は 休眠 その も る の の 一 型 


HCH oT, 同様 の 休眠 型式 を も つ 上 昆虫 は ほか に も 多い 


の で は な いか と 考え られ る 。 
摘 we 
ノシ ジ シメ コク ガ の 老 就 幼虫 の 越冬 に 伴う 発育 休止 を 実験 


上 秘 に 研究 し た 。 米 ぬか を 餌 と し て 実験 条件 下 で 飼育 し 


ノシ ジ シメ コク ガ の 老 就 幼虫 は , 温度 条件 に より 休止 する 場 
合 と し な い 場 合 が あり , 発育 初期 は 高温 , 発育 後期 は 中 


間 的 な 温度 で 飼育 する と 終 令 に お いて 休止 する 。 し か 区 


2) 


4~5 令 まで 高温 で 飼育 し た も る の は 中 間 温 度 に 移さ きれ で 


f 
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休止 個体 は 非 休止 個体 と 形態 的 に る 生理 的 に も る 明らか 

に 異な っ た も の と な り , 体型 ht, BAB, Be, 
発育 の 進み 方 , 耐 扶 人 性 な ど に お いて 両者 は 著しい 差異 を 
ANS (第 1 表 )。 


と れ に よる と , ノシ メ コ ク ガ の 休止 幼虫 は 高温 で は 遇 し 


Hi 


a 
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{CBELIRAS SBR _EFECEL ZEUS, FATE BE DI Cle “RAR” 
と よさ く 似 た 特徴 を 示す 。 HAKILDAT— VBE oT 
いる こと, 体重 , 含水 量 の 変化 も また 休眠 の 一 般 的 性 質 間 


ERIS eo COCEDE, JY LSAT HIM 


に よる 発育 の 一 時 的 休止 で は な い 特 別 な 型式 の 休眠 を 行 
うと 考え られ る 。 こ の 型式 の 休眠 を 行う 昆虫 は 他 に る も る あ 
る の で は な い だ ろ うぅ か 。 


Bl Fe SCR 


ANDREWARTHA, H.G. (1952) Biol. Rev. 27: 50~107. 

ANDREWARTHA, H.G. and L. C. Brron (1954) The 
distribution and abundance of Animals. 782pp. 

Hamu, J.C. ef al. (19381) U.S.D.A. Tech. Bull. 
242, 26pp. 

Lees, A.D. (1955) The physiology of diapause in 
Arthropods. 151pp. 

三宅 利雄 (1932) 昆虫 6: 20~36, 47~65. 

Hi Zh (1939) 朝鮮 農 試 薬 報 11: 39~73, 


195842 3 月 


it: 


ノシ メ コ ク が の 休眠 に 関す る 研究 


Summary 


Studies on the Diapause of the Indian-meal Moth, 


Plodia interpunctella HUBNER I. The Influence of Temperature 


on the Diapause, and the Type of Diapause 


By Hideakira Tsu 


Entomological Laboratory, Kyoto University 


Investigations have been made on the arrested 


development of fully grown larvae of the Indian- 
meal moth, Plodia interpunctella HUBNER under 


the controlled temperature conditions in the labo- 


ratory using rice bran as the food of the larvae. 


The onset of arrest in this species is governed 


by the temperature conditions. 


When they were 


reared at 30°C from their parental stage up to 


the egg stage, the Ist, 2nd and 3rd larval stages, 


and removed into 20°C respectively, 


all of them 


entered a state of arrested development at the 


fully grown stage. 


However, when the larvae were removed at the 


Non-arrested 


Arrested larvae 


Characters eens 
Body form ‘Not so much fat ーー fat- 
Body colour Rather pale Yellowish coloured 


Body weight 
Water content 


Behaviour 


Rate of develop-) 


ment at the young 
larval stages 


Pupation at 30°C 


the tempera- J 
ture of 20°C 


Resistance to the 


temperature of 5~ 
10°C 


Light (9mg) 
Much (67% 


Usually do, not 
wander out of 
the food 


Fast 


Not interrupted 
Not interrupted 


Can not live 


Heavy (16mg) 
Little (55%) 


Wander out of the 
food 


Slow 


| 
Not interrupted 
Interrupted for a 
long period 


Can live and are 
accelerated to pu- 
pate when return- 
ing to 20°C 


4th and 5th 


entered an arrested state at the fully grown stage, 


instar stages, some or no larvae 
and the larvee which have no resting stage pupated 
promptly even under the temperature condition of 
20°C and produced adults. 

The arrested lervae are not completely inactive, 
but differ from the non-arrested larvae not only 
in physiological but also in morphological and be- 
havioristic characters as shown in the table. 

When the arrested larvae are removed from 20°C 
to the high (30°C) temperature condition they 
pupate promptly without any interruptions. 

The arrested lervee, however, show the charac- 
teristics, just like “ diapause ” insects, such as the 
interruption of pupation at about 20°C, the strong 
resistance to cold, the chilling effect of 5~10°C 
conditions upon the pupation at 20°C. 

It is also one of the features of the “ diapause ” 
that the stage of arrest is characteristic of the 
species. In adition to this, the changes of the body 
weight and the water content of the arrested 
larvae at about 20°C resemble those which are 
observed in the “ diapause” larvae of insects. 

In view of the results described above it can be 
suggested that the larval hibernation of the Indian- 


« 


meal moth is not the “ quiescence” owing to low 
temperature but one of the types of “ diapause ”. 
This type of diapause can be expected to exist 


among other insects. 
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HA tH Kee OA 昭 
農林 省 北 陸 農 業 試験 場 虫 害 研究 室 


タダ イズ の 食 葉 性 害虫 の な か で , BKEKLUTOAS 
知ら れ て いる ウコン ノメイガ Sylepta ruralis ScorOLI 
に に ついては, 地帯 別 分 布 状 況 (桑山 , 1926, 1953) な ら 
びに 対策 の 一 般 的 記述 (田村 , 1929, 1952, 1955; 湯浅 
1930) な ど は み ら れ て も , その 生態 に 関す る 究明 に は , 
6 ペペ SO ON 
著者 ら は 新潟 県 高田 市 の 北陸 上 農業 試験 場 画 場 に な いて 研 


究 を 行い , 若干 の 資料 (北陸 上 農 試 。 1953, 1954) が 得 ら 
HCO NC SE OS 


と 1954 年 の 成績 を 主 と し , 防除 を 主眼 と し た 主要 経過 の 
追跡 を 研究 対象 と し た の で , 純生 物 学 的 場面 に まで 和 触 れ 
る で と は で さき なか ララ た が 穫 応 用 対策 下 の 参 才 の の で い 7< 
だ けれ ば 和幸 基 で ある 。 


成虫 発生 お よび 卵 塊 数 の 消長 
当 場 内 の 畑地 区 に 近接 し た 水田 貴 畔 に < に , =A AANA 
殺 と 共通 に 60W 電球 を 光源 と する 湿式 誘 役 灯 を 設置 し , 
7 月 より 8 月 上 旬 に わた る 間 , A BIA KB Ree EE ANIC 
調査 し , さら に , 畑地 に お いて 有 5 月 本 日 播 ( 早 播 ) を 
し た ダイ ズ 品 種 奥 羽 13 号 に つき 6 月 下旬 か ら 8 ALA 
に わた る 間 , 卵 塊 の 消長 を 調べ た 。 卵 尋 数 調査 は あら か 
じ し め 選定 し た 20 株 に つい て 株 ど と に 調査 ずみ 卵 塊 を と 
HiT UBD SARL. COE DICL CHS iE 
は 第 1 図 の と お り で ある 。 
すなわち , 成 下 誘 殺 数 を みる と , 1953 年 に 比べ て 1954 
FEF は は な は だ 少数 で あぁ っ た が , と これ は 同年 が 冷害 年 に あ 
NIS NT UI TERI EIN 
る ご 人 月 上 銘 で お いで 8 すでに が な が な 09 の 事 数 が か ぞ 
ええ られ, その 後 し だ い に ふ えて 7 月 中 旬 に 最高 飛来 期 が 
AGM, 下旬 に 向かっ て 急減 し , その 後 は と りあ ぁ あげ る は ほ 
どの 数 を 示し て いな い 。 こ れ の 性 比 C と つい て は , 初期 は 
績 較 的 低位 で ある が 新 次 高位 へ 上 昇 を た どり 後期 に お い 
て や や 高く その 人 後 は 飛来 終期 向かっ て 減少 し て いさ! 


Hy 


(1957 年 9 月 30 日 受領 ) 


る 2116 SO 20 は 016 Sis 62022 oa eG oom nun 
VI 
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第 1 図 GMT IC KAM HAMM EOZ OVE 
DBREMBICEY HEN SHMOWE 
各 数 値 は 5 AACE OB 
よう に 見 られ る が , この 傾向 は 特に 明瞭 な る の と は い 
な いよ う で ある 。 一 方 , ダイ ズ 賠 場 で の 卵 塊 数 は 飛来 成 
忠 の 増加 を みる 7 月 中 旬 に 入る と ころ か ら 急 激 に 増加 し , 
その 変動 に は 多少 の 増減 は ある に し て も , 同月 いっ ざい 
に わた っ て 相当 の 卵 塊 数 を 記録 し て いる 。 卵 塊 数 の 消長 
を 傾向 的 に 推 知 すれ ば , その 最盛 期 は 飛来 成 皿 数 の 最 犬 
(CT SCAE-MUTWHS44ODEIC, EOBIAA 
列 に 相当 な 変動 は ある が 新 次 減少 を た どる る の の よう ご 
み ら れ る 。 


卵 塊 数 の 園内 分 布 と 1 INSEAD INF 


ダイ ズ に た いす る 被害 発現 の 直接 的 な 出発 点 と し て 対 


( 24 ) 
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0 VII. 7.------ 
904 1953 VII .11. 


VII .21 . meer 


1 株 の 卵 塊 数 
2 7 Ad, er a.G7, 11, 218) 
に お ける 株 別 卵 塊 数 の 頻度 分 布 曲線 
象 と な る の は 株 当り 卵 塊 数 と その 分 布 で ある が , と これ に 
つい て 時 期 別 調査 を 行 っ た 結果 は 策 2 図 に みな られ る 。 
S7sbb, THEA C7A) Citke4 5 INHERIT BY 
FCs oo tPawss, fay (11 日 ) に な る と 1 株 12 
卵 塊 を 数 える る も の も 出 て 総体 的 に 株 当り 卵 塊 数 が ふえ て 
WS, CAPA (21 日 ) に な る と 無 卵 塊 株 は 極端 に 減 
っ て 多 卵 塊 株 が ふえ , 1 株 24 卵 塊 を 数 える も の も み ら 
ルル ら (は うし た だ た 卵 塊 は 1 葉 当 0 どん な 分 布 
を 示す か と いう と , 第 3 図 か ら み られ る よう に , 単葉 あ 
た 01 卵 塊 が 最 る 多く, 23 卵 塊 を も つも る の も それ に 
で 多い が 7 4 卵 塊 以上 た な る と きわ めで 少なく な る 
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よう で ある 。 もっとも, 最高 14 卵 塊 を も つ 単 葉 $ あ っ 
た か ら 条 件 に じ に よっ て は 単葉 当り 卵 塊 数 の か な り ふ える 場 
合 も 考 必 られ る が , LOL, これ ら の 頻度 は そら“ 低 
いで あろ うか ら 傾 向 的 に は まず 3 卵 塊 が 最も 普通 と 想定 
し て 大 過 な いで あろ 3 。 

つき ぎ に 問 題 と な る の は 1 卵 塊 内 卵 粒 数 で ぁみ る 。 こ と これ の 
想定 は 第 4 図 か ちら で きよ うと 思う 。 

第 4 図 の 調査 は 両 年 と も 7 月 下旬 に 行っ た も の で あ 
る 。 ま ず 剛 場 よ り 採っ て きた 卵 塊 を 1 PMC Lt, 5% 
の 区 性 カリ 溶液 を 満た し た 時 計 皿 に と り , 42 了 時 間 放 置 し 


Oy eth Wize 


3B 塊 数 
1 卵 塊 内 卵 粒 数 の 頻度 分 布 曲線 
て 粘着 物 を 落 解 し 去っ て か ら 数 えた 。 こ と これ に よる と , 最 
る 多い の は 1~2 卵 を 令 か も る も ので, TN LORDS EB 
BES ALSA も DIE LIZINECY 7 759, HAITI 10 JB 
前 後 を る っ て 限度 と する も る もの の よう で ある 。 も っ こと も , 


oe A 


32 と の 図 に は 記入 し て な い が , 31 PeBetr 4 Os 1 卵 塊 
28 だ け あ っ た 。 し か し これ は , は な は だ 異例 的 な る の で あ 
Hi っ 4 る か ら 構 成 卵 数 の 想定 に 特 と と り 入 れる 必要 は な か ろう 
me ERR S . 
a 20 
4 16 性 比 を た は 誘 殺 数 に よる 印 塊 数 の 推察 
1 = で é, i 
: 以上 の 調査 か ら ISHAITOEE NS 4 Dts WRONG 
3 期 的 消長 を 推察 する と と で あろ う 。 こ と の 場面 と つい て 何 
“ ら か の 資料 を 得 よ うと し て 各 項 目 を 解析 的 取り扱い, 
Oa a a 13 14 15 相関 関係 を 求め て 吟味 し た と と ろ , 第 1 表 の よう な 結果 
1B 3 yO OR Sn が 得 ぁ られ た 。 す な わ ち , これ は 第 1 図 ヒ 示し た 基礎 資料 に 
第 3 図 1 単葉 当り 卵 塊 数 の 頻 慶 分 布 曲線 (1954) つい て 日 別 に 相関 を 求め に る の で ある が , 両 年 と る 日 別 
第 1 表 性 比 ま た は 誘 殺 数 と 画 塊 数 と の 相関 関係 
Pecos | 4 « & lerakus i F 栓 ot ee 
1 4 20 株 卵 塊 数 0.8144 | 53.07>F!,, (0.01) =7.68 y=1. 62x —83.15 
oh a ee / 0.7834 | 42.895F!,, (0.01)=7.68 y=60. 60-0." x 
Il ME Ny | 0.5392 7.08>F!,。 (0. 05) =4. 45 y=0.97x —52.95 
4 . a aie i ” —0.1321 0.32¢F',, (0.05) =4. 45 ae 
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性 比 注 目 す べき る の が あり 1953 年 で は 7 三 0:8144 を 
示し , 日 別 性 比 を x と すれ ば y=1. 62x —83. 15 の 直線 関 
係 が 成立 する 。1954 年 の 冷害 年 に と お いて さえ る 7=0.5392 
を 得 て y=0.97x—52.95 の 回 帰 方 程 式 が あたえ られ た 。 
と と ろ が , AMBRE Cis LAGS 1953 年 に 
は 7=0. 7834 の 関係 か ら y=60.60—0. 33x が 得 ら れ た 
が , 異常 年 1954 年 に は 全く 相関 関係 を 示し て いな い 。 

と れ ら の こと か ら 考 える と , ダ イズ 株 の 卵 塊 数 推察 は, 
まず 誘 殺 灯 を 利用 する と と が 可能 で ある が , CORB 
は 環境 的 な 年 次 変動 を 強く 受け る よう で ある か ら , 参考 
的 な 予備 資料 と し て 着目 する に と ど め , PLA, He 
TEL ( UBL Tas &, それ を 基礎 と し て 推察 を 競 て る とこ 

ERNE 


SN, sydzs kU HAO HAA 
卵 の 解 化 た よって, いよ いよ 加害 体 と し て の 幼虫 に 推 
移す る が , さら に ダイ ズ の 被害 から みる と 無 加害 体 と し 
COMICWOBITT 4b BBE REGS, bat, = 


3 ie “ios: SHR CR OSCE SE EEES) 


産卵 gy 期 画 | 
mae a Lee ae | 544 
pale 29. Sas Meo ND 

“i 13 15 3 | 186.2 

14 17 | 176.0 

15 32 | 32 5.0 

16 5 0 | 5014.6 

1954 47 SDE 47| 4.9 
18 4. 115 ~ 30 4.4 
=r 9° 32/113..37 3.1 1944.96 

Vil. 25 1 4 5 3.6 

27 | beard 5 3.8 

WW. 8 | 17 17 4.0 
1953 19° 5 5 3.0 
at | ie Pos 32 3.75 


第 2 巻 Ble 


か ら 採集 し た 卵 塊 を 直径 13cm の シャーレ に 入れ て 幼虫 
を 咽 化 させ , 一 部 は 個体 飼育 を 行い , 他 は 数 頭 ず つ に 分 
け て 最初 は 直径 9.5cm の シャ ー レ で , 成長 する に し 7 た 
が っ て 直径 13cm, 15cm の シャ ー レ で 飼 育 を 行っ た 。 
lvy 肉 供 試 幼虫 は 10 頭 や を こえ な いよ うに し た 。 
固体 飼育 と ついては, 毎日 8 時 30 分 お よび 17~19 時 の 
2 回 と 調査 し , 脱 度 帝 に よっ て 脱皮 を 確認 し た 。 集 団 飼 
育 と に つい て は 17~19 時 の 1 回 調査 と し , WELIZbO 
は 遇 化 晶 ど と に 分 け て 別 の シャ ー レ に 収容 し じ , 含 湿 脱脂 
綿 に よっ て 器 内 の 湿度 を 調節 し な が ら 飼 育 し た 。 性 別 は , 
と れ ら の 個体 が 羽化 し た その 時 に 分 別 し た だ 。 こ の ば さよ う で 
し て 得 ら れ た 結果 は 第 BR, 第 4 表 お よび 策 5 表 の と お 
り で ある 。 q 
すなわち , SME MMMLCBA WES CHS | 
DS, 調査 個体 の 総 平均 か や ら み れ ば は 雄 が 雌 よ りや や 短い よ 
うに も 見 られ る 。1953 年 に は 17 日 の 個体 が 最 る 多く, 
1954 年 に は 17~19 A OUMADSS WY, REBNTIE, も る ちろ] 
ん 有効 積算 温度 を 主 と す る 環境 要素 に よっ て 根本 人 的 な 支 7 
配 を 受け る べき で ある か ら , 単に 日 数 を も っ て 表現 する 1 
と と は 適当 で な い が , 一 応 17 日 か ら 19 日 あたり の 期 「 
間 を る つる の と 考え て お きた い 。 こ の 幼虫 は 6 令 を 経 財 
する こと こと が わか っ た が , その 各 令 期間 は 策 4 表 に みる と 
お り 6 令 だ けが 雌 に お いて や や 長い よう に 思わ れる ほか 
性 別 差異 は あみ まり は 号 き 09 し で むい な い 。 7 に 72 レ 7 総体 的 
に 3 令 は わずか に (1 日 ほど ) 短い よう に 思わ れる 8 D 
いで , HUIS 5 RITA GNS Ls 0 MEME ICH 
著 な 差 が ある と は 考え られ ず , 結局 9 日 前 後 の 個体 が 最 : 
も 多い よう で ある 9 OR, B4OKD, WLORRR 
か ら , 両 年 を 一 括 し て 線 合 的 な 平均 億 を 求め て みる と , 
第 6 表 の よう に な り , 卵 期間 は 4.8 日 , 幼虫 期間 は 雌 
18.0 日 で 雄 17.4 A, HAs 8.9 日 で 雄 9.1 昌 と 
* る か ら , 産卵 より 成虫 羽化 まで の 期間 は , 雌 が 31.7 


すず すず, これ ら の 各 期 間 を 知 ろ うと し た 。 卵 期間 は 策 2 表 に 
示し た と お り で ある が , と これ は , あら か じじ め 全 産 付 卵 塊 
を 完全 に 除去 し た ダイ ズ に つい て , 1 晩 の うち に 産み つ 
けら れ た 卵 塊 を ダイ ズ 葉 に つけ た まま 採集 し て 直径 10 
cm の ジ シャーレ に 収容 し , Me Ph cai 
aUsKLIZEDCHS_ CHIT と , 全般 的 傾向 と し て 
産卵 月 日 の お くれ る !【 ee We 《 く な る よう だ ど み られ 
る が , 最短 2 日 , 最長 7 日 の 間 に あ り , 産卵 最盛 期 に あ 
た る 7 月 中 旬 産 付 卵 で は 5 BAKES LATEWSL 
うに 思わ れる 。 

つき ぎ に , 幼 虫 ぉ よび 遇 期間 の 調査 と あたっ て は , 野外 


» HES 31.3 日 と 概算 され る 。 
SPBEBLO cin fea MI Ze Fe 

1952 年 まで の 観察 に お ぉ おい て, AATAsU FS 卵 塊 数 は 
晩生 種 新 4 号 に は 特に 多い よう に み ら れ , 品種 間 差 異 を 
も つの で は な いか と いう 疑問 が 浮 ん だ の で , とこ の 面 に つ 
いて 資料 を 得 よ うと し つぎ の 試験 を 行 っ た 。 

1953 年 に お ける 試験 早 , 中 , 晩生 各 品 種 を 混 し て 
14 品種 や を えらび, 5 月 1 日 播種 し て , 同月 18~19 Bic 
お いて , 2 太 x8 寸 の 1 本 立 と し て 移植 し た 。 各 品種 区 
は 2 坪 , 3 連 制 で ある 。 と れ の 調査 結果 は 第 7 Ric t 9 
まとめ た と ね り で ある 。 1 
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第 3 表 PEMMOBR ( 表 中 の 数 値 は 径 化し た 個体 数 ) 


幼 Ey 其 間 
性 | a | HLA 平均 
| | toy 4 dG 1) SR 19 R12 R21 2 a | (A) 
i | 
WwW. 19 2 4 6 18.3 
20 2 1 1 4 19.3 
21 6 2 1 9 18.0 
1954 22 2 1 2 1 6 18.2 
29 1 1 17.0 
Al 2 9 3 8 1 2 1 26 18.27 
oO 
9. 
W. 21 3 9 5 2 19 17.8 
23 1 i, 17.0 
24 5 3 1 9 17.6 
1953 26 1 22.0 
28 1 1 13.0 
at 1 20 5 3 6 2 1 31 17.68 
WM. 19 3 1 4 17.5 
20 1 2 1 4 19.8 
21 4 5 9 18.1 
1954 22 4 | 5 16.4 
計 4 i 2 6 2 1 22 17.91 
Wi. 21 2 8 1 11 17.0 
24 2 3 5 16.6 
1953 28 1 1 iY 
zt 1 4 11 if Y Hz 16.78 
BAK YPROZSHE ( 表 中 の 数 値 は 個体 数 ) 
| = %5 
令 Fi E 
1 日 28 348 4 日 5 日 ME EE 2 日 3 日 4 日 | #H 
4 2 3 2.6 1 2 Se | aa 
ae i 2 2 3.0 3 2 1 cee 
Bux 1 3 1 2.0 1 4 1 | 2.0 
A ff if 4 2 2 4 | ES 
5 A 4 1 ey) Z 3 2 3.2 
6 1 1 3 4.4 1 1 3 3.4 
避 の 結果 多 谷 詩 卵 塊 数 よっ て 統計 的 分析 する と 品 BOSH) と が 分 離さ れ て くる ( 策 9 表 )。 し か し この 
FERS 1 米 水 準 記 導ける 有意 差 を 示し て いる 。 た だ し , 2 品種 多 除 いた 他 の 12 品種 間 に る 5 錠 の 有意 差 を みた 
回 の 卵 塊 数 は 7 月 8 日 , 14 日 。22 日 耕 よび 29 日 の 4 期 。 が と の 辞 内 を さら に 細分 する こと は で き な か っ た (第 10 
CVA BBE BH > っ た 谷 計 数 で ある 。 よ っ て これ #)o そこ で こと これ ら の 結果 を 参照 し な が ら 卵 境 数 調査 の 
Lt, 勘案 を る 加え て 和 群 別 を 試 る と 


旬 4 分 し て 1 調査 期 と お ける 平均 卵 境 数 を 算出 し , その 
呼 考 舘 に よる 各 品 種 間 相互 の 有意 件 を 検討 し て みる と 第 
8S 吉 の よう な 成績 と な 9 り 新 4 号 は 最多 / これ に つぎ 赤 欧 , 
heb TBA, PRE, AMKM S610, 出来 過 , 
By 13 号 な ど 記 有意 的 な 多 卵 塊 を みち られ た こと と を 示し 
io そこ で , COPARZAV THRE LE OREOR 
区 検討 し よう と し て 計算 を 行っ た と とろ, Tukey の 
防 法 で よる と 新 4 号 (SABRE) CB (ジン モカ ブリ , 


2 基礎 と z 
. 745 I eH BA PRE, SMA I 
BH, 陸羽 27 5, K1S, 
V. BREZSLIT 
BZADNS. S56, SRBERANICROR, 開花 
と 卵 境 数 と の 関係 を な みる と , 7 月 上 旬 か ら 下 旬 に と に かけ 


= 
an 

| 
2 
8 


お そい る の ほど 政 境 数 は 増加 し , 8 月 中 , 
2 


4G 
CEES & OHA a TBO UWS KT, 


28 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 2 巻 Rls 
第 5 表 MOB ( 表 中 の 数 値 は 羽化 し た 個体 数 ) 
2 D 8 間 $ © #® # fi 
年 a) | IK A - ar 
| 6 of 8 9 10 | se es 9 10 Ti ees 
VI. 5 2 9.0 3 9.0 
7 1 3 ih 9.5 4 2 2 9.8 
9 4 9.0 8 9.0 
10 © | 2 9.0 
1954 12 1 1 9.0 
15 1 10.0 
| Ai 1 9.0 
2 1 1 12 9 9.26 15 2 2 9.32 
J : a ~ J 
Ww. 6 | 2 1 9.7 1 1 9.5 
7 3 5 i 8.8 2 5 1 8.9 
9 4 2 8.3 2 1 8.7 
10 | 5 1 9.2 : 2 8.7 
1953 Lays, 052 2 qi 7.4 
12- | 1 8.0 1 10.0 
177 | 1 10.0 
| 計 2 10 15 3 S60 95 8 4 8.94 
LE | i “24 NW } 
第 6 表 BHEMMOBMLZOLY 
as oh He D 期 間 (CH) 
ae am: E33 
12 3 4 56 6 7 8 9 10011 12 13 M8715 "16 47 ISRO oe 
卵 | 1 15 57113 37 3 4.8 
1 bl 12h era he See 
4h (- 18.0 
人 は le 85182 see (7d 
i {¢ eats te AO 8.9 
$ Bye 6s 2 9.1 
第 7 表 1953 年 に お ける 品種 別 生育 状況 と 卵 塊 数 ( 卵 塊 数 は 30 HRA AT) 
a 種 名 開花 期 | be 3 3H | Op Hh ee | a | 草 高 | 茎 長 | 全 工数 | 立体 指数 * 
2 8.25 | 162 49.2 45.7 31.3 25 47.4 
2k Rm ee | 4 24 72 40.7 37.2 22.8 16 26.5 
8 FG 原 10 22 62 46.5 42.2 29.1 29 yew 
4 & 目 12 9.2 139 65.1 58.0 41.4 30 95.6 
5 Se fe 1) Ss 12 10 138 85.2 76.8 50.6 47 217.8 
6. ee ah 16 10.6 | 192 90.6 83.9 56. 1 40 260.7 
7 2 2 13S 18 9. 23 194 85.5 79.3 53.1 40 199.3 
8 & w 27 s 20 10. 10 135 92.6 86.1 60.1 35 199. 2 
9 赤 HE 15 10 | 360 82.6 75.9 50.1 36 206. 2 
10 f+ & fa 24 24 298 96.0 89.5 66. 4 45 293.5 
Dl ikiige  4 es 26 12 528 76.6 12 50.1 49 212.9 
12 #8 白 28 sin el 325 86.6 79.5 60.8 45 206. 6 
13% Be 8.13 15 34 51.9 46.5 31.5 13 46.9 
Ce: a Se ee) 0 l6 123 78.5 (Oe 53.7 23 143.9 
* 立体 指数 と は 被 度 ?x 草 高 /100 三 立体 指数 で , 作物 の 生育 空間 的 指数 で ある 。 
Be x と すれ ば 7=0.5170, 草 高 を x と すれ ば r= SNS 


0.4692 が 求め られ る 。 し た が っ て , ウコン ノメイガ に 

る 産卵 は 品格 の 開花 期 が 産卵 最盛 期 と 合致 し た 場合 に 増 
IML, 個体 的 に は 工数 の 多い と と に よっ て 産卵 の 機会 を 
あたえ , この と と は 草 高 に よっ て も 支配 され る と 考え て 


1954 年 に お ける 試験 ラテ ン 方 格 法 を と り 入 れ , 各 品 
種 1 株 単位 の 混 栽 を 行っ た 。 品種 は 8 種 で , 4 月 28 日 
に 1 太 5 寸 角 に 1 粒 ず つ 播 種 し た 。 そ の 調査 結果 は 第 1 萌 
表 の と ぉ おり で ある 。 こ とれ に お いて も 新 4 号 は 最多 画 塊 で 
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mon I 2 oF & HF As 
mm 名 EE LOOT a a a 
‘i ot PAV AIEL) 42 Dre HE a 鉄砲 吉岡 is siz > FA Ea 陸羽 Kh Ba) arr, pe 
| # 4 #£/(13.16 | | | 
h OK #€ (10.93 | 2.23 
| 10.13 | 3.03 | 0.80 
| + 8 | 9.65] 3.51 |1.28 | 0.48 
foes i 7 | 9.31 | 3.85* 11.62 |0.82 | 0.34 
HOSE «CGH | 7.98 | 5.18* /2.95 |2.15 11.57. |1.33 
f #913] | 7.56 | 5.60** 3.37 |2.57 | 2.09 |1.75 | 0.42 
| & | 6.81 | 6.35** 4.12* 3.32 [2.84 | 2.50 | 1.17 | 0.75 
| Me 3927 =| 6.69 | 6.47** 4.24* 3.44 |2.96 | 2.62 | 1.29 | 0.87 | 0.12 
| KM 1 S| 6.62| 6.54** 4.31* |3.51 |3.03 | 2.69 | 1.36 | 0.94 | 0.19 | 0.07 
) 0 th 1) 6.39) 6.77% 4.54" 13.74 [3.26 [2.92 | 1.59] 1.17 | 0.42 | 0.30 | 0.23 
Ome a; | 4.58 | 8.58%" 6, 35%* 5. 55%* 5.07* | 4.73* | 3.40 | 2.98 | 2.23 | 2.11 | 2.04 | 1.81 
| a | 4.39 | 8.77** 6.54** 5.74* 5. 26%* 4.92* | 3.59 | 3.17 | 2.42 | 2.30 | 2.23 | 2.00 | 0.19 
i = # | 3.03 | 10.13% 7.90% 7. 10% 6.62** 6.29%" 4.05% 4.53* 3.78 | 3.66 | 3.59 | 3.06 | 1.55 | 1.36 
4 | 
Sd=0.05 : 3.85, 0.01 : 5.21 
BOF Tukey の 方 法 に よる 群 別 分 散 分 析 (A) 
要 Al 自由 度 | 偏差 平方 和 | 平均 平方 和 F 
全 体 40 432.7576 
12 BERN Gr 4, BRERS) 11 144.2177 13.1107 2.505* FH (3°20) 
HS, 9 4: Be: : その 他 の 品種 2 146. 3974 73.1987 13.9872 (2-23) 
Pee gee ht? ea 2 11.3177 5. 6589 
a2 = 25 130. 8248 5. 2330 
第 10 表 Tukey OHRCLSMMAKSH CB) 
要 因 自由 度 | 偏差 平方 和 | 平均 平方 和 | F 
4 40 432.7576 
Ri, 4: Hawk: Ge, $B 中 鉄砲 , 吉岡 ): tok 2.76 
Ci HOB. 13, A, BEDT. te 1。 菊地) * GRE, GED 4 280.3547 | 70.0887 | 13.3935 es vip 13) 
BA CASE, EL, ete, aI HL) 3 4.4250 1.4750 
BA (Sea, #1 , BE 27, 館 1, 菊地 う 5 5.7851 1.1570 
HA (kKRma ys, a Tj} 0:0502 0. 0504 
ma ee 7) Qe | \-4e3177% | 0 5.6589 
a2 oe 25 130.8247 5. 2330 


11% 1954 年 と お ける 品種 別 卵 塊 数 , 生育 な ら 
OD BS NS all 


4 卵 塊 | | 立体 | 幼虫 | 被害 
no 種 GZ 数 草丈 | 草 高 Ea 指数 | 数 工数 
新 4 © | 37632.6 26.8| 6.5 7.7 163.91 638| 237 
赤 #¢ | 20729.3 24.8| 7.2h 7.7| 146. 9 307 110 
BJ 13 号 116 29.3 26.0 6.6 7.0 123.9 125 43 
a 4 |10329.7 25.4| 6.0 7.3, 92.8 189 112 
6 # | 47\22.4|19.4| 5.1) 6.9, 66.6, 129, 67 
wm 3x 38 | 3628.1/24.7) 7.0 7.7) 104. 7 105 42 
A 原 | 17|19.6|17.4| 5.6 7.1) 40.9, 28 13 
改良 祇園 坊 818.5|16.0 5.4 6.9 30.8 49 14 
赤 茨 が と これ に つい で いる 。 た だ し , 少数 卵 塊 の 品種 は 昨 


年 と 全く 同じ で は な い が , 表 中 の 各 要 素 を 比較 検討 し て 
\ け ば , 群 別 に 大 き な 抗 乱 を 生じ させ る ほど の も の と は 


思わ れ な い 。 卵 塊 数 の 多少 と 幼虫 数 ぉ よび 被害 工数 と の 
関係 は 絶対 値 と し て の 多少 の 順序 不同 は ある けれ ども , 
奥羽 13 号 の よう な 例外 を の ぞ け ば , 大 体 一 致し た 傾向 
を 示し て いる 。 つ ぎ は に , 草 高 や 葉 数 が 卵 塊 数 と 関係 ある 
と 思わ れる 昨年 の 成績 し よる 観点 に 立っ て , 両 年 の 立体 
指数 ( 草 高 と 被 度 と を 乗じ た 生育 宰 間 的 な 指数 ) と 草丈 
と に つい て 卵 塊 数 と の 関係 を みる と 第 5 図 に 示し た よう 
IZ, 草丈 で は か な り の 年 次 変動 が あ っ て 不安 定 の 感 を も 
つが , 立体 指数 と お ぉ おい て は , より 高度 の 関係 が ある よう 
で , 立体 指数 の 増加 に と る な っ て 卵 塊 数 の 増加 を 示す ら 
し いか ら , と うし た 有機 的 生育 指数 の 面 か ら る 品種 間 差 
異 の 原因 が 求め られ そう に 考え られ る 。 


日 本 応用 動物 昆虫 学 
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立体 指 炒 お よび 草丈 か ら み た 卵 塊 数 の 

品種 間 差 異 〇 内 の 数 字 は 1954 年 , 

1953 年 の 品種 番号 

30 株 , 1954 
供 試 品 種 : 


也 は 


調査 株 数 は 1953 年 が 


2. BRA, 
3 石原 4 黒目 5 AMIS, 6 
奥羽 13 号 , 8 


at 
ry 
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ダイ ズ 株 の 遮光 処理 と 卵 塊 数 の 変動 


HA AVIIE 


に 局 地 和 性 と 富む な 作物 で あ CS FCRVIZ け 


に 環境 に よる 生育 差 を 起 し や すい 。 したがって, その た 
め の 卵 塊 数 変動 る 疑問 と され よう 。 そ こと で , その 一 面 を 
知 ろ うと し , 較 場 ダイ ズ に 暗 箱 を か ぶせ , 陽光 を 遮断 し 
首 箱 を 除去 し て か ら 無 遮光 株 と の 


て 光合成 を 低下 


させ 
産卵 差異 を 予備 的 に 調べ よう と し た 。 調 査 株 は 4 株 単位 
の 2 連 制 と し た 。 44 28 
日 に 譜 光 処理 を は し じ め て 5 日 間 CORE) 継続 
BRE OMe t OH, THELIze 
と る 卵 塊 お よび 幼虫 を 完 


H, 新 4 号 を 播種 し , 


CALS 
ele 20 


処理 開始 前 , 両 区 


全 に 除去 し て お き , 無 処理 区 は 


第 12 表 嗜 処 理 に よる 産 卵 久 塊 数 の 減少 
zu | me | 無 処 理 区 
¥kNo.| aa w jew | 
. | Jere | 24a | * ip. | 248 | 
dil oc Osan tect al eel st 2 seas 
i "i a Ses (a ee a 
Merle alec 0 ced yt se 3 
Bog SSeS et ee eee eee 
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ee Re ae OS 0 
Ho) Se 90 Sone gen a ae ens 
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さら に 比較 員 始 前 7 の 月 20 晶 に 再度 除 卵 除 虫 を 行っ た 。 
と うし て 得 ら れ た 結果 は 第 12 表 の と お り で ある すす な 
わ ち , 1 日 後 の 21 昌 に すでに か な り の 差 を 示し , 4 日 後 
に お いて は , さら に その 差 を 広げ 両 期 調 査 を 合 す る と 
ブロ ッ ク 谷 計 値 に お いて 22 (9 +13) 対 57 (22435) と 
EO, DT Dd 


減少 する と いう と と は , 本 種 の 産卵 選択 と に つい て 光合成 | 
に も と づ ヾ 生物 
CAER Bribie 


Hee use 


1) 


2) 
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飛来 成虫 の 性 比 は 7 月 


日 間 の 遮光 処理 で る BE SOLER? 1/2 に 


ヒレ 学 的 場面 と の 関連 に ある 暗 示 を 提起 し 


摘 要 


] の 研究 を 記述 し た 。 


うに みえ る が 下旬 に か け て 増加 傾向 と な り , 8 月 上 旬 に 


は 再び 低下 する よう で ある 。 


成 車 の 消長 と か な り よ くせ 一 致し て いる 。 


3) 株 当り 卵 塊 数 は 7 月 7 
が 1 上 に と は 12 CL), 21 Bitlis 24 BRASS 
14 


の を みる 。 


塊 が 最も る 多く, 
数 は 1~2 HPD ics Biro 


4) 


日 別 性 比 と 


同調 査 で は 3 以下 で の 


5 SPER 14 まで を 数 える が , 
2~3 卵 塊 が これ に つぐ 。 


卵 塊 数 と の 間 と は 1 有 意 水 準 と におい 


て 7=0.8144 (195342) 23 LOS 2 有意 水準 どぉ の で 7 


=0.5392 (1954 年 ) の 相関 る ち 


A APERG e 2 ES 


*UE y=1.62 x«—83.15 RO y=0.97 x —52.95 か が から 


場内 の 株 当 


4 卵 塊 数 が 
た 場合 に は 1953 年 は 1 2 有意 
33 LU y=60.60—0.33 x を 算出 で きる が , 


HET SB. 


A BRR x EL 
水準 に お いて 7 =0. 7834 
1954 年 に は 


全く この 関係 が み ら れ な い 


5) 
(£6 4 


Fo DRRBIATITCU 8 日 前 後 で ある 。 幼 虫 
過 し , STATE TIENEN 2.6, 
3:0, .2:0, 0206p. 3.2 36 KOLA EB, 


HESGUE 3. 3ye287e 


2.0, 2.7, 3.2, お よび 3.4 BCHS, HAMEL 
る 約 9 上 日 と みな られ る 。 


6) 
に 群 別 する と 
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来 過 は か 5 it na 
よう で ある が L か ら MV 間 に は 年 次 変動 も あっ て 厳密 な る 


の と は い を な いよ う で ある 。 また, 卵 塊 数 は 開花 期 が 産 | 
A さら に , 葉 数 が 多く , ae’ 
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当る 


卵 塊 数 の 上 品種 間 差 異 か ら 供 試 品 種 を 多 卵 塊 数 順位 
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COMI BRAM AITRI SI 4 ABH 
atyv)%X4H Sylepta ruralis Scopout (COUT, 
除 や を 主眼 と し た 各種 生態 場 
普通 年 に と お ける 誘 殺 灯 に 対す る 成虫 飛来 は 7 AEs 
Heim CHANT Ein 2 7B U, 下旬 に 向かっ て で 減少 
上 旬 に は 若干 低位 に ある よ 衣 


19584F 3 月 


や 立体 指数 の 高位 を 示す 品種 と 多い 傾向 が うか が える 。 
7) 7 月 中 旬 お に いて , 暗 箱 を か ぶせ て 5 日 間 の 遮光 
処理 を 行っ た ダイ ズ 株 は , WARE KR 4 日 間 の 産 付 和 卵 塊 数 が , 
同期 間 に お ける 無 処理 株 の 半分 に 減少 し て いる 。 と れ は , 
光合成 の 低減 と よる ダイ ズ 体 内 の 生化 学 前 物質 と の 関係 
に お ける 産卵 感応 の 問題 を 示し た も る の で は ある まい か 。 
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Summary 


Studies on the Bionomics of Sylepta ruralis ScopoLI (Pyralidae) 


By Ichitaro Tamura and Akira YAMANOUCHI 
Hokuriku National Agricultural Experiment Station, Takada, Niigata Pref. 


The bean webworm, Sylepta ruralis Scopout, 
is a destructive leaf-roller of the soy bean plant 
in Japan. From the standpoint of its control, the 
authors studied some bionomics of said insect in 
the Takada district, which is a part of Japan sea 
shore belt, in 1953 and 1954. 

In these experiments, the seasonal fluctuation 
and the sex ratio of bean webworms collected by 
a light trap, the durations of the egg, larval and 
pupal stages in the laboratory, the density of egg- 
masses laid and its difference among soy bean 
varieties in the field were investigated. The results 
obtained are summarized as follows: 

1. The number Of adults attracted to the light 
trap in every night begins to increase gradually from 
the beginning of July till it attains to the maximum 
in the middle of July, but it tends to decrease 
gradually after that date. The sex ratio of the 
adults at the beginning of July seems to remain 
at a low level, then tends to increase towards the 
end of July. But it seems to fall till a low level 
again at the beginning of August. The seasonal 
fluctuation curve of the egg-masses on the soy 
bean leaves in the field and that of the adults 
caught by the trap are considered to be parallel. 


2. Number of egg-masses per hill were observed 


on 7th, 11th, and 21st of July, and the maximum 
number of egg-masses on each of these days were 
3, 12 and 24 respectively. The number of egg- 
masses laid on a leaf were observed to be 1 to 14, 
but 1 egg-mass was most abundant and 2~3 egg- 
masses were less in a descending sequence. An 
egg-mass contained 1 to 12 eggs but most of the 
masses contained only 1 or 2 eggs. 

3. The correlation coeficient between the sex 
ratio of the adults caught by light trap and the 
egg-masses on the plant in 1953 is 0.8144 with - 
significance at 1% level, and that in 1954 is 0.5392 
with significance at 5 % level, and there are the 
following relations between the sex ratio (x) and 
the egg-masses ()). 

y=1.62 x—83.15 (in 1953) 

y=0.97 x—52.95 Cin 1954) 
The correlation (7) between the number of adults 
caught by light trap and the egg-masses on the 
plants in 1953 is 0.7834 with significance at 1% 
level, but this relationship is not significant in 
1954. 

4. The duration of the egg stage in the maxi- 
mum oviposition period is about 5 days. The larva 


passes six instars. The duration of each instar of 


females is 2.6, 3.0, 2.0, 2.6, 3.2, and 4.4 days 
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respectively and duration of each instar of males 
SIN T 2.0, 2.7, 3125 and 3.4) days. Dhe duration 
of pupal stage of both sexes are considered to be 
about 9 days. 

5. The soy bean varieties can be classified in 
the following five groups according to the difference 
in the number of egg-masses laid and the degree 
of damage; I. Shin-4go, Il. Akazaya and 3 other 
varieties, Ill. Dekisugi and 5 other varieties, IV. 
Kairyo-gionbo and Ishihara, and V. Shimokaburi. 
The egg masses are generally laid on the leaves 
of the varieties whose blooming time coincides 
with the peak period of the oviposition. Moreover, 


the oviposition seems to increase when the plant 


B24 Rl 


has a greater number of leaves, the plant is taller 


and the index of the plant growth (multipled 
width and height of plant) is larger. 

6. When the soy bean plant had been kept in 
a dark box during the five days in the middle of 
July, the number of egg-masses laid on the said 
plant in the succeeding four days was half of that 
obtained on a non treated plant. This may show 
the fact that the oviposition response of this insect 
differs in relation to the amount of bio-chemical 
substances which are composed in the plant, but 
this question remains to be studied in the near 


future. 


iy 


キン バエ に は collagenase が ある 

WATERHOUSE, D. F. and H. Irzyximwicz (1957) An 
examination of proteolytic enzymes from several 
insects for collagenase activity. J. Insect Physiol. 
IG): 18~22. 

特殊 な 食物 を 食べ る 昆虫 は それ に 適応 し た 消化 能力 を 
持っ て に る 。 そ の 代表 的 な も の は 線維 物質 を 食べ る 昆 虫 
で ある が , と この よう な 場合 で ちっ て も , と これ が 共 棲 微 生 
物 に よっ て 分 解 が 行わ も れ も た の で は な いと いう 証拠 は 確 然 
ON EIS 

ヒロ ズ キ ン バ エ (Lucilia sericata) の collagen の 
消化 に つい て も 古く か ら 育 定 的 な 研究 者 と , MR WIC fA 
育 す れ ば 消化 し な ら の だ と いう 克 定 的 な 研究 者 と が あ 
SN UNE SE EE ey RE 
(Lucilia cuprina) EX TNITLARMAMWITCMBL, K 
PRE O FRE A, ゴキ ブリ の 幼虫 お よび 成虫 イガ 幼虫, 


消化 の 比較 を 行 っ た 。 そ の 結果 , ト リプ シン は azocasein, 
azocoll な ど と 比べ さて collagen は 5 ぐら いし か 分 解 
し な に の に , Lucilia か ら 調 製 し た 酵素 は トリ プシ ン の 
5 倍 も 分 解 し で し まう 。 この まう な 頭 著 な 作用 は 他 の 昨 
虫 に は 見 られ な にし , collagen を 分 解す る バク テリ ア 
に は Clostridium 属 の も の が ある けれ ども を も, その 大 部 
分 の を の は その まう な 作用 を 持 妥 で いな ら に 所 だ が Se 
Lucilia に は 本 来 collagen を 分 解す る 能力 が ある の だ 
ER aI Gs ( 農 技 研 Bis 健 ) 


バッ タ 脂 肪 体 の 組織 学 的 お よび 組織 化学 的 観察 

CourrLAanp, R. E. (1957) Observation of the normal 
histology and histochemistry of the fat body of the 
locust (Schistocerca gregaria). J. Exp. Biol. 34(2): 
290~296. 

バッ タ の 血液 内 に は ある 種 の 細菌 が いら る と と が 観察 き 
れ て いる 。 最近 , Kmsy & Ngvirrr (1957) は バッ 2D 
脂肪 体 が 顕著 な 酵素 活力 を 示す と と を 報告 し た 。 そ れ で 
本 報 で は , そ の 桁 素 活力 が 共 棲 微生物 に よる も の か , 細胞 
の 生来 の 構成 物 に よる も の か を 調べ る た め に 行わ れ た 。 

材料 に は desert locust (Schistocerca gregaria) の 
1~5 令 の 幼虫 お よび 成虫 を 用 い , 種 々 の 方 法 で 固定 
パラ フィ ォ ン 埋蔵 に より 切片 を 作り , Hx OM MULE 
法 に よっ て 梨 色 , 検 鏡 し た 。 ま た そ ぞ その他, 生 の 材料 の 和 位 
相差 頭 微 鏡 に よる 観察 , さら に 生体 染色 に よる 観察 も 行 
Ge 

X OKER ROT EBB LK. Ny FORM AIS AS 
細胞 と ェ ノ サイ ト か ら な り , 有 系 分 裂 と よっ て 増殖 する 8g 
グリ コー ゲン , HA, MIRAI +41 bh ICES Bie 


存在 する 。 そ れ ら の 物質 は 成虫 より 幼虫 に じ 多 く 含 まれ で | 


いる が , 尿酸 は 成虫 の は ほ は う が 多い に 。 小 さ な ミ トコ ンド リ 
ア 了 様 小 体 が , 脂肪 細胞 , マル ピギー 氏 管 , 卵巣 の 濾胞 細 
胞 の 細胞 質 中 に み ら れ る 。 脂肪 体内 に は バク テリ ア 
virus particle も み ら れ な い 。 

と れ ら の 観 祭 か ら , バ ッ タ の 脂肪 体 細 胞 の 酵素 活力 は 
脂肪 細胞 と ェ ノ サイ ト の 両方 と 含ま れる ミト コン ドリ デ 
様 小 体 に よる の で は な いら に か と 考え られ た 。 


( 農 技 研 三橋 注 ) 


ョ ツモ ンマ メゾ ウム シ に み ら れ た 相 に 似 た 2 型 YL, 


1 


AH # Re wm Rh 
京都 大 学 農 学部 昆虫 学研 究 室 


1 
| ヨ ツ モン マメ ゾウ ワウ ムシ Callosobruchus quadrimacu- 
j fatus の 飼育 個体 群 に は バッ タ や ヨトウムシ 類 に 見 ら 
| れる いわ みる “ 相 ” (phase) と 似 た 2 型 の ある と と は す 
| CICRELICL OCHS (AM, 1954, 1956)。 す な 
f 5, COMARO CII SK CIRO A ZU a 
PDH oC, MOM EOS ADH RAHEMIZ OU 
[CHEAT CU CIE C, 温度 や 湿度 に 対す る 反応 や 
且 棲 息 矯 度 に 対す る 反応 な ど 生理 ・ 生 態 和 的 性 質 に つい て も 
| 著しい 違い を 示し た 。 と の よう な 両 型 の 個体 は 幼虫 期 の 
上 棲 息 密度 の 違い に よっ て 生ずる の で , CONDE ys 


その 重量 の 減量 を 計 っ て 算出 し た 。 用 いた 虫 は 羽化 直後 
の も の で , それ ぞ れ 両方 の 型 の 数 百 個 体 じ つい て 雌雄 を を 
別々 た に し て 計っ た 。 

結果 は 第 1 表 に 示し た 。 羽 化 直 後 の 成虫 の 生体 重 を 見 


BlR AVEVTAYVIVAYOMLABO 
体重 と 水分 含有 量 
飛ば な い 型 7 ss Fi 
es ae: 
株 = (mg)! 4.17 5.07 4.35 4.59 
i 燥 重 (mg)| 1.79 2.44 2.38 OR 
水分 含有 量 (mg)| 2.38 2.63 IRC SZ 
水分 含有 率 (%)| 57.0 51.8 45.2 | 40.7 


PECADO NAMLBEORUBRE#AGNS. B 
| WS DBE CESS BelZL DH SIRS CADE 
| 活動 的 で みり , 棲息 密度 に 対す る 適応 範囲 は 狭く , む 
I っ 野 生 型 で あぁ る 。 低 い 幼 虫 審 度 で 生ずる 成虫 は と の 反 
| 対 に 飛ぶ こと は で きず , 貯蔵 毅 物 の 環境 に 適応 し た 型 と 
| Bons. 

) AH CIET DIO DMB ORO 162K ED AGE ITO 
で 述べ た い 。 
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| 棒 験 材料 は 前 報 で 用 いた る の の 子孫 で ある 。 HEN 
30°C, 関係 湿度 60~70 22, 餌 は 水分 含量 約 15 “OF 
Wax GREILAMES) SHV, 暗黒 の 下 で 飼っ た 。 と の 
[HEOT CH と , 飼育 密度 が 高く て も 大 量 に 飛 信 型 の 
個体 を う る の は や や 困難 な の で , 産卵 後 10~14 HOM 
| BRHIDA 2 36°C の 温度 の 下 に 移し て 高い 棲息 密度 
WCHL, 多数 の 飛ぶ 型 の 個体 を うる よう に し た 。 
| 
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呈 ま す 体 の 水分 含有 量 の 相違 に つい て 述べ る 。 水 分 含量 
WERT dS 5 T100~105°C iT Hs THA HEEL, 
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i 

| ROAP REM POT AL, 第 294 号 

Wize Ges sae, 
(1957 年 10 月 16 日 受領 ) 


Sk, どちら の 型 に つい て も 雌 が 雄 よ り る 重い が , 雌雄 
差 は 飛ば な い 型 の ほう が 飛ぶ 型 よ り る は る か に 大 きか っ 
た 。 体重 の 重い 順序 に な ら べ る と , 一 番 重 い の が 飛ば な 
WHOLE, つぎ が 飛ぶ 型 の 雌 , 飛ぶ 型 の 雄 , 最も 軽い の 
が 飛ば な い 型 の 雄 で あぁ っ た 。 間 燥 に よる 水分 の 減量 は 飛 
ば な い 型 の 雌雄 に お いで 著 じ か っ た 。 し た が ララ て 水分 
含有 率 は 飛ば な い 型 の る の が 飛ぶ 型 の る の より も 雌雄 と 
に 高 か ラ うた 。 UMS EOHIE 10 4Y ECHL 
題 の 余地 る な い ほ ど で あ っ た 。 雌雄 の 間 に る 差 は 認め ら 
れ て お り , 両 型 と る に 雄 の ほう が 雌 よ り る も 含有 率 は 高 か 


っ た 。 
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つき ぎ に 成 虫 羽化 後 の 経過 日 数 に と も な っ て , 体重 お よ 
び 含水 率 が どの よう に 変化 する か を 調べ た 。 羽化 後 2 正 
GE A RTD SN eS), 
お よび 死後 の 個体 にし ついて, それ ぞ れ 前 に 述べ た と 同様 
に 生体 重 お よび 整 燥 減量 を 衝 量 し た 。 こ の 羽化 後 の 経過 
期間 中 , 両 型 成虫 は それ ぞ れ 別々 に ガラ ス 皿 の 中 に アズ 
キ 粒 と と る に 保っ て 雌雄 の 行動 の 自由 に まかせ , teers 


Wkok,. L4L CRHOBERT 4. 
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産卵 の 場所 を 与え た 。 食 物 お よび 水 は ま っ た さく 与え な か 
eticd 


策 1 図 に 体重 の 変化 曲線 を 示し た 。 ど ちら の 型 の 雌雄 


0 5 10 15 
KE aM A 
第 1 図 MHMAROAABOBIAAKIce 


HMDA a: 飛ば な い 型 雄 , 信 : 
同 雌 , @: FRSSAIKE, 〇 : [AE TC 
結ん で な い 点 は それ ぞ れ 死後 の 体重 
SLIT, 羽化 後 の 経過 日 数 に と と る も る な っ て 体重 は 減少 し 
て いる 。 UPL, と の 体重 減少 の 信 向 は 飛ぶ 型 と 飛ば な 
か い 型 と で 大 変 K 違 っ て いる 9 飛ぶ 型 で は 15 "日間 に だ わた 
= CO 5 { OU IBA CUIZUNTRY UL, UN TWOAIE 
4 日 目 か ら 6 目 目 に わた っ て や や 急激 な 減少 傾向 を 示し 
て いる 。 そ し て 最初 の 体重 の 約 2/3 まで し か 減ら な い 。 
と れ に 反し て , 飛ば な い 型 で は 最初 の 数 日 で 非常 に 急激 
な 体重 の 減少 を 示し て いる が , し だ い に 減 少 傾向 は ある 
《 く な っ て お り , 6 へ 8 日 目 ど ろ に は 羽化 当時 の 体重 の 約 半 
分 近く まで も 減っ て し まう 。 こ と の よう な 体重 減少 の 仕方 
の 差 は た だ 両 型 の 成虫 の 生存 日 数 の 差 だ け に よっ て いる 
よう に も 思わ れる が , 本 質 的 な 大 き な 違 い は むし ろ そ の 
減少 傾向 に あっ て , 飛ぶ 型 で は 4~6 日 目 ど でろ に 体重 が 
最も る 著しく 減っ て いる の に 対し て , 飛ば な い 型 で は 羽化 
直後 か ら 2 日 目 じ にわたって 著しく 減少 を 示し て いる こと と 
で ある 。 雌 雄 差 は 飛ば な い 型 で は その 生存 期間 中 を 通し 
て 見 られ , 雌 の 方 が 重い が , 飛ぶ 型 の 方 で は 羽化 後 40 日 
上 呈 ご ろ ま で は 雌 が 重く 《 く その後 は その 逆 な い し は その 差 が 
PEPER STE CE 
死亡 虫 の 体重 に は 著しい 差 を 見 出す と こと は で き な い 
が , 飛ば な い 型 の る の が 四 ぶ 型 の る もの より も 雌雄 と る に 
や や 軍 い よう に 思わ れる 。 し か し この 差 が 有意 の る の か 
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どう か は 疑わ し い 。 雌 雄 間 の 体重 の 差 は 飛ば な い 型 で は 
PDOHEDIZ 5 WBE CHS, 飛ぶ 型 で は ほとん ど 
等 し い 。 すなわち , 雌雄 差 は 飛ば な い 型 の ほう が 飛ぶ 型 
の の 0S さき 
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成 下 の 生存 期間 中 の 水分 含量 の 変化 を みる と , GLA 
に 示し た 体重 の 減少 曲線 に 非常 に 似 た 傾向 を 示し た 。 こ と 
の 水分 量 を 生体 重 で 除 し て 水分 含有 百分率 を 出し て みる | 
と 第 2 図 の よう に な っ た 。 飛 ぶ 型 の も の は その 全 生 存 期 


es | 
i 4 | 
水 4g} | 
分 | | 
Hf i 
分 | 
as 29| sl 
0 5 10 15 
経過 日 数 


第 2 図 両 型 成虫 の 経過 日 数 に と と も な う 含 
有 水 分 百分率 の 変化 a: 飛ば な い 型 
雄 , A: le, @: REE, Ot 
間 を 通じ て 雌雄 と る も に 大 き な 変 化 を 示さ ず , 大 体 40 Ge 
な いし 50 の 間 を 変動 し て いる 。 飛 ば な い 型 の る の 【 
と これ に 反し て 45 な いし 60 の 間 を 往復 し て 変動 し 
TIO, や や 大 きさく 振れ で いる 。 WAM CEN CB 
He Cis CaS 6 日 目 に , MIX Cis 2 B Bick aes 
有 率 が 減少 し , 変化 曲線 の 谷 を 形 造 っ で いる 。 興 味 深い 
と と に は , こと の 水分 含有 率 の 減少 し て いる と き が ち ド 5 
ど 生 体重 の 著しく 減少 し て いる どき と 一 致 尼 で の る 09 誕 
まり この 時 期 の 生体 重 の 減少 の 主 な 原因 は 水分 の 喪失 較 
よっ て いる で と が 想像 で きる 。 ど の 時 期 以 後 7@ 拓 WN を き 
水分 含有 率 は 増加 を 示し て いる が , COMM eR 
の 減少 に 比較 し て 水分 量 そ を の る の の 減少 が 伴わ な い F 
に よっ て いる わけ で ある 。 WWMAMSKAITH MU 
乾物 量 が より 多く 減少 する と こと に よっ て いる 。 

両 型 と も に いずれ の 時 期 て つい て も , HEDIS 5 DSHS 
り も 高い 水分 含有 率 を 示し て いる 。 この と と は 死 記 事 
に つい て も また そう で ある 。 死 記 下 で は ご の 差 は 特 和 9 
る し くさく て, 飛ぶ 型 で は 雄 に 比較 し て 雌 の 水分 含有 率 ば き 
MICE Io TUB 6 | 


© 両 型 の 羽化 直後 の 雌雄 た つい て それ ぞ れ 粗 脂 肪 の 含有 
率 を ソ ツ ックス レー の 常 法 C よ っ て 測定 し た 。 ま ず 羽 化 直 


= 


OFS RIL FUE 48 BHD bedi: 5 TAS 
WORM 27 572. C9 U CHAM This BR ZU 
RESO ME SMACH 3. Cie CaCl と パラ 
m7 1 Vat SAY CH 20 日 間 に わ た っ て 減圧 乾燥 し , 
| CORMEL THR BOCA TD RSRELICS 

PS WED MRI HAIR Io AMD b DIME L 
第 2 表 両 型 の 粗 脂 肪 含有 量 と その 性 質 


飛ば な い 型 Fee sh ZS 


8 ee $ そ 


PE lseum | 13.0| 15.2| 24.2| 26.3 
Ug 重 : : ; . 


| asm | 29.8| 31.5) 441) 44.4 


fm | 23.00! 25.40] 15.86| 14.88 


化 価 | 182.37 | 186.96 | 191.07 | 189.12 


63.28 | 66.69| 62.44| 62.26 


ASS BWOSDE O SME DICR HIEDOSA 
を 示し て いる 。 生 体重 対す る 交 分 率 で は 2 倍 弱 と る 
BEL CWS, も る ちろ ん 同様 な 相違 が 対 乾 物 重 対し て も 
と が で きる の は いう まで る も ない 。 興味 深い し と に 
9 の 尊 脂肪 人 各 有 率 の 違い は 水分 含有 率 の 違い と ちょ 
PEM TW, すなわち , 飛ぶ 型 は 油 の 含有 率 が 
b\ CKABSABOME(, 飛ば な い 型 で は その 逆 で あ 
陣 同 様 な と と は 雌雄 の 間 に つい て も る いう と と が で さき 
こら ら の 型 も , 油 の 含有 率 は 雌 の ほう が 高い が 水分 
褒 有 率 は その 逆 と 雄 の ほう が 高い 。 

Pee CtlG 担 脂 肪 の 性 質 を 知る た め K, 酸 価 ・ 鹸 化 価 ・ 湊 
素 価 の 測定 を 行 っ た 。 資 料 が それ ほど 多く は な い の で 酸 
RC 貞 化 価 の 測定 は 常 法 て よら な いで , CHeEYDLBH 
だ 小森 の 微量 測定 法 小森, 1951) を 参考 と し て 行っ 
fo ARMs Wis の 法 に よっ て 測定 を 行っ た 。 

疫 定 の 結果 は それ ぞ れ 第 2 表示 し た 。 酸 価 と 湊 素 
Bw Cid, 飛ぶ 型 と 飛ば な い 型 と で 明白 な 差 を 認 
と が が でき, 飛ぶ 型 の る の が 低い 。 しかし, 出 化 価 た 
(きり し た 差 が 見 られ な い 。 雌 雄 の 間 に は 両 型 の ど 
放つ (いも 大 さ な 差 を 見 出す とこ と は で き な い 。 
RAB OBS NII OBLAST HO EOL 


1958 年 3 月 内 田 ・ 高 橋 : ヨッ モン マメ ゾウ ムシ に み ら れ た 相 に 似 た 2 型 I. 35 
6 り も る は る か に 低く , 遊離 脂肪 酸 の 含有 率 は 少な い 。 Up 


し 蓄積 され た 脂肪 の 量 は 飛 誠 型 の ほう が は る か に 多い か 
ら , 1 個体 当り の 遊離 脂肪 酸 の 量 に は 必ず し も る 差 が ある 
と は い を な い 。 すなわち , Hl, 2 表 か ら 呈 個体 当り の 
粗 脂 肪 人 各 有 量 を みる と , FUSS AIOMEME LTR A OME 
HED LACqrls 0.54, 0.77, 1.05, 1.21mg で な る 
と これ に を それぞれ の 酸 価 を 乗じ た 値 は ), それ ぞ れ 1 個体 当 
り の 遊離 脂肪 酸 含有 量 の 一 つの 指標 と な る で あろ る 3 う 。 そ を 
OlfltenCnr 12.5, 19.6, 16.8, 18.0 £774, 2G 
に こと の 値 を 生体 重 lmg 当り の 値 で 示せ ば 3.0, 3.9, 
3.8, 3.9 と な り , 飛ば ない 型 の 雄 多 除い た ほか で は ま 
っ た さく 差 が 見 られ な い 。 ま た た 湊 素 価 で は 両 型 の 間 と 明 ら 
か な 差 が 認め られ た が , と の 程度 の 差 は 必ず し も る 両 型 の 
も つ 脂 肪 た 定性 的 の 差 が ある と と を 示し て いる と は いた を 
な い 。 遊 離 脂肪 酸 お よび エス テル 態 の 脂肪 酸 の それ ぞ れ 
の 法 素 価 は わか らち ない が , も し 遊離 脂肪 酸 の 湊 素 価 が エ 
ス え ステル 態 脂肪 酸 よ り る 高けれ ば , 粗 脂 肪 の 湊 素 価 は 遊離 
旨 肪 酸 の 含量 が 多い ほど , すなわち 酸 価 が 高い ほど 高く 
な る か ら で あ る 。 し た が っ て 第 2 表 の 結果 か ら は 両 型 の 
も つ 肪 脂 に 定性 的 の 差 を 考え る と こと は 今 の と と ころ で さき な 
Wo UA, 酸 価 で 示さ れ た よう に K, 遊離 脂肪 酸 と エス 
テル 態 脂肪 酸 と の 含有 比 が 両 型 で は っ きり 異な る こと と; 
さら に 飛ぶ 型 に は る か な 多量 の ェ エス テル 態 脂肪 酸 が 叶え 
BAVTWS C ElLOHEBRU IZ. 


te 


DLE, 飛ぶ 型 と 飛ば な い 型 の 成虫 て つい て , その 生存 
期間 中 の 体重 と 含有 水分 率 の 変化 と 羽化 直後 の 粗 脂 肪 含 
有 率 お よび その 性 質 の 違い に つい て 調べ た が , と この い ず 
れ に つい て る も 両 型 の 個体 の 間 に 著 る し い 違 い を 認め る こと 
PG EC re 

体重 の 生存 期間 中 に お ける 変化 は 両 型 こ と よっ て 非常 に 
特徴 的 な 経過 を 示し て いる が , と これ を 産卵 数 の 変化 と あ 
わせ 考え る と 非常 興味 が 深い 。 飛 ば な い 型 で は 羽化 後 
2 日 ぐら い の 間 に ほぼ ば 全 産卵 数 の 60~70 OMDB 
れ て し まう の に 対し て , 飛ぶ 型 で は この頃 か ら 卵 が 産み 
は し じ し め られ る (AM, 1956), すなわち , 飛ぶ 型 は は っ 
きり し た 産卵 前 期間 を 持つ の KK 対し て , 飛ば な い 型 で は 
羽化 脱出 後 す ぐ た 産 卵 を は し じ め , ほとん ど 産 卵 前 期間 を 
持た な いと いっ て も よい 。 こ の 事実 と 体重 の 減少 曲線 と 
は よく せ さ 合 致し て いて , 飛ば な い 型 の 最初 の 閉 る し い 体 重 
ROI COFBUVOEIMTE O, また 飛ぶ 型 の 羽化 後 の 体 
重 の 減少 が 著しく な い の は 産卵 前 期間 が 存在 する こと に 
よる の で あろ 3 。 こ と の 実験 で は 両 型 の 成虫 に 対し て 水 は 
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る ちろ ん な ん ら 特 別 の 食物 は 写 を な か っ た 。 し か し 自然 
状態 の 下 に お いて は お そら 飛ぶ 型 の る の は 野外 に お い 
て 水 や 花蜜 な ど を 取る で あろ う が , 飛ば な い 型 の 個体 は 
その よう な 食物 を 取る 機会 と に は めぐ まれ 場 合 が 多い の 
NE RO な 場合 を 2 で Eat 
の よう な 体重 変化 曲線 の 違い は より 一 層 閉 し いも の と な 
る で あろ うこ と と が 予想 され る 。 飛ぶ 型 の も の は 最初 の 数 
日 に か えっ て 体重 の 増加 を も る もたらす の で は な いか と さえ を 
考え られ る 。 

水分 お よび 粗 脂肪 の 信 有 率 に ぉ おい て 両 型 に 著しい 差 
を 見 出し た と と は 特に 興味 が 深い 。 も ちろ ん , バッ タ や 
ヨトウムシ の 類 じ 見 られ る 両 型 に つい て も 類似 の 現 祭 は 
認め られ て いる 2 る 。 も っ と も Marrnbe (1945) は ペッ タ 
と ョ トウ ムジ シ 類 と に つい て , 水分 含量 は 両 相 で それ ほど 
違い の な い 場 合 の ほう が 多い と し て いる 。 和 粗 脂 肪 の 含量 
に ついで は で の 種類 の ひ の パ バッタ や ョ トウ ムン ジ 類 で つい て 
る 明らか な 差 が 認め られ て お り , WIRE O 4AREHO 
ほう が 含有 率 が 高い と され て いる (MAarrrfm, 1945), 
バッ タ で は 産卵 前 期間 の 長い も の ほど , また それ の 長い 
相 ほ ど 粗 脂肪 の 含量 が 高い と いわ れ て いる が (Crrv, 
1952), と こと で る $ 結果 は 同一 で ある 。 産卵 前 期 の 長い とこ 
と , ひい て は 寿命 の 長い と こと は 体 の 蓄積 物質 が 多く なけ 
れ ば ざさ な ら な いわ け で ある が , これ ら が 脂肪 と し て 貯え ら 
れ て いる の で あぁ ある ろう 。 羽 化 直 後 の 個 体 を 解 誕 し て みる と , 
飛ば な い 型 の 雌 個 体 で は 卵 巣 が よく 発達 し て 成就 卵 が 腹 
部 に 充満 し て いる の に 対し て , 飛ぶ 型 の 雌 個 体 で は 脂肪 
体 が よく 発達 し て 卵 江 は 未成 熟 ま た は 発育 不 完 全 の 状態 
に ある こと と が 観察 され る 。 

脂肪 量 と 水分 と は 両方 の 型 の 個体 で 逆 の 変化 を 示し て 


いる が , これ は 休眠 忠 と 非 休眠 虫 の 場合 の 相違 と よく 内 田 俊郎 (1956) fH fs EAE REA ODRZE 3: 93~104. 
似 て いる 。 ROR CIE LIZSUIZ それ に 先だって 移 
Summary 


“Phase” Dimorphism Observed in the Laboratory Population of the 


Cowpea Weevil, 


Differences of Body Constituents between Two Phases 


by Syunro Uripa and Fumiki TAKAHASHI 
Entomological Laboratory, Kyoto University 


The cowpea weevil, Callosobruchus quadrimacu- 
latus, has two distinctly different forms in the 
adult stage, 


fly and non-fly forms, which are 


induced by the effect of different densities of 


Callosobruchus quadrimaculaius 


eo i 2% 18 


動 を 伴う と こと が 知ら れ て いる が , COLIG YAH 
肪 体 は よく 発達 し 卵 梨 は 未 発達 の 状態 に 保 た れ て いる 
(Common, 1954), 倫 庫 の 生活 か ら 野外 の 畑 へ の 移動 が 
予期 され る ヨ ツ モン マメ ゾウ ムジ シ の 飛ぶ 型 の 個体 が , He 
肪 体 が よく 発達 し 脂肪 含量 の 高い と と は 上 述 の 事実 と 拳 
え 合 わせ て 大 変 興味 が 深い 。 あ えて 想像 すれ ば , COR 
ぶ 型 の 出現 は いわ ゆる 休眠 と 一 連 の 現象 の よう に 思わ が 
Z 


o 


8 


ョ ツモ ンマ メゾ ウム ジ シ の 成虫 期 に 見 られ る 飛ぶ 型 と 飛 
ば な い 型 の 個体 C じ つい て , それ ぞ れ 体重 と 信 有 水分 の 容 
化 を 全 生 存 期間 に わた きき て 調べ た 。 EK, 羽化 直後 の 御 
脂肪 量 枯 よび その 性 質 を も 調べ た 。 4 

体重 は 飛ぶ 型 と 飛ば な い 型 と で 違い , COAG 
に わた っ て 異な っ た 減り か た を 示し た 。 体 水分 の 含有 男 
分 率 は 生存 期間 中 ほとん どど 変化 を 示さ な か っ た が , WA 
で それ ぞ れ 異な っ た 値 を 示し た 。 粗 脂肪 量 は 飛 誠 型 の 6 
の が 約 2 倍 近く も 多かっ た 。 そ の 酸 価 と 湊 素 価 に は 差 衣 
見 られ , MUONS MMOL OUST EB 
推察 され た 。 
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Il. Chemical 


population in the larval stage. These two for 
are very like to the “phase” dimorphism observe 
in the locust and army worm. In the present pape 


comparisons were made between these two phasi 


B in their body weight and the chemical constituents 
Bot their body. 

_ The body weight of adult weevil decreases with 
_ the lapse of adult life, but this decreasing tendency 
| is different between these two phases and s2xes. 
(ef. Fig. 1, fly female O, fly male @, non- fly 
| female A, non-fly male a). 


i The water content of the body takes an almost 


constant value throughout the life, but takes a 
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different value in each phase (ref. Fig. 2. similar 
sign as in Fig. 1). Crude fat content shows a 
definite difference between these two phases. That 
of the fly phase is higher in both sexes. A clear 
difference can be found in the acid value and iodine 
value of the crude fat, while there is no definite 
difference in saponification value. From these data, 
we can imagine that the fly phase has a kind of 


diapause in the initial stage of adult life. 


& 


2RERRICYS ST ILI 7 ILI 7 OREHOEE 
Reynotps, H. W. (1955) Varietal susceptibility 
| of Alfalfa to two species of root-knot nematodes. 
| Phytopath. 45 (2): 70~72. 
米国 南西 部 に お ける アル ファ ルフ ァ ャ は , 換金 作物 で あ 
障る は か り で な く , HMOMNKHOK THAD SEER 
Ps tehcS 5, KK, MLE TES SAMALLTS, 
Ek 
根 浴 線 忠 の 被害 を 軽減 し うる と と が わか っ て き て いる 。 
CCCHIONMT VI, VI rit, HAI 分 布 


て いる 2 MM.javanica(Javaneseroot-knot RN 
1 3 M. incognita acrita(cotton root-knot nematode) 
DO2MRGRNEEML, ZORREMIC OO CHEL 
| だ も の で あぁ So AUD, 2RBRHIC Ol CHEAT 
] BRL, さら に M. incognita acrita 1 種 に つい て は 
| Mecom“ataocr. ZOKER, KBD OT WT pv 
9 品種 が M. incognita acrita に お ける より も M. 
| javanica に お いて 感染 程度 が 高く , 供 試 アテ ルフ プ ァ ルフ 
7 mmOKD Cit, アフ リカ で 選抜 され た 2 品種 が , 2 
[FORMAT HSNICHL THOME RL 0 ¥ 
| %, narragansett 種 を 例外 と し て , 米国 北部 の 品種 は 米 
lI 国 南 部 の 品種 より も 高い 感染 性 を 示し た 。 チ リー で 選抜 
| snesm it, いすず すれ も を M. javanica に は 中 位 の 感染 
| BELL ED, M. incognita acrita に 対し て は 強い 
| Saeed he (関東 東山 農 試 三枝 敏郎 ) 


st 


硬化 と メラ ニン 形成 (desert locust の 
皮 上 漠 に お ける 二 つ の 独立 し た 過程 ) 

MALEK, S.K.A. (1957) Sclerotization and mela- 
nization. Two independent processes in the cuticle 
of the desert locust. Nature 180 eee DSi 

と の 研究 か ゆら 二 つの 結論 が 導き 出さ れ た 。 策 上 は メラ 
= ン 形 成 と 硬化 ほ は 独 立 じ た 過程 で あり 9 ご どちら に も 
copper-protein phenolase が 関与 し て に いる こと と 8 人 策 2 
は 三 つ の 過程 は 連続 じ て 起 り , 看 化 は メラ ニン 形成 が 完 
es Gra CFE RUS Cl S elo) GEO es el ge) 
の 過程 に 関与 する 酵素 は , 両方 と も 同じ 基質 に 働 ぐ が そ 
の 作用 力 に 差 が あり , また, 一般 の phenolase inhibitor 
CKAMBORER RICT So 

Schistocerca gregaria OE Clit, HER OMEG Ic 
メラ ニン が 含ま れ て いる 。 脱 皮 直 後 の 幼 虫 の や わら か い 
File@ Clit copper-protein phenolase (A+ ROARK IC 
分 布 し て いる が , BERCHICIA S Sic HR II7S phenolase 
が 存在 する 。 一 方 , 班 紗 の な ら 部 分 の 真皮 細胞 に は 強力 
な 選 元 性 物質 が 著 積 され て いる が , 斑紋 部 の 真皮 細胞 に 
は それ が 欠け て いる 。 

本 種 の アル ビ ノ の 皮膚 で は , 強力 な phenolase が 外 
度 全 域 に 存在 し て に る が , SAR MIDS, TEAL HER 
の な い 部 分 と 同じ よう に , 強力 な 居 元 性 物 綿 を 含ん で い 
る は 2 ニル さき 

(Baw =m %) 


Relation between Occurrence of Choline Acetylase and 


Appearance of Synthetic Activity of Acetylcholine in Eggs of 


Rice Stem Borer, Chilo suppressalis, and Cabbage Armyworm, 


Barathra brassicae, during Embryonic Development’ 


By Takeshi YusHima 


National Institute of Agricultural Sciences, Nishigahara, Tokyo 


INTRODUCTION 


It has been reported in a previous paper 
that the content of the acetylcholine (ACh)- 
like substance found in the eggs of the rice 
stem borer, Chilo suppressalis, and the 
cabbage armyworm, Barathra brassicae’, 
varied throughout the embryonic develop- 
ment of the eggs. The ACh-iike substance 
was detected first 24 hours after oviposition. 
The content of the substance increased 
rapidiy in the succeding stages, reaching 
a maximum value about 60 hours after 
oviposition, and began to decrease about 
30 hours before hatching. Finally the sub- 
stance could not be detected at all at about 
several hours prior to hatching (CHINO & 
YUsHIMA, 1953). It has been also reported 
previously that the ACh synthetic activity 
of the embryo was not detected in cell-free 
extracts of these eggs during the first 20 
hours after oviposition, but was found at 
24 hours after oviposition, and increased with 
the succeeding of embryonic development 
(Yusuima, 1957). The experiments to be 
reported in this paper show clearly the 
reason why the older stages of these eggs 
are able to synthesize ACh but early stage 
eggs are unable to do. 

The author wish to express his sincer 
gratitude to Dr. M. Fukaya, chief of our 
laboratory, for his continual help and advice 
during this work. He is greatly indebted also 


1 = 
This paper was presented at the annual meeting of the Entomological Society of Japan, Tokyo, , 


Octocer 1954. 


2 Mamestra is used in U.S.A. as the generic name of this species. 
Received for publication, September 18, 1957. 
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to Dr. E. Babbott, International Christian 
University, Tokyo, for her helpful advice 
in the preparation of this manuscript. 


MATERIALS AND METHODS 


Preparation of acetone powder of insect 
eggs. The eggs at several different stages of 
embryonic development were homogenized | 
with 50 holds of cold acetone (—10°C) in a) 
glass homogenizer. The homogenate was: 
separated by centrifugation at 3,000 r.p.m. 
for 5 minutes. The precipitate was ieft at: 
room temperature until the acetone had| 
evaporated. | 

Preparation of rabbit brain acetone bowder:. 
After decapitation, the rabbit brain was 
weighed as soon as possible, and homogenized 
with 20 holds of cold acetone in a Waring- 
Biender. After the homogenate was separate 
by filtration with a Buchner’s funnel, th 
resulting precipitate was washed twice wit 
coid acetone, and the acetone was evaporate 
at room temperature. 

Preparation of crude coenzyme A. Crude 
coenzyme A (CoA) was prepared from rabbit 
liver according to the method described by 
Lipmann and Kaplan (1948). The liver was 
weighed as soon as possible after decapita-| 
tion and minced with 2 holds of distilled 
water in a Waring-Blender. The mincec 
liver was boiied for 5 minutes, chilled wit 
ice, and then filtered by Buchner’s funnel. 
The filtrate was adjusted to pH 2.0 with 3N 
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_HCi, 20 holds of cold acetne were added, 
and it was kept in a chiil box for 15 minutes. 
After centrifugation for 10 minutes at 3,000 
r.p.m., the resulting precipitate was washed 
twice with cold acetone. Then acetone was 
» evaporated under vaccum desiccation. The 
_Lipmann’s unit was not determined in the 
present experiments, but it is expected from 
_ the other series of experiment that the num- 
ber of unit is 0.3 to 0.5 per mg of dried 
precipitate. 

Dialysis. Dialysis was cariied out at 2°C 
- with 0.08 M KCI froma celophane membrane 
for 8 hours, then large excess of cold acetone 
was added to the residue. The yielding 
precipitate was washed twice with cold 


| acetone. Then, acetone was evaporated under 
vaccum desiccation. 


Reaction mixture. The proportion was 
essentially the same as that shown in a 
|| previous paper (YUSHIMA, 1957) except that 
| the concentration of ATP. Reagent A con- 
} tained 0.08 M KCl, 0.04 M NaCl, 0.004 M 
MgCi,, 0.032 M Na,HPO,, 0.008 M KH,PO,, 
+ 0.003 M eserine-S and 0.06 M cystein-Cl. 
| Reagent B contained 0.01 M choline-Ci, 0.02 
| M Na-acetate and less than 0.04 M ATP- 
} Na. (ATP-Ca was prepared from rabbit 
| muscle using the method of Szent-Gyérgyi 
(1948), and transformed to ATP-Na using 
| an ion exchange resin. The originai concent- 
“ration of ATP-Ca was about 0.04 M, how- 

ever, the concentration of yieiding ATP-Na 
| was not determined in this experiment. ) 
_ Ten mg of acetone powder was extracted 
with 5 mi of reagent A, and centrifuged for 
| 5 minutes at 3,000 r.p.m.to remove precipi- 
{ tate. The an equivalent volume of reagent B 
"was added to the supernatant liquid. The 
| reaction was carried out at 37.5°C and at 
pH 6.8 for 50 minutes. 

Detection of ACh. The biological method 
| using an eserinized frog rectus was employed 
| for the detection of ACh (Fuyu & CHINO, 
! 1955). The method has also been described 
ina detail in previous paper (YUSHIMA, 1957). 


RESULTS 


The determination of ACh produced by 
| the reaction was carried out at each 10 
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minutes from 10 to 50 minutes after incu- 
bation. In Tables listed in this paper the 
abbreviation (+) indicates that the increase 
of ACh content was observed in reaction 
mixture during the incubation, and (—) indi- 
cates that no change occurred in ACh vaiue 
during the course of incubation. 

The results of quantitative experiments 
will be reported in future papers. 

Preliminaly experiment using rabbit prepa- 
ration. The results are summarized in Tablel. 


Table 1. Preliminary experiment on 
acetylcholine synthesis by acetone 
powder prepared from rabbit tissues. 


3 Detection 

Enzyme preparation of ACh 
Acetone powder of rabbit brain + * 
Crude CoA + ー * 


Dialyzed acetone powder of rabbit brain — 
Diaiyzed acetone powder of rabbit brain % 
plus crude CoA 


* Abbreviations defined in the text. 
+ Ten mg of crude coenzyme A was used. 


The results showed that coenzyme A (CoA) 
contained in the acetone powder of rabbit 
brain was completely removed by dialysis 
for 8 hours, and that the crude CoA prepared 
from rabbit liver did not contain any traces 
of choline acetyiase (ChAase). Because the 
ACh synthetic activity of the dialyzed ace- 
tone powder of the rabbit brain was reacti- 
vated by addition of crude CoA, it is ap- 
parent that ChAase remained in the dialyzed 
acetone powder of the rabbit brain. In the 
following section, the term “CoA” means a 
crude coenzyme A prepared from rabbit 
liver and “ChAase” indicates the dialyzed 
acetone powder of the rabbit brain. 

Synthesis of ACh by acetone powder of insect 
eggs. The experiments were performed under 
design indicated in Table 2, where the results 
were also summarized. 

As has been reported previously from 
studies on ACh synthesis by extracts of the 
fresh eggs CYUSHIMA, 1957), the acetone 
powder prepared from the eggs within 20 
hours after oviposition could not synthesize 
ACh at all. The activity of ACh synthesis in 
the acetone powder was effected by adding 
ChAase, but the addition of CoA had no 
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effect. These results lead to the following 
conclusion that CoA is present but ChAase 
is lacking in the eggs for the first 24 hours 
after oviposition. 
Table 2. Synthesis of acetylcholine by 
acetone powder prepared from eggs 


of the rice stem borer and the 
espa armyworm 5a 


Age of egg (after 
: Adding oviposition) 
Enzyme preparation 
; enzyme 15~20 h60~80 h 
: none | — + 
rice stem (ex | if “i 
Acetone | borer egg \GhAase* + ee 
powder 
of cabbage none — + 
armyworm |¢ CoA | = ae 
egg ChAase + 十 
rice stem aig - | 2 
Dialyzed | borer egg eae, Vrs, ae oe 
acetone | | 
powder of cabbage none | = = 
armyworm |( CoA ee + 
egg | ChAase ー | = 


i ‘defined in the text, and abbreviations 
(+) and (—) are detailed in the text. 


The acetone powder prepared from later 
stages of eggs, 60~80 hours after oviposition, 
had a synthetic activity of ACh. The activity 
was lost by dialysis for 8 hours, and the lost 
activity was reactivated by adding of CoA. 
Accordingly, the diaiyzed factor might be 
CoA itself. 

These results were also supported by the 
experiments showing in Table 3. The dia- 
lyzed acetone powder prepared from the 
eggs of early stages did not show the 
synthetic activity even the dialyzed acetone 
powder of the later stage eggs was added. 


Table 3. Synthesis of acetylcholine by 
acetone powder prepared from eggs 
of the rice stem berer and the 


cabbage armyworm (IL). 


Dialyzed acetone 


Acetone 0 of 
powder of powder of ACh 


ーー 
Rice stem as plus 60~80h 
borer 60~80h Dee 15~20h . + 


(15~20h plus 60~80h 
60~80h plus 15~20h + 


Cabbage 
armyworm 


The abbreviation (h) ipdieates number of hours 
after oviposition, and (—), (+) in Det. of ACh 
are defined in text. 
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On the other hand, the activity of the dia- 
lyzed acetone powder of the later stage egg 
was recovered completely, when the acetone 
powder of early stage undialyzed was added. 


DISCUSSION 


Smallman (1956) reported that the synthesis 
of ACh in the extracts of acetone powder 
of blowfly head, Luczlia szricata, was shown 
to proceed by a two-step process; in the first 
step, an intermediate conforming with prop- 
erties of acetyl CoA is formed under the 
presence of CoA, ATP, and acetyl-groups. 
The second step, involves the acetylation 
of choline, catalyzed by the terminal enzyme, 
ChAase. In this experiment, the eggs of the 
rice stem borer and the cabbage armyworm 
also required CoA and ChAase for synthesis, 
and formed ACh under the presence of 
choline, ATP and acetate. 

Augustinsson and Grahn (1954) have pre-. 
sented evidence for two unidentified choline: 
molecules beside ACh in the head of hony, 
bee. In contrast to their result, Chefurka) 
and Smallman (1955 ; 1956) determined thatt 
the extracts from the house fly, Musca: 
domestica, contained only one ester of cho-: 
line. This choline ester shown to be identical 
with ACh by many methods. includin 
infrared spectrophotometry. In previous 
papers, it has been suggested that the hig 
amount of ACh-like substance contained i 
the eggs of the rice stem borer and th 
cabbage armyworm might be ACh itself, 
conclusion based on the chemical or phar- 
macological action, and on the knowledge 
of the relationships between quantitativ 
fluctuation of the ACh-like substance and the 
changes of the cholinesterase (ChEase) ac- 
tivity during the embryonic development 
(YUSHIMA & Cuno, 1953; CHINo & Yusuima, 
1953, 1954). ACh in these eggs is not found i 
the first 20 hours after oviposition, a fact in 
good agreement with the changes of rate oj 
ACh synthesis 72 vitro during the embryonic 
development (YUSHIMA, 1957). In the present 
paper, the reason why the early stage eggs 
had no the synthetic activity is suggested. 
That is, though the early stage eggs had 
CoA even at the time of oviposition, there 


ト Consequently, 
i’ the first appearance of the ChAase and 
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is no ChAase within the first 20 hours after 
eviposition. In conclusion, there is no doubt 
that the insect including the egg contains 
ACh as a choline ester. 

The type of fluctuation of ACh in the 
eggs of the insects can be divided into three 
types. The first type is characterized by high 


amounts of ACh in some embryonic stages, 


for example, the eggs of the rice stem borer 
and of the cabbage armyworm, etc. (Yu- 
SHIMA, 1956). The second type was found 
recently by Chino (1957), in the egg of the 
silkworm, Bombyx mori, He found that the 


| early stages of the egg contained no ACh, 


but with the differentiation of the nervous 
System he found ACh in concentrations of 
only few gammas per gram of fresh material 
even at the maximal level. The third type 
was observed in the egg of the paddy borer, 
Schoenobius inceltulas. where the combined 
form of the first type and the second tpye 
was observed clearly (YUSHIMA, 1956a). In 


| the first types, it is possible that additional 
/ ACh resulting from the differentiation of the 


nervous system may also appear, but this is 
too difficult to distinguish experimentary. 
The fluctuations of ACh and the related 
factors were presented in diagramatically in 
Pigs. 1~3. 

In the first type, ChAase was found in 


| earlier egg stages than ChEase. On the con- 


trary, the appearance of ChAase in eggs 
belonging to the second type was roughly 
Same that of ChEase (CHINO, 1957). In a pre- 
vious paper it has been shown that the first 


"appearance of the ChEase in the eggs of 


the Lepidopterous insects had no relation 
to the diferentiation of the neuroblast (CHINo 
& YuSHIMA, 1954). Recently, these results 
were supported by the results obtained from 
the peach tree borer, Sannionidza exitiosa, 
and the large milkweed bug, Oncopletus 


[faciatus (Smiru, 1956), where the first ap- 
) pearance of ChEase was detected at two and 


one days prior to hatching, respectively. 
the difference in timing of 


ChEase caused those different forms in the 


. fluctuations of ACh content already men- 


tioned above. (The diagram for the third 
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acetylcholine in insect eggs. 
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type presented in Fig. 3contains the spec- 
ulations because the experiments are in- 
complete.) 

In a previous paper CYUSHIMA, 1956), the 
author suggested that the fluctuation found 
in the first type does not bear any relation- 
ship to the nervous system but that in the 
second type is closely related to neural 
development. It seems to be that the fluc- 
tuation found in the second type has no 
connection with the rate of activity of ACh 
synthesis or the activity of Chase. 


SUMMARY 


1. Coenzyme A and choiine acteyiase are 
essential for the synthesis of acetylcholine 
in the eggs of the rice stem borer, Chilo 
suppressalis,and of the cabbage armywarm, 
Barathra brassicae. 

Zz. The absence of synthetic activity of 
acetylcholine in these eggs of early stage is 
due to the lack of the terminal enzyme, 
choline acetylase, nevertheless coenzyme A 
is present during the course of their embry- 
onic development. 

3. The fluctuations of acetylcholine and 
the related factors in the eggs of insects are 
shown in diagramatically. 
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要 


ニカ メイ チュ ウ お よび ヨトウムシ ジ シ の 卵 た お ける 肥 子 発育 た に 伴う 


コリ ン ア ャ セ チラ ー ゼ の 出現 と アセ チル コリ ン 合 茂 8 EO TLE DBA 


w lI 


iid メイ チュ ウ お よび ヨコ トウ ムジ の 産卵 後 時 間 以 内 の 
卵 で は , ア セチル コリ ン が 発見 で きず (Cmrno & Yusuma, 
ee HIE 27 VY Y Satae 0 TS 
1957), AME Cid C OMMITOUV CHAU. 

すなわち , Bice 647eXFvsayYOSMTe ITH 

の 動物 で すでに 知ら れ て いる よう に , coenzyme A と, 
反応 を 完結 させ る Choline acetylase Dm ODDS 
絶対 に 必 要 で ある 。 と ころ が , 産卵 後 24 時 間 以 内 の 卵 


農林 省 農 業 技術 研究 所 


健 


に は coenzyme A は 存在 する の に choline acetylase 
は この 時 期 以 後 と な っ て 出現 し , これ に K 伴 っ て 同時 に 9! 
ャ チル コリ ン 合 成 能 る 生じ し て くる こと を 確か め た 8。 

上 記 の 事 が ら を 根拠 と し て , 今 ま で に 見 出さ れ て いる 
昆虫 卵 の 腺 子 発育 に 伴う アセ チル コリ ン の 消長 (Carmo 
& Yusigma, 1953; Curno, 1957; Yusurma, 1956, 
1956 a) を 三 つ の タイ プ に わけ , TNED=STOD7 ATF 
の 現われ る 理由 を 図式 的 に 示し た 。 


INTRODUCTION 


Roughiy speaking, the integument of jep- 
} idopterous iarvae in generai consists of 
} sclerotized and membranous parts throughout 
the entire body. The thorax and the abdomen 
-are differentiated into hard scierites, alter- 
| nating with soft intersegmentai membranes. 
| The thoracic legs are composed of a number 
| of scierotized limb segments, each connected 
|, with the membranous joint or the articular 
|, corium. Even the abdominai iegs are consi- 
} dered to be true segmentai appendages con- 
) sisting of rings of scierotic piates and mem- 
| branes. Ail the membranous parts are soft 
} and thrown somewhat into foids in an 
| unstretched state and are commonly regarded 
-as providing flexibility and stretching. 

In the present article the results of obser- 
vations using the larvae of the rice stem 
borer, Chilo suppressalis WALKER, are re- 
‘corded by which it is demonstrated that the 
‘sclerotization is wanting in the cuticies of 
the membranous parts, that the epicuticle 
is different in its properties,and in reijation 
[tol these properties the rate of entry of liquid 
insecticides is more rapid in or near the 
membranous parts than in the scierotized 
“regions. 


i} 


| 


i STRUCTURE OF CUTICLE 


Sclerites of trunk. In stained paraffin sec- 
“tions epicuticie,exocuticle and endocuticle 
“are readily recognizable in the cuticle of each 

sclerite of the thorax and abdomen. The 
| epicuticle is seen as a thin border iine stained 
| brown with Heidenhain’s iron haematoxylin 
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and vividly red with Maliory’s tripie stain. 
The endocuticle on the other hand, stains 
blue with the latter but not with the former. 
The exocuticie resembles the epicuticie in 
staining reactions but is weaker in strength 
€Figs 1): 


Fig. 1. Longitudinal section through the 
abdominal scierite. cem. cement 
layer; endoc. endocuticle; exoc. exo- 
cuticle. 


endoc. 


LL a 


Fig. 2. Longitudinal section through the 
arthrodial membrane. cem. cement 
layer; endoc. endocuticle; epic. 
epicuticle. 


Two layers seem to be distinguishable in 
the epicuticie of sclerites, i.e., outer layer 


the 1 Aided by a grant from the Scientific Research Expenditure of the Department of Education. 
Received for publication, September 24, 1957. 
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which like exocuticle is strongly positive to 
haematoxylin and to osmic acid and an inner 
layer where both the reactions are weak. 
Both layers, however, give equally strong 
positive reactions with the Milion and xan- 
thoproteic tests. Recently Takahashi (1956) 
has proved in the silkworm that these two 
layers of epicuticle represent the paraffin 
(corresponding to outer or lipoid epicuticle 
of some authors) and the cuticulin layer 
(corresponding to inner or protein epicuticle) 
respectively. The cement, wax and protein 
layers are completely dissolved during various 
treatments in the preparation of paraffin 
sections. Judging not only from the staining 
reactions but also from the structural posi- 
tion, the two layers found in the epicuticle 
of the present caterpillar will no doubt cor- 
respond to the paraffin and cuticulin layer. 
Like the same layer of Periplaneta (DENNELL 
& Matex, 1955), the paraffin layer is not 


affected by the extraction of fat solvents, 
and even after this treatment it still stains 
with Sudan black B. These properties sug- 
gest the presence of firmly bound lipid. 
Intersegmental membranes of trunk. ‘The 
informations gained here on the structure of 
cuticle in the intersegmental membranes of 
the body trunk of the rice stem borer fully 
agree with those given by Denneil and Malek 
(1954, 755) in the studies of the cockroach 
or by Takahashi (1956) in the silkworm. In 
longitudinal sections, the sharp infolding of 
the cuticle beneath the posterior margin of 
each sclerite, marks the beginning of the 
transition from the sclerite condition to that 
of the arthrodial membrane. It is lighter in 
color and more flexible than the scierite. 
The arthrodial membrane consists only of 
epicuticle and endocuticle. The exocuticle 
is not seen (Fig. 2). Here the epicuticle is 
also a thin bounding membrane. The endo- 
cuticle, however, differs from that of the 
sclerite in its greater thickness. Consequently 
the cuticle of the arthrodial membrane is 
much greater in total thickness than that of 
the sclerite. In an example of measurement, 
the total thickness of the cuticle is 31.2u 
(represented only by the thickness of endo- 


cuticle) in an arthrodial membrane in 
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contrast with 17.2” ina tergite region (exo- 
cuticle 3.8 and endocuticle 13.4). In the 
transitional regions between the sclerites and 
the arthrodial membrane, the exocuticle 
appears to be a progressively thinning layer 
merging ultimately with the epicuticle, as 
summarized in diagram form in Fig. 3. 


ost, scler. 


(3) 
arth. ER 


i 
x 


ee ; 
ant. soler. 


Fig. 3. Diagramatic view illustrating the 
arrangement of the sclerites and in- 
tersegmental membranes in the longi- 
tudinal section through the dorsal 
abdominal cuticle. The regions illus- 
trated in the sections of preceeding 
figures are indicated by (A-Fig. 1) 
and .(B-Fig. 2). 


It is worthy to note that the double layers 
of epicuticle clearly distinguishable in the 
sclerite, can not be detected in the arthrodial 
membrane,and that the reactions indicating 
the presence of lipid and protein by means: 
of osmic acid or of the Millon and xantho-. 
proteic tests are less intense than those in 
the sclerite. 

Thoracic and abdominal legs. In the lep- 
idopterous larvae the free part of the thoracic 
legs comprises in general four movable seg- 
ments (femur, tibia, tarsus and claw-like 
pretarsus). Ail the joints between the seg- 
ments are membranous rings of the leg wall 
cailed articular corium (or membrane). The 
abdominal legs of lepidopterous larvae are 
said by embryologists to be developed fro 
limb rudiments in the embryo that corre- 
spond to those of the thoracic legs. They 
appear, therefore, not to be mere musculai 
outgrowths but true segmental appendages. 
Each leg consists of four parts. Proximally 
there is a ring of flexible membranous in, 
tegument ; beyond this there is a long cyl! 
indrical sclerotized section ; distally the leg 
ends by way of a small area of membranou: 


ring in a refractile lobe called planta whict 
bears the crochets. / 


——-} Outer side 


Fig. 4. Longitudinal section through the 
cuticle of a thoracic leg. Posterior 
view. In this and succeeding figures 
regions consisting of epicuticle and 
exocuticle are indicated by a thick 
border line, while regions where exo- 
cuticle is absent are written with a 
slender line. 


| popterior 
"> park 


Fig. 5. Longitudinal section through the 
cuticle of an abdominal leg. Lateral 
view. a-m. tergite; b-1. dorsopleural 
line, c-k. pleurite; d-j. proximal 
membranous part; e-i. sclerotized 
cylindrical part; f-h. distal membra- 
nous part; g. terminal end of planta. 


Posterior 
> - 
part: - 


Fig. 6. Longitudinal section through the 
cuticle of a caudal leg. Lateral view. 
Abbreviations as in Fig. 5. 


2 Very thin amber-col 
seems to be distinguis 
thoracic leg (Fig. 4). 
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The structural relations of cuticies between 
the sclerotic and the membranous parts of 
both thoracic and abdominal legs are quite 
in accordance with the foregoing observa- 
tions between the sclerite and the interseg- 
mental membrane of the body trunk. The 
cuticles of all the segments of thoracic legs? 
and of the cylindrical sclerotic sections of 
abdominal legs are composed of epicuticle, 
exocuticle and endocuticle, while in the ar- 
ticular membranes of thoracic legs and in the 
membranous parts of abdominal legs, the 
exocuticle is absent (Fig. 4 and Fig. 5). 
Besides this, there are indeed marked sim- 
ilarities between both regions in the con- 
struction of epicuticle, in the thickness of 
endocuticle, in the progressive disappearance 
of exocuticle in the membranous parts to- 
wards the surface in passing away from the 
sclerotized parts and in the strength of 
reaction proving the deposits of lipids and 
proteins. 

It is evident that the cuticle of the distal 
end of the planta of the abdominal legs, 
from the first to the fourth, is composed of 
three layers, but that in the terminal end of 
the fifth or caudal leg the exocuticle appears 
to be wanting (Fig. 6). 


ENTRANCE OF INSECTICIDES 


Experiments were conducted with the 
assumption that the entrance of insecticides. 
or the penetration of liquids in general 
might have some connection with the struc- 
tural differences of the larval cuticle thus 
far mentioned. Droplets of 5 gl commercial 
oil emulsion of BHC (containing 10% gamma- 
hexachlorocyclohexane) and of 1yl Folidol 
(containing 46.6% 0, 0-diethyi-0-para-nitro- 
phenyithiophosphate) were applied top- 
ically to the following areas of integument 
to find the difference in the speed of pen- 
etration as judged by the induced paralysis. 
or death of the test larvae: — 

Dorsal, subspiracular and ventral lines in 
the middle portion of the second thoracic 
and third abdominal body segments ; dorsal 


ored exocuticle which shows little affinity to haematoxylin and acid fuchsin 
hed from the underlying colorless exocuticle in the sclerotic region of each 
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lines of the intersegmental membranes from 
the second thoracic (between the second and 
third thoracic segments) to the fourth ab- 
dominal segments; openings of the first tho- 
racic and the fourth abdominal spiracles ; 
central regions of outer side of the second 
thoracic, the third and the fifth (caudal) 
abdominal legs. 

For topical application a microsyringe was 
built from a hypodermic one, the plunger 
of which can be depressed by a micrometer 
screw-head. Though the oil emulsions ap- 
plied were too viscous to be delivered accu- 
rately from the fine glass capillary which 
was attached to the needle of the syringe, 
the desired amount could always be obtained 
by selecting the length and width of the 
capillary and by learning the knack of 
handling the screw-head. Immediately after 
treatment the animals were transferred in- 
dividually to a smail Perti-dish kept at 13~ 
15°C to observe the speed of intoxication. 
The droplets sometimes fell off from the 
site of application by contact with the wail 
of the dish. Such results were omitted in 
the treatment of the data by the stochastic 
method of Smirnoff. The symptoms of poi- 


Table 1. 
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soning, such as a latent period, excitation, 
ataxia, convulsion, paralysis and death which 
are generally recognizable clearly in active 
insects, are difficult to distinguish accurately 
in this sluggish caterpillar. In the experiment 
of BHC the time necessary for death was 
observed by determining the loss of response 
to tactile stimulation. But as variations 
among individuals were great in this case, 
the timelapse of onset of the first violent 


convulsion of the entire body was observed © 


with the use of Folidol. 
The experiments 


were conducted from 


November to December of 1953 (BHC) and > 
1954 (Folidol), using the larvae in the be 
ginning of the hibernation period. Table 1 
gives the average time of death (BHC) or of 
convulsion (Folidol) occuring in 15 to 30 


individuals for each experiment. 


Relations between the site of application — 

. . . . a -H 

and the rate of poisoning in both insecticides | 
run parallel to each other. In BHC no differ-— 


ences were found in 99% level of confidence 


in the intoxication of the three areas of the 
thoracic sclerite, six intersegmental mem-_— 


branes, spiracles and legs of thorax and 


abdomen, except in the ventral and lateral ' 


Toxicities (time in minutes) of commercial oil emulsions of BHC (5 gl) 
and Folidol (141) applied topically to the larvae of Chilo suppressalis. 


| BHC Folidol Average 
Site of application roe | | 
| ia S ? S BHC | Folidol 
= = | sh | 
ee Il. sezm., dorsal | 128.4 | 25.4 139.8 6.9 | 
Se 1 ventral | 116.0 | 22.9 129.4 8.8 1290/3") 18453 
/ lateral tM | 14.8 133.7 (ES 
tata wal Il, segm., dorsal ST 2 144. 8 Gaal 
eoleri¢e Wi ventral 140.4 IAS 153.4 yy 131.9 141.5 
” lateral tons 14.6 | 126.2 71 
| It. thoracic 108.5 | ‘eet 115.7 3.9 | 
| ll. ” HHS30 | kts 118.2 20 | 
Intersegmental | I. abdominal b 10758 | “Tey 1172 7.4 | 
人 pire er | -a13°3 | Sie ea “| m24 | 1182 
| Wm. ny Pets 15.3 121.8 One 
Iv. // | 114.3 21.9 — — 

: L. thoracic 87. 6 10.3 65.6 | 6.5 j 
sole IV. abdominal 97.3 た を es eee 
Il. thoracic 97.3 18.8 78.3 6.7 -| 
Leg I. abdominal 92.6 17.2 76.7 8.0 } 95.0 is 

Vv. y | 158.7 | 19.2 114.0 4.7 158.7 114.0 


ャ =Mean value S=Standard deviation 
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| areas of the abdominal sclerite and of the 
| caudal and the other legs. In Folidol no 
| discernible differences could be found either 
) in intersegmental membranes or in spiracles 
| and the legs. But differences seem to occur 
j in the thorax, abdomen and between caudal 
j and the other legs. 

| The entire integument of the larval body 
j may be divided roughly into five parts with 
) respect to the speed of intoxication. These are 
|) body sclerites, intersegmental membranes, 
| spiracles, thoracic and abdominal legs and 
The results of the stochastic 


| we obtain the order of the reg oe suscep - 
| tibility to insecticides in the larvae. 
Spiracles=thoracic and abdominal legs= 
) intersegmental membranes >body sclerites> 
} caudal legs for BHC; 

Spiracles=thoracic and abdominai legs > 
intersegmental membranes=caudal legs > 
| body sclerites for Folidol. 


Table 2. Differences of significance in the 
average rate of intoxication caused by 
topical application of BHC and folidol 
to the five principal areas of larvai 
body of Chilo suppressalis. 
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of cuticle to liquids is completely washed 
away during the preparation of paraffin 
section. Accordingly, the speed of argentaffin 
reaction was compared in various parts of 
cuticle. The intact insects which had been 
washed thoroughly in distilled water to be 
freed from dirt was immersed in 0.5% soiution 
of silver nitrate for varying lengths of time, 
and was transferred to tap water under the 
sunshine after the removal from the solution 
in distilled water. Prominent granules of 
deep brown believed to be induced by the 
reduction of silver are visible microscopically 
in a layer or layers beneath the transparent 
surface of the cuticle. It is not known to us 
exactly where these granules are formed, 
but it is highly probable that the site is a 
iayer or layers which lie under the layer of 
wax. So the speed of the reaction will rep- 
resent roughly that of the silver solution 
passing through the wax layer, although it 
may depend to some extent on the amount 
of polyphenois deposited or on the substances 
responsible for the production of the brown 
stain. Table 3 gives the result. 


Table 3. Formation of brown granules in 
the cuticle of Chilo suppressalis larvae 
immersed in 0.5% solution of AgNO; 
for various durations. 


Liquid BHC Folidol 


eee ete Pe ls boop ltr 


A +@M4+O+M 7H +O+O+O+Q 
B | |-@)|-@+a)) j++ )|-@) 
C |= G+) -6) +0) 
D + GS 


A=Body sclerite B=Intersegmental membrane 
C=Spiracle D=Thoracic and abdominal legs 
E=Caudal leg. Numbers in parenthesis 
denote the level of significance. 


ARGENTAFFIN REACTION 


Comparing the histological structures of 
the cuticle, relying only upon the paraffin 
| section, appears to be insufficient to inquire 
' into the cause of its local difference in the 
Penetration of insecticides, since the wax 
) layer of epicuticle which is believed to be 
| phe most responsible for the impermeability 


Duration of immersion, min. 

Part = = 5 
10 | 15'| 20 | 39 | 60 
Head mcr ste stag bil Fae | rete ie 
Body sclerite — ー — + + 
Interseg. memb. | + 4 oh a sae Ht 
Leg (RSE Sey EET ES VTE | Ht 


— No granules formed, + Rarely, + Somewhat 
densely, Ht Very densely. 


The whole integument is stained completely 
black if the insect is soaked more than 3~4 
hours, while such region as body sclerite 
will not produced any granules if immersed 
less than 20 minutes. This fact will indicate 
that the result shown in Table 3 represents 
the difference in the speed of penetration of 
the silver solution through the wax layer. 

No recognizable difference, regional or 
segmental, could be detected in the body 
sclerites and intersegmental membranes. This 
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was also the case with all legs. The forma- 
tion of the granules takes place very rapidly 
in the intersegmental membranes and the 
legs, but very slowly in the body sclerites. 


DISCUSSION 


It may be generalized from the foregoing 
statement that, with an exception of spira- 
cles, the drops of insecticides applied directly 
or nearly so to the membranous parts of 
the integument kill the larvae with greater 
rapidity than those applied to the sclerotized 
parts. When applied to the intersegmental 
membrane or to the leg, the drop either 
runs quickly into fold and readily reaches 
the arthrodial membrane or spreads over 
articular membrane or membranous ring (of 
abdominal leg). 

This may be due to the difference of per- 
meability of the liquids to these two regions. 
The rapid passage through the membranous 
parts is perhaps due to the absence of exo- 
cuticle as well as to the properties of the 
epicuticle in those regions. Denser structure 
of exocuticle brought about by the deposi- 
tion of the hardening substances that form 
the sclerites will affect the rate of the entry 
of the liquids. Though some authors say 
that impermeability to water is independent 
of sclerotization in the cuticle (see for exam- 
ple WiGGLESWoRTH, 1948), the relationship 
has not yet been satisfactorily developed in 
literature (see RICHARDS, 1951). 

che result of the experiment on thesar- 
gentaffin reaction leads us to conclude that 
the wax layer in the membranous parts are 
not identical, either in thickness or in physico- 
chemical property, with that in the sclerotic 
parts. This layer constitutes the most effective 
barrier to the passage of liquids in this 
insect (Korpsumi, 1951, 52). The reactions 
proving the presence of lipids and proteins, 
especially of the former, in the epicuticular 
layers visible in the paraffin section are 
measurably weaker in all membranous parts 
as compared with those in sclerotic regions. 
The differential properties of the cuticulin 
layer of both parts were fully discussed by 
Dennell and Malek (1955) in Periplaneta, 
according to whom a basal protein matrix 


Valo NO 


of the layer remains unmodified in the 
arthrodial membrane, but becomes densely 
impregnated in the sclerotized regions with 
lipid and a further protein possessing an 
aromatic group. Such a difference will also 
explain the differential permeability of both 
regions. Though any definite restrictive 
functions to the passage of liquids have not 
hitherto been assigned to sublayers other 
than that of wax, but in recent years it was. 
clearly proved by Richards et al (1953, *57) 
that the water barrier is located in the inner 
epicuticle (=cuticulin layer) in fly larvae 
possessing no wax layer. 

As for the special slow rate of permeabilitys 
we saw in the integument of caudal legs, 
we can not find any specific mechanism at 
present, though it is not impossible to make 
some speculations. 


SUMMARY 


1. The cuticle of the membranous parts 
such as arthrodial membrane of body trunk, 
articular corium of thoracic legs and the 
membranous ring of abdominal legs of the 


larvae of the rice stem borer, Chilo suppres-. 
consists of epicuticle and 


salis WALKER, 


endocuticle, but sclerotized exocuticle is 
absent. 
2. The epicuticles in all membranous 


parts are different in properties from those 
in sclerotized regions, namely, the wax 
layer is believed to have such a property and 
a thickness as to make the passage of liquids 
easier and the reactions to prove the presence 
of lipids and proteins in the outer (paraffin) 
and inner epicuticle (cuticulin) are both. 


weaker compared with those of sclerotized | 


regions. 
3. The rate of entry of insecticides ig) 


generally faster through the cuticle of mem- | 


branous parts than that of sclerotic regions. 
Topical applications of oil emulsions of BHC: 
and Folidol made on various areas of integu- 
ment resulted in the development of toxic’ 
symptoms of the larvae in the order of the 
rate of permeation, spiracles=thoracic and 
abdominal legs intersegmental membranes 
caudal legs >body sclerites. ‘ 

4. Such differential penetrability of in- 
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secticides may be due to the differences in 
the structures and the properties of the 
cuticle of the body regions as described 
above. 
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| 1) 物質 の 遂 過 性 に 関し て , ニカ メイ チュ クウ (お そら 
| $2. OMA SI) ORGS, 総括 的 に みて , BERD 
} (sclerotized part) と 膜 状 部 (membranous part) に 
} D514.) GABE + HOARE + Hale 7s COB RAID Rig tk 
上 前 者 に 属す る が , CNEOMML MAL Bon CMA 
| Goint) は 激 色 で 屈伸 性 に 富み な , WdDDS IIB Se 
る 。 幼 中 の 腹 肢 る と この よう な 硬 皮 部 と 膜 状 部 か ら で き 
| aia 

Wie 2) RMEOAFTZYORR, ハイ デン ハイ ン の ヘ へ マ 
| 国 導 キシ リン や ゃ マロ リー の 方 法 で 染め て みる と , ERO 
| 角 皮 に は 表 角 皮 Cepicuticle)・ 外 角 皮 (exocuticle) - 
| APs (endocuticle) の 3 部 分 が 区 別 さ れる が , MAR 
PCC D5 ち 外 角 皮 と 称す る 部 分 が 存在 し な い 。 し か 
痢 この 部 分 の 内 角 皮 は 硬 皮 部 より も か えっ て 厚い 。 

3) RALOMM 6 EMC ORME RA SN 
[Bo TD DMMOMT OMIC 203 3 RAE MHD 
) HRMS RI SL, 皮膚 の 物質 通過 和 制限 の 最大 責任 
部 位 と 考え られ る 帳 賠 膜 状 部 で は 
上 硬 皮 部 より も 液体 を 容易 に 通過 させ る よう な 性 質 が 存在 


(wax layer) に は , 


高 橋 OR it 
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$4U, SRAIT 1 YOMRICMRS 6 AFT 4 Ye 
(paraffin layer) と クチ クリ ン 層 (cuticulin layer) の 

リピ ッ ド な ら び に 令 和 白 に 対す る 反応 は 硬 皮 部 で は 膜 状 部 
より 明らか に 強い 。 

4) 皮膚 の いろいろ の 部 分 に BHC や ホリ ドー ル の 徴 
滴 を 塗布 し , 幼虫 の 中 毒 死 あ る い は けい れん 発現 に 至る 
時 間 を は か る と と に よっ て , 皮 情 の 部 位 に よる 薬剤 透 財 
性 の 速度 を 比較 し て , 次 の 順位 の ある と こと が わか っ た 。 

気 門 = 胸 腹 肢 > 胴 部 節 間 膜 > 尾 肢 > 胴 部 環 節 本 体 

すなわち 気 門 を 別 じ すれ ば , 一 般 に 膜 捧 部 また は それ 

K 近 接し た 部 分 で は GRO RRMICES ¢ ATE Biche 
状 部 に 拡散 する ), 硬 皮 部 に くら べ て , 薬剤 の 透 入 は い 
ち し る し さく 速 いこ と が わか る て ( 尾 脚 は 他 の 脚 に くら べ て 
お そい が この 原因 は よく わからない )。 

5) この よう に 膜 状 部 に お ける 薬剤 透過 性 の 大 きい こと 
と は , COMADARICHAREK( Ct, 表 角 虚 の 性 
質 に 差異 の ある こと が 大 き な 原 因 と な っ て いる の で は な 
いか と 思わ れる 。 


Further Notes on the Prothetely in the Rice 


Stem Borer, Chilo suppressalis WALKER 


By Masatsugu Fuxaya and Isoko Hatrori 


National Institute of Agricultural Sciences, Nishigahara, Tokyo 


It is generally recognized that there are 
various types of prothetely in insects respond- 
ing to degrees of upset in the balance of 
hormones which control metamorphosis or 
moulting. 

In the previous paper(FuKAYA & HATTORI, 
1957), a kind of prothetely which shows 
slight abnormalities in morphological char- 
acteristics was described in detail. Recently, 
another type of prothetely which seems to 
be more developed towards pupa than the 
above mentioned was obtained during the 
experiments where the so called “active pro- 
thoracic glands” from the cabbage army 
worms were implanted into diapausing larvae 
of the rice stem borer (FUKAYA & MITSUHA- 
SHI,- 1957). 

In this prothetelic iarva many notable 
variations are found on head and the terminal 
segments of abdomen. The deformation of 
each sclerite of head seems to indicate a 
process of transformation from larva to pupa, 
while varied terminal segments of the abdo- 
men have rather pupal characteristics. 

The results of the morphological compar- 
ison in the prothetelic larva with the normal 
-Jarva and pupa are as follows: 

Normal larva 

Head (Figs. 1~2). The head is heavily 
chitinized, each epicranium (ep) bears eleven 
primary setae and six ocelli (oc). The front 
(Cf) reaches about two-thirds of the distance 
to the vertical sinus. It has two setae at 
about one-third the distance from the base 
and a pair of frontal punctures (fp) between 
them. The front and epicrania are separated 
by a pair of narrow adfrontal sclerites (af), 
each of which has two setae at the upper 
part. The clypeus (cl), bordering of the 
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lower side of the front, is divided into two 
sclerites and bears four setae on the upper 
portion (post-clypeus). 

The antenna (a) consists of three segments 
and a large membranous cone at the base} 
the first is often retracted into the basaf 
cone. [he second segment has an antennai 
pore on the upper outer side, a long seta 
and short hair at the outer end; the distal 
end is membranous and bears two smal 
sensory cones. The third is very minute, 
bearing a short hair and two fine sensory 
cones at the tip. 

‘The mouth parts are composed of the 
following sclerites: labrum, mandibles, labi- 
um and maxillae. The labrum (lbr) has six; 
setae on each lobe and the notch is shallow. 
The mandible Gnd) has two or three strong! 
distal teeta and bears two setae on the outer! 
side. The labium (lbm) forms the middle: 
of the hind portion of the mouth; the tip) 
of the iabium is retractile and the spinneret 
(s) projecting from its centre. The mentum: 
(mt), basal part of the labium, has tw 
setae near its middle. The labial palpus Up) 
is two segmented and bears two minut 
hairs at the tip of the second. The maxill 
(mx), though being fused at the base wit 
the labium free at the tip, consists of the| 
cardo, stipes (stp), palpifer (pf), palpus 
(mp) and of lobe (ml). The stipes an 
palpifer have a seta at each under side. The 
palpus is three segmented and the first haa 
a distal seta. The tip of the lobe bears fous 
minute sensory cones and a short hair. 

Normal pupa (Figs. 3~6). 

The front (f) is somewhat prominent anc 
bears two setae on each side of the meson. 
The boundary between the clypeus ana 


A 
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labrum is invisible, and the mandibie dis- 
appears. The labial palpus (Ip) is visible as 
a small lanceolate area on the meson caudad 
of the clypeus. The maxilla (mx) is long, 
almost half the length of the wing. The 
maxillary palpus (mp) exposes only a small 
triangular caudai portion of the eye-piece 
(se) and lies between the antenna and max- 
illa. 

The antenna (a) is long, extending up to 
almost three-fourths of the length of the 
wing. The wings (wi, w2) extend nearly to 
the posterior margin of the fourth abdominal 
segment. 

The prothoracic leg (1,) is a little shorter 
than the antenna and its femur (f;) is ex- 
posed. The metathoracic leg (2) extends 
nearly as far as the caudal margin of the 
wing and the metathorocic leg (3) is visible 
as a small area under the mesothoracic one. 

The tenth abdominal segment, at the 
caudal end, has a short, blunt, flat cremaster 
(cr) which has a pair of incisions and of 
short hairs on the caudal extremity, and at 
the base of the cremaster there are two 
minute prominences on the dorsal side. 

Prothetelic larva (Figs. 7~13) 

Head (Figs. 7~11). The shape of the 
epicranium (ep) is deformed unevenly; the 
adfrontal sutures and all the ocelli disappear ; 
the front (f) is somewhat distorted, and 
extending nearly up to the vertical sinus. 
The frontal punctures and setae are reduced. 
Though in the normal larva the head bears 
regular setae on each sclerite, in the pro- 
thetelic larva it has none. 

The antenna and mouth parts are some- 
what dorsally transfered and their deforma- 
tions are visible. 

The entire antenna (a) is heavily chitinized. 
It is remarkably prolonged as the nose of an 
elephant or the pupal antenna. It has no 
basal membranous cone, setae, pore nor 


"minute sensory accessaries, but some irregular 


segments are found between the base and 


the tip. The clypeus (cl) is wider than the 


norma] one and the boundary line between 
pre- and post-clypeus is atrophied. The 


mandible (md) is reduced to a smaller size, 


the two outer setae disappear and the distal 


teeth degenerate to only a trace. 

The labrum (lbr) is also reduced to a 
small sclerite with its margin rounded, and 
the notch and setae degenerate. The maxilla 
(mx) is hardly chitinized, distinctly enlarged 
and especially elongated at the apical part, 
the palpus (mp), however changes into only 
a small projection and transfers to the pos- 
terior under side of the maxilla as im the 
normal pupa. The labium (lb) is also chi- 
tinized throughout, and the central spinneret 
(s), minute accessaries of the palpus and two 
setae of the mentum (mt) are all reduced. 
The palpus (pl) remains as a mere protu- 
berance at the tip of the labium. 

Terminal abdominal segments (Figs. 12~ 
13). The ninth and tenth abdominal seg- 
ments are heavily chitinized, with anal 
prolegs, anal plate and setae reduced, and 
the terminal segment has the irregular cre- 
master (cr) and setae, consequently, the 
terminal segments are almost like the distal 
segments of the normal pupa in whole shape. 
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EXPLANATION OF PLATES 


PL. I 
Fig. 1. Head of normal larva, Chilo suppressalis 
WALKER, front view. 
Fig. 2. Mouth parts of normal larva, hind view. 
Fig. 3. Normal pupa, front view. 
Fig. 4. Ditto, side view. 
Fig. 5. 8~10th abdominal segments of normal 
pupa, dorsal view. 
Fig. 6. Ditto, ventral view. 
PL. II 
Head of prothetelic larva, front view. 
Ditto, side view. 
Ditto, ventral view. 
Ditto, hind view. 
. Antenna of prothetelic larva. 
Fig.12. 8~10th abdominal segments of prothetelic 
larva, dorsal view. 
Fig.13. Ditto, ventral view. 
a: antenna,af: adfront,a,;~a;: lst~5th abdom- 
inal segments, cil: clypeus, cr: cremaster, 
ep: epicranium, f: front, fp: frontal puncture 
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f,: fore femur of prothoracic leg, lbm: labium, 
lbr: labrum, 1,~1;: prothoracic-, mesothoracic 
and metathoracic legs, md: mandible, ml: 
maxillary lobe mp: maxillary palpus, ms: 
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mesothorax, msp: mesothoracic spiracle, mt: 
mentum, mx: maxila, oc: ocelli, s: spinneret, 
se: eye piece, sp: spiracle, stp: stipes, wi~ 
w,: fore and hind wings, v: vertex. 
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三 カ ジイ チ ネ ネツ の 皮膚 を 傷 づ けた 07 ある 種 の 器官 を 
Bis STeICE Sj CHURTF ALT) —itow Us 
述 し た が , ヨ ト ウ ガ の いわ ゆる “活性 化 さ れ た 前 胸腺 ” 
を 移植 する こと に より , さら に 進ん だ プロ セテ リー が 得 
られ た の で 記載 を 行っ た 。 すなわち , 召 器 ・ 触 角 は 著 し 


く 硬化 し て それ ぞ れ の 形状 ・ 位 置 に 異常 を 来たし これ 

ら に 関し て は むし ろ 下 に 近い 状態 が 見れ 7 た 。 また 第 8 
~10 腹 環 節 は 完全 に 硬化 し て 尾 多 を そなえ , IER SHS 
ほとん ど 差 は 認め られ な か っ た 。 


脱皮 時 に お ける 昆虫 血液 中 の ナトリウム , 
カリ ウム の 変化 と その 生理 的 意義 

G. HorrLe (1956) Sodium and potassium changes 
occurring in the haemolymph of insects at the time 
of moulting and their physiological consequences. 
Nature 178 (4544): 1236~1237. 

昆虫 が 脱皮 する 時 は 非常 に 傷つき や すい 条件 下 に 
も の で , その た め に 行動 的 に も 生理 的 に eas 
多い 。 バッタ を 用 らい て 行っ た 実験 で , 脱皮 前 後に は 不 活 
発 に な り , 飛 名 筋 肉 の 部 分 的 な 破壊 が 見 られ , lnc 
著 な カリ ウム の 著 積 が 見 られ た 。 さらに 詳細 に 検討 し た 
結果 , カリ ウム 含量 は 摂 食 活動 中 止 こ と ろか ら 急 激 に 増加 
L, 脱皮 直前 に 最高 に 達する 。 一 方 ナトリウム は まっ た 
く 逆 の 傾向 を 示し て いる 。 

LaLFREYVUAtH 
端 に 増加 する 


上 度 中 に 非常 に 変化 し や ゃ や すく, he 
2 

し た が っ て 昆虫 血液 中 の カリ ウム イオ ン は 脱 
に お いて 重要 な 役割 を 果して いる も の で ある 
( 農 技 研 三田 久男 ) 


行動 中 


Ex 
スズ メガ 科 幼 虫 の 細菌 に よる 防除 
Rass, R.L., E. A. Stemnnous and F. E. GUTHRIE 


(1957) Preliminary tests using Bacillus thuringiensis 
BERLINER against hornworms. J. Econ. Ent. 50(3) : 
259~262. 

RRADEBZECHZAZRSVRBOMBUM BAIT 
十分 防除 で きる が , RABEOMMBSS 4, £0 CHA 
に よる 防除 の 予備 試験 を 行っ た 。 | 

細菌 Bacillus thuringiensis BERLINER を 固形 培地 
で 培養 し と れ を 貢 燥 粉末 と し 懸 濁 液 を 作っ た 。1955 年 は 
主 に 室内 で Protoparce quinquemaculata (Haw.) を 
用 ら て , 経口 , 注射 な ど で 濃 度 関係 を 調べ た が , HME 
CCEMHRLSWALULE. i 

1956 年 は 野外 の タバ コ を 摂 食 し て いる Protoparce 
sexta (JOHAN.) に 対し て 種々 の 濃度 お よび 調整 方 法 を 放 
えた 懸 濁 液 を 散布 し た 。72 時 間 後 の 死亡 率 で は 2g/ ガ が ガロ ョ 
ン (1g 中 に 胞子 約 400 億 を 含む ) の 濃度 と 25% TDE 
を 散布 し た 場合 と の 間 に 差 は な か っ た 。 し か し 薬剤 が 速 
効 な の に 対し 細菌 で は 死亡 まで に や や 時 間 が か か る 。 嫌 
お タバ コガ の 類 CHeliothis spp.) に は 効果 は 少な か ララ 
た 。 ( 農 技 研 釜 野 静 也 ) 
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The Emergence of Winged Viviparous Female in Aphid 


M. Critical Period of Determination of Wing Development in 


Rhopalesiphum prunifoliae 


By Ichiro Nopa 


Biological laboratory, Faculty of Education, Ehime University, Matsuyama, Ehime Pref. 


INTRODUCTION 


The problem of wing development by 
parthenogenetic aphid females has received 
a great deal of attention. Alate forms can 
be caused to appear among the apterous 
viviparous aphids by various external factors. 
However in the study of any factor respon- 
sible for the wing development in aphids, it 
is of primary importance to know precisely 
the critical period during which wing devel- 
Opment is most readily affected, because 
the factor which is to act upon it may not 
have any influence before and after that 
period. 

The present article deals with the results 
of a series of experiments to show that the 
destiny of future wing development is deter- 
mined in the apple grain aphid, Rhopalosi- 
phum prunifoliae, during the period ex- 
tending from birth to the early stage of the 
second instar. 

I express my appreciation to Prof. K. 
Koidsumi of Gifu University for his vaiuable 
criticism and reading of the manuscript, and 
to Prof. I. Uchikawa of Ehime University 
for his encouragement that made the study 
possible. 


MATERIAL AND METHOD 


The aphid, Rhopalosiphum prunifoliae, 
was fed with the leaves of Holcus Sorghum 
L. var. japonicus under condition of darkness 
throughout the experiment. In the control 
series the food was given at the rate of 4 
insects or individuals per 10 cm’ of leaf piece 
to avoid the effect of high population density. 
The breeding temperature was always kept 
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at Zou, 

Until the larvae develop into the third 
stage at which the wing buds become visible, 
it is exceedingly diffiicult to discriminate 
only by external appearance the larvae to 
be winged from those to remain unwinged. 
As a matter of fact, it seems that there is 
no exact method of discovering the critical 
period of wing development other than to 
see the actual growth of the wing. Therefore 
the actual development of wings was ex- 
amined in the third instar after having added 
stimuli to the larvae in their early stages of 
development. High population density and 
starvation, both of which had been proved 
highly effective for the development of alate 
form in this species (NopA, 1954 and 1956), 
were adopted throughout the investigation as 
the stimuli. 


RE SUE 


Experiment I. A large number of newly 
born larvae, by parthenogenesis from the 
wingless adults, were divided into 4 lots, 
(1). The first lot was fed with leaves cut 
into pieces of 10cm? at the rate of 40 
individuals per piece for 40 hours immediately 
after birth. After the 40 hours, the density 
was decreased to 4 per 10 cm? and they were 
fed until the development of wing buds could 
be distinguished by the usual method. This 
is called “40—4” lot. (2). The second lot was 
treated by just the reverse method of (1), 
i.e., the young were fed with 10 cm’ leaves 
at the rate of 4 individuals per leaf from 
the beginning, then the density was increased 
to 40. This is represented by “4—40”. (3). 
In the third lot, named “40—40”, the young 


( 53 ) 
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were reared throughout the investigation by 
the amount of food leaves equal to (1) or 
(2) at the rate of 40 individuals. (4). In 
the control lot, “4—4”, the food was given 
constantly at the rate of 4 individuals per 
leaf of 10 cm’. 

Experiments were repeated five times in 
each lot. The total numbers of the winged 
and the unwinged forms produced in each 
case are shown in the following table. 


Table 1. Effect of population density on 
the development of winged form. 
winged 
Lot | Total | Unwinged— ーー 
Number | % 
40-4 |194(6)| 88 106 54.6 
4—40 | 198 (2) | 185 13 6.9 
40—40 196 (4) 94 102 | 52.1 
4—4/200(0)| 185 15 | 7.5 


Numbers. in parentheses indicate those which 
died during the investigation. 
According to the Z*-test, it seems that 
there are no significant differences in the 
development of the winged form between “40 
—4” and “40—40”, and between “4—40” and 
“4—4”, However the differences between “40 
—4” and “4—40”, between “40—4” and “4—4”, 
between “40—40” and “4—40” and between 
“40—40” and “4—4” are of significance at the 
level of 1 % respectively. It is seen from the 
table that in the lots where the larvae are 
reared in higher population density for 40 
hours from the newly born stage, the per- 
centage values of the emergence of the wing- 
ed form are larger than in those with lower 
density, whether they are treated thereafter 
at higher or lower densities. This also proved 
to be true in the following experiment. 
Experiment II. The newborn larvae were 
fed at the rate of 4 individuals per 10 cm? of 
food leaf during the first instar, but after 
completion of the first ecdysis the density 
was raised to 40 individuals and they were 
reared until the wing buds became visible. 
Experiments were repeated four times and 
the sum-up values are indicated in Table 2. 
It is evident that the high population 
density during the period of feeding follow- 
ing the first moulting also yields a higher 


Vols 2 NiOwe 


Table 2. Effect of high population density 
during the period after the first ecdysis 
on the wing development. 


winged 


Density | Total |Unwinged 
| Number % 
4—40 (hign) | 155(5) 123 | 32 20.6 
4— 4 (control) | 199(1) 186 | 13 6.5 


Numbers in parentheses indicate the dead indi- 
viduals. 


percentage of emergence of the winged form 
of statistical significance, although the effect 
is somewhat smaller, when compared with 
Experiment I. 

Experiment III. The larvae were starved 
at 25°C for 10, 15 and 20 hours respectively 
without intermission after the first moult- 
ing, and the effect on the development of 
the winged form was examined with the 
following result. 


Table 3. Effect of starvation during the 
period after the first ecdysis on the 
wing development. 


| i 


Duration of | Winged 
teat Total | Unwinged ; = 
| | ‘Number; % 
| | 
10 hrs. | TOR 74 36 S27 
15 hrs. i LONN0| 66 35h) 4 
20 hrs. | 126 84 42 33.3 
Total fe eyes | 224 10183 Sis) 
Control | 199 | 186 | 3 6.5 


x?-test indicates that the difference be- 
tween the “starvation” series and the control 
lot is significant at 1% level. The same was 
also found to be true (at 5% level) between 
the “starvation” and the “high population 
density” presented in Table 2. From these 
facts, it may be said that starvation is also 
an effective means, more effective than high 
population density, for the development of 
winged aphids, when the larvae are treated 
at the same stage of development. 

Experiment IV. The larvae of second in- 
star, after having. been reared by the standard 
method throughout the preceeding instar, 
were starved for 5 hours, immediately after, 
and 5, 10 and 15 hours after the first ecdysis 
respectively, and the future. destiny in the 


| 


March, 1958 


wing formation was examined (Table 4). 


Table 4. Effect of starvation started from 
different hours after the first ecdysis 
on the wing development. 


Hours after 
first ecdysi 
Form gS SCSI Control 
0 | 5 | 10 | 15 
> Total 14 |119 | 117 |120 | 52 
i Unwinged 72 | 88 |111 | 116 51 
_ Winged, number] 42 | 31 | 6 | 4 1 
my. % 36.8, 26.1) 5.1). 3.3) > 1.9 


future wing development. 


(see Table 5). 


Differences in the percentages are signifi- 
cant at 1% level between 36.8—26.1—5.1 
@eand 3.3—1.9, and between each value of 
™30.8, 26.1 and 5.1, but not so between 5.1 
and 3.3, and between 3.3 and 1.9. Thus it 
seems reasonable to assume that the earlier 
the starvation takes place in the second 
instar, the larger the percentage value for 


Experiment V. More detailed combina- 
tion was adopted in this case. Larvae were 
isolated from the food plant and starved for 
5, 10 and 15 hours respectively, after they had 
spent their normal feeding life for 5, 10,------ 
30 and 35 hours immediately following birth 


From the accompanying table it may be 
seen that, although the death rate increases 
with the duration of starvation, the rate of 
- development of the alate form also becomes 
higher with the increase in the duration of 
starvation. But as for the starting time of 
starvation, the rate of wing development 
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increases gradually with the elapse of time 
from which the starvation starts, attaining 
a maximum at a certain point, then is 
followed by a gradual decrease. 

To make these relations clearer some sta- 
tistical considerations were made. The distri- 
bution analysis was tried with the numbers 
of the two upper lines and the left half of 
the third line in the table. It was shown 
from these tests that there are significant 
differences of 1% level not only in “within 
groups variance” but also in “between groups 
variance”. 

The lowest percentage of the wing devel- 
opment in this series of investigation is 24.5% 
as found at the left uppermost position of 
the Table. It may, therefore, be said that 
the percentage may always be raised at least 
to this level by a minimum 5 hour starvation, 
starting within 35 hours after the birth. So 
taking this lowest value, 24.5%, as the base 
line, I drew a frequency polygon . (Fig. 1) 
which represents the relation in the 5 hour 
starvation between the percentage of wing 
development and the hours after birth. As the 
polygon seems to be almost an ideal normal 
curve, Z°*-test was tried using the concept of 
the null-hypothesis of normal distribution. 
The result showed that the level of signifi- 
cance lies between 10 and 20% (df=7, X%?7= 
10.922), proving that the hypothesis can 
not be rejected. Therefore, the curve in Fig. 
1 may be recognized as that of true normal 
distribution. From this curve, theoretical 


Table 5. Effect of starvation of various durations started from 
different hours after birth, on the winged form development. 


Duration of 


Hours after the birth whence the starvation started 


Immedi- 


starvation ately 


5 hours | 10 hours 


15 hours | 20 hours | 25 hours | 30 hours | 35 hours 


chours) wTuw Tuw Tuwl row Tuw row |e U Ww T 


| | 


Number 7424 | 98/7836 | 1146558 |123 


Re) 


102142'54 | oels14g | 996941 |11070 28 98 


%o of winged — 37.9 a f= 0, —-—\71. 6 


— 82.4 | —— : —— 
| hh ere 


5 % of winged—24.5, ——31.6 ——47.2, ——59.8 56.3, —|-48.5, ——37.3 ——28.6 

ive : 1 ae : fat 

4 Number 69 33 1026953 | 1224882 | 130 1103562 | 975574 | 12960 41 1017626 | 102 
0 v2 of winged—32.4 ——43.4 ——63.1) ——75.5 63.9 ——57.4 40.6 ——25.5 一 
i Number 72 44 1165048 | 983383 | 116 102 | | aaa 


| | 


U=Unwinged, W=Wingd, T=Total. 
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Percentage of the winged 


10 


0 5 10 i5 20-25 30 35 40 
Hours after the birth 

Fig. 1. Histogram and normal curve illus- 

trating the percentage of the winged 

form produced after 5-hour starvation 

at various hours following birth. 


percentage of alate form to be brought about 
by the starvation of 5 hours may be computed 
for any hour in the development after birth, 
whence the starvation begins. 


DISCUSSION 


The results of the investigations just de- 
scribed throughout the preceeding chapter 
appear to support that the “time of deter- 
mination” theory of wing development is 
also true in this aphid, Rhopalosiphum 
prunifoliae. According to this theory there 
is a critical period during which wing 
development is most readily affected by 
external factors. 

It was shown in Experiment I that the 
viviparous young aphids maintained at high 
population density on the food plant for 40 
hours after birth transform into the winged 
form in high percentage, regardless of later 
density. So it may be imagined that the 
critical period of determination of wing 
development may exist within 40 hours after 
the emergence of the young. The winged 
form emergence increases also, if they are 
transferred from a low to a high density as 
soon as they end the first moulting (Exp. I). 
This is also the case, if the aphids are starved 
in the second instar for 10, 15 and 20 hours 
respectively, without intermission after the 
first ecdysis. About 33% of them developed 
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into pterous form in every case (Exp. Il). 
Therefore it is probable that the critical 
period may extend into the early stage, 
i.e., the first 10 hours, of the second instar, 
for there are no marked differences of wing 
development among individuals starved for 
10 hours and for 15 or 20 hours. This was 
more clearly proved by Experiment IV in 
which it was demonstrated that a large 
number of alate form was produced from the 
individuals which had been starved within 
10 hours after completion of the first ecdysis. 
This fact contrasted distinctly with the case 
of the 15th hour larvae, where no significant 
difference in the percentage of the winged. 
form was seen from that of the control where 
feeding was not interrupted. The earlier the 
starvation starts, the more winged are formed. 
Since larvae end their first instar in an aver-_ 
age of about 28.5 hours following birth, 
when kept at the temperature of 25,C, the 
10th hour of the second instar corresponds 
to the 38.5th hour following birth. As is seen 
from Table 5, however, the larvae, when 
food is not ingested for 5 hours from the 
35th hour after birth, transform into the 
pterous form which takes place in a per- 
centage showing significant difference from 
that of the control. Therefore it may be 
said that the limit of the critical period 
must exist within a relatively narrow space’ 
between 35th and 38.5th hour following’ 
birth. As the minimum duration of the first ; 
instar of this aphis was found to be about: 
26 hours at 25°C, the future form of the} 
young will be determined at the latest by’ 
the 36th hour following birth. 

Experiment V was undertaken for the 
purpose of finding the time of determination 
at which the maximum rate of wing devel- 
opment may be expected. The following 
facts may be observed from Table 5 and 
Figure, 1. 


1. If the larvae are removed from th 
food plant for a short number of hours 
such as 5, 10 and 15 immediately after birth, 
and at the 5th, 10th, «-----++- 30th and 35th hour 
after birth, there is always a greater per- 
centage of the winged form produced, i.e., 
greater than 24.9%, as compared with thé 
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larvae that were not starved. From this, it 
may safely be concluded that the critical 
period of determination of. winged form 
development extends during the development 
of the larvae ranging from birth to the 35th 
hour of age. 

2. The alate form produced increases in 
number in proportion to the duration of 
starvation from 5 to 15 hours, if the star- 
vation occurs at the same stage of develop- 
ment. : 

3. The development of the larvae from 
emergence to the age of 35 hours is accom- 
panied by a significant change in the per- 
centage production of future winged form as 
affected by starvation. The changes are quite 
similar in the three cases of 5, 10 and 15 
hour starvations. The percentage values which’ 
are relatively small in the newly emerged 
larvae shows a gradual increase with the 
development, reaching the maximum in each 
case at the 15th hour. They then decrease 
again to the former values at the 35th hour. 
_ An examination of Fig. 1 shows that, if 


| the larvae are starved for 5 hours, the max- 


imum percentage of wing development is to 
_ be expected theoretically in the larvae at 
Methe age of 21 hours after birth. As the 

duration of the first instar of this aphis is 
i an average of 28.5 hours at a temperature 
' of 25°C, that is to say, the starvation has 
its highest effect on the future wing devel- 
. opment in the later stage of the first instar. 
|| During the period both prior to and following 
|) critical period, the earlier or later the star- 
vation takes place, the less becomes the rate 
of wing formation. Percentage values of more 
than 50% will be obtained during the period 
extending from 14.5th to 27.5th hour fol- 
lowing birth, namely, from middle to the 
end of the first instar. 

Thus it may safely be summarized that the 
| period for the determination of wing devel- 
| opment in the future aphid, Rhopalosiphum 
prunifoliae, extends from the newly emerged 
to the larvae of 38.5 hours of age, i.e., 10 
hours from the beginning of the second in- 
Star, and the time at which wing development 
‘is most readily affected is at the 21th hour 


lin the later stage of the first instar. 
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There are a number of studies that support 
the “time of determination” theory of the 
alate form development in aphids, but the 
time doubtless varies from one species to 
another. For instance, Neiils (1912) found 
that the aphid, Nectarophora rosaz, determines 
its future development of wings during the 
first day of its existence, while according to 
the investigation of Shull (1928), whether 
the parthenogenetic aphid, Macrosiphum 
solanifoliz, is to be winged or not is deter- 
mined about 34 hours before birth. Shull 
(1938) later noted that the wing buds start 
their definitive thickenning perhaps 22 to 
24 hours before birth. 

Finally it cannot be ignored that, as seen 
from Table 5, the percentage values of wing 
development are always far smaller in the 
individuals from which food was removed at 
the early stage of development, compared 
with those starved at a later stage, even if the 
duration of starvation is longer in the former. 
For instance, in the larvae starved for 15 
hours at the beginning of larvae or after 5 
hours from birth, the rate of wing develop- 
ment is far lower than in those starved for 
only 5 hours after 15 or 20 hours from 
emergence. I suppose that this is attributed 
to the disturbances in the rate of the de- 
velopmental processes involved in the early 
stage, such as those which fix the time of 
determination and those which control the 
secretion of some hormones affecting the 
wing development, as was suggested by 
Shull (1942) in the development of wing 
buds in Macrosiphum solanifolii. 


SUMMARY 


1. The critical period of determination 
of future wing development of the apple grain 
aphid, Rhopalosiphum prunifoliae was de- 
termined experimentally at a constant tem- 
perature of 25°C, using high population 
density and starvation as the stimuli. 

2. The action of starvation is in general 
far stronger stimulus for wing development 
than that of high population density. 

3. In the larvae maintained at high pop- 
ulation density during 40 hours following the 
birth or during the earliest stage of the 


58 Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology 


second instar, the percentage values of the 
winged individuals produced in the third 
instar are very much larger than those in 
low density at the corresponding stage. 

4. In the larvae forcibly removed from 
the food plant for 5to 15 hours immediately 
following birth and after various hours from 
5 to 35 hours following the emergence, high 
percentages of wing development are always 
obtained. 

5. Maximum rate of wing development 
caused by the effect of 5 hour starvation is 
obtained in larvae of 21 hours old which 


VOL NO 


6. The increase in the rate of wing for- 
mation can not be seen in the larvae starved 
at ages beyond the 10th hour of the second 
instar. 

7. The increase. in the rate. of wing 
development is not so remarkable, when the 
starvation occurs in the earliest stage of larval 
development. 
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M. キビ クビ レア ブラ ムシ Rhopalosiphum prunifoliazg (C33\t 4 RE ORFS 
ea A Aly a 
愛媛 大 学 教 育 学部 生物 学 教室 
アブ ラム シ に お ける 脱 生 雌 の 型 決定 と は 温度 , 光 そ の な わ ち 幼虫 策 1 令 後半 期 の 半ば どろ で あぁ る 。 

他 い ろ る ろ いろ の 要素 が 関係 し て いる よう で ある が 。 AXE 3) 502 以 上 の 幼虫 が 5 時間 の 絶食 と よっ て 有 元 型 に 


の 害 下 で ある キビ クビ レア プラ ムシ Rhopalosiphum 


prunifoliae の 場合 に は 高 棲 息 密 度 と 絶食 が 大 き な 影 杖 


変り 得る 時 期 は , 理論 的 に は 生後 14.5 時 間 目 か ら 生 後 
27.5 了 時 間 目 ま で の 間 で あぁ る 。 こ の 了 時期 は 幼虫 策 1 令 の 市 


力 を 持っ て いる (野田 , 1954, 1956)。 と これ ら 諸 要素 の 作 期 か ら 後期 に 相当 する 。 
用 と 有 郊 型 出現 の 関係 を 明らか に する た め に は , ETH 4) 絶食 の 有 交 型 出 現に 対す る 影響 力 は , BARE 


決定 の 臨界 期 を 明確 に し て お と と が 先決 問題 で ある 。 | 
本 実験 に お いて は 上 述 の 2 要素 ( 高 棲 息 密 度 と 絶食 〕 の 
作用 を 利用 し て , この アプ ラム シン に お ける 前 記 臨 界 期 と 
生 丈 の 最盛 期 を 明らか に する こと こと が で きた 。 実 験 は すべ 
CHES Prelim 25°C で 行う 72。 ぞ で の 結果 を 要約 する と 次 
の EB OE ああ 
1) 有 脆 型 は 脱 生 され た 直後 か ら 生 後 38.5 了 時間 目 (て 
れ は 第 1 回 脱皮 直後 か ら 起 算 す る と 10 時 間 目 に あたる ) 
以内 の 間 に 決 定 さ れる 。 こ と の 了 臨界 期 を 経過 し た 後に お い 
eGR i SR 

2) Feng LOA 盛 期 は 生後 21 時 間 目 で ぁ る 。 す 
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5) 同一 の 生育 途上 に ある 幼虫 を 絶食 させ た 場合 で 
は , 絶食 期間 の 長い ほど 有 有 副 型 出現 率 が 高く な る 。 

6) し か る に 生後 15 時 間 ま た は 20 了 時間 経過 し た だ 幼 " 
虫 を 5 時 間 絶 食 さ せ た 場 合 と , 生 直 後 の 幼 刻 また は 生後 
5 時 間 経 過 し た も の を 15 時 間 絶 食 さ せ た 場 合 と を 比較 ! 
する と , 後者 の ほう が は る か に 絶食 時 間 が 長い て る か か ) 
わら ず , 有 閉 型 出現 率 は か えっ て 低位 で ある 。 こ と これ は 常 ! 
育 初 期 に 絶食 の 刺激 を 加え る と , Srmurr (1942) が 暗 承 : 
し た よう に 生 贅 関係 ある ホル モン の 分 泌 な ど に , 変調 
ECD CIB DEBALNS, 


lipase: 醍 素 濃度 5 meg/cc お よび 10mg/cc 


短 報 "緩衝 液 : 2Mol NH,OH 3cc, 2MolNH,Cl 7 cc 
nn pH 9.1 

K KPH OBIE 2 BEER BERIT A 6 HI AIE, ドク ガ 幼 虫 (第 13 4) 

| pep: mylar PERO, Rik lee 49, お よそ 500 本 を 用 いた 。 

0 Need 1 Sem x6. 0am: Da) SUE RICEEDUD Sco ee 2 

CAC wHEeMA, E BYE C6 IV IRSEL, 

緒 = と これ を 38°C の 恒温 器 内 の 温湯 中 で 反応 させ た 。 反 応 時 


ドク ガ (Euproctis flava Bremer) の 毒 針 毛 が 人 の 間 は 30 分 と 60 分 と し た 。 
BCBS Oc, 洋 痛 を 伴う 発赤 ぉ よび 膨 疹 を 生じ , と の よう に , BIH BeMA LER SPEAR 
Fi. AA FOR MICHA 6 CREO MEADE, JOSE, CORSA IO“RG6IOAORMICE 
謗 イコ は 食 柔 を 中 止 し て 絶食 状態 を 続け る 。 そ の た る め 稚 抹 し 皮 内 反応 の 有無 を 調べ た 。 な お その 際 , と この 液 を 1 
a は 死滅 する が , BI 1~ 2 ARICHEL CRRSET 滴 ス ライ ドグラ ス に と り 鏡 検 し , 50 倍 で 1 視野 に 20~30. 
MS L5ICES ( 室 賀 , 1957)。 毒 針 毛 は とこ の よう に 強い 本 の 吉 針 毛 が 混 在 し て いる と と を 確 の て か ら , RMICE 
計 内 反応 を 示す の で , BHBICHHMRBEENTWS 抹 し た 。 な お ぉ お, それ ぞ れ の 緩衝 液 に 毒 針 毛 を 加え た も の 
と は 明らか で ある が , COBMTCOWTIFSOL TA BMPR LUTZ 
明らか こさ れ て いな い の で , 皮 内 反応 の 機構 に 対し て も 実 験 結果 
PE (EAAS 7S RAIDS な され て いな い 。 毒物 に つい て 森下 所 定時 間 後 毒 針 毛 を 加え て 反応 させ た 酵素 反応 液 を 友 
1957) は 多 価 の 糖類 の 系 列 に 属す る も る の と 認め て お り , PMICBRKUT, 皮 内 反応 の 有無 を 調べ た 結果 は 第 1 RO 
ETUC THER 1957) は 皮 内 反応 を 示す 有毒 物質 を と お り で ある 。 
| 共 周 紙 電気 泳動 法 に よっ て 調べ , 塩基 性 蛋白 質 と 認め て い Bl 酵素 作用 と 皮 内 反応 の 有無 
) 5. wT VAY, 酸 , アル コー ル 。, 加熱 な ど に 安定 
Memo, FYEHVHK, 抗ヒスタミン剤) ズル ジグ ァ ミ 
| 次 彰 な ども 解 召 効果 が な い 。 著 者 は ドク ガ の 毒物 に 対 酵素 
| 計る 呼 素 作用 に つい て 調べ た 結果 , lipase が 強い 解 素 作 。 緑 衝 液 単 用 (pH2.0) 


30 分 60 革 分 


| 
=| 5 mg/cc 10mg/cc 5 mg/cc 10mg/cc 


| 
| 靖 を 示す と と を 認め た の で と と に 報告 る 次 第 で ある 。 EMAC) + | Phat 
: in : pepsin K JS | + + + + 

| ME & A trypsin KK PS mm + pack + + 
EL 72 BFK 2 pepsin (X ZalteemeRHta), pase | 

| trypsin (メル ク 社 ) お よび lipase (General Biochem- 皮 内 反応 陽性 +, 陰性 一 , 微弱 キ 

\fical Corporation) の 3 種 で , 酵素 反応 液 は 次 の よう に SDE MIRCUKBERBAOWE, pepsin RINK 
| a お よび trypsin 反応 液 の 場合 は いずれ る 皮 内 反応 が 陽性 
Jie pepsin 反応 液 を 示し , 解毒 作用 は 認め られ な い が , lipase 反応 液 の 場 
i pepsin: PA#}JEFE 5 mg/cc お よび 10mg/cc 合 は , 酵素 濃度 5 mg/cc ぉ お よび 10mg/cc 60 分 で 皮 内 反 
Ie $e yg: 1/5Mol HCl 2cc, 1/5 Mol KCl 8cc pH 応 が 陰性 と な り , lipase it k A fae EADS 明らか で あ 
1 2.0 る 。 な ぉ , 酵素 反応 液 で 処理 し た 際 , Be EOBIEL, 
|) 2 trypsin 反応 液 軟化 また は 膨 化 等 の 変化 は 認め られ な い が , MILO 
| trypsin: 醍 素 濃度 5 mg/cc ぉ よび 10mg/cc 針 毛 は , その 管 中 に 気泡 を 含ん で いる も の が 多数 見 られ 
| 繧 衝 液 : 2Mol NH,OH 3cc, 2Mol NH,Cl 7 cc る の が 常 で ある が , 酵素 処理 を 行っ た も の で は 気泡 が 全 
We pti 9.1 . BRAEM SATIS T EDDD 9 llo 
| 3) lipase 反応 液 次 に trypsin と lipase の 二 つ の 桁 素 は , 同種 の 緩衝 


1 Effect of Enzymes on the Poisonous Substance in the Hair of the Far Eastern Urticating Moth, 
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C 59 ) 


60 HAW HERDER RFS kes 


TH (pH9.1) CEKIT SOC, 両者 の 酵素 反応 液 を 等 

量 に 混合 し , と これ に 考 針 毛 を 加え て 反応 させ た 場合 に つ 

いて 調べ た 。 そ の 結果 は 第 2 表示 す よ うに , 両者 を 混 

合 し て 反応 させ て も , lipase 単 用 の 場合 と 同様 に 大 内 

反応 が 陰性 で あり , 解 考 作 用 を 示す こと が わか っ た 。 
第 2 表 酵素 の 混用 と 皮 内 反応 


Ss ie EE 10 mg/cc 
we « ~~ m| 30 4 | 60S 
ea Bee et a 
ypSin DUIS He} |S ee Py ees acy 
eee | em | ef 


lipase eae ee, Wie ea 土 | — 


た だ し この 場合 の trypsin・lipase 混合 反応 液 は 両者 の 
等 量 混 合 で ある の で , ENENORK 
な り 第 1 エ 表 の 結果 と 一 致し て いる 。 

上 の 二 つ の 実験 に よっ て , HEEBORMIS lipase の 
疾 素 作用 に よっ て 失わ れる こと と が 確 め られ た が , BOI 
lipase 反応 液 を 1090°C の 和 熱湯 中 で 10 分 間 加 熱処理 
を 施し , MAVEN PIGILA SIR, TC OMIT este を 加 
AT, 反応 させ た 場合 の 皮 内 反応 に じ つ い て 調べ た 。 こ と の 
結果 は 第 3 表 に 示す と おぉ り で ある 。 


Rett 5 mg/cc と 
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分 解 作用 を 受け る る の と 考え られ る の で , 最初 peps 
(AEM pH 2.0) よび trypsin GREK pH 9.1) 
FAL Cad 2 L TBA INI PICS Ee IMAC, ED 
分 解 を 試み た 。 し か し , その 結果 は 解 考 作 用 は 全く 認 
られ ず , 無 処理 の 考 針 毛 を 接触 させ た 場合 と 同様 の 度 
RUSeRULIZo COCEDS HMI EAA DABS C 
分 解 さ れ な い 物 質 と 判断 され た の で , 次 に lipase を 
て , 同様 に 毒物 の 分 解 を 試み た と と ころ, 酵素 濃度 5 mg/ 
また は 10mg/cc で 60 GUMS 4 te oer 
SSTEMdDYak, COFSRBHBOE Lites 
ら の 変化 も 認め られ な い 点 か ら み て , lipase は 毒物 の 
に 作用 し , BBD Fy MicizfpAL ewes 5 C 
が で きる 。 ま た 酵素 濃度 が 同じ で も 反応 時 間 の 短い 堪 
に は , 皮 内 反応 が 徴 憎 な が ら 陽 人 竹 を 示す と と か ら み て 
毒物 が 毒 針 毛 の 周囲 と 浸出 し て くる と と が うか が 療 夫 
iis, WIC UTR pH 2.0, pH 9.10 2 種 大 
合 , と も に 友 内 反応 が 陽性 を 示し た と と は , Mk 
ルカ リ に 対し て , BEBRELT4 CL RREBST, 
る の で ある 。 | 
次 に K lipase 作用 を 確 め る た め に 行っ た 三 つ の 実験 
お いて , trypsin と lipase の 2#fOMRKP EGU 
作用 させ た 場合 に, 2 種 の 酵素 間 に ぉ いて 王 渉 , 括 揮 
た は 分 解 な ど 酵 素 作用 を 阻止 する よう な 現象 は 起 ダ 王 
lipase 作用 が 変ら な いて こと が 確 め ら れ た 。 また lip 


第 3 表 加熱 処理 を し た 場合 の 皮 内 反応 
=e « ~& 間 30 分 Ee 
i Ia lipase K Wis te re iy 
to #4 lipase 反 ae ft 


応 液 | 


加熱 処理 を 施し た lipase 反応 液 は 皮 内 反応 が 陽性 を 示 
Ly 考 性 を 消失 する 作用 の な いこ と と , すなわち 加熱 処理 
に よっ て , 容 多 に その 本 素 作用 を 失う ご と が わか っ た 。 
考 - a 

PF HOBE ED RCM LIES, BEER 
に 直接 刺 っ た と き は 勿論 単に 付着 し た だ け で も , Alt 
対し て は 洋 痛 を 伴 うぅ 発赤 ぉ よび 膨 疹 を 生じ し , カイ コ に 対 
し て は 黒褐色 の 小 斑点 を 生ずる な どの 強い 皮 内 反応 多 示 
す 。 こ と の こと は , 考 物 が 毒 針 毛 の 周囲 と 着 生 す る 側 刺 か 
5 eH TOS TL EAI 4EDCHYO, し か も る その 物 
質 は 不 乾 性 の る の で 閣 性 に 富み , 1D LARES RH 
し て いる (88, 1957), この 実験 で , BSE BEL 
な いで その まま 処理 し た の は , BWEBCOES THA 
を 持っ て いる か ら で あ る 。 
毒物 が 人 蛋白質 で ある と いう 見解 ( 逢 坂 , 1957) る ある の 
で , も し 令 百 質 で ある な ら ば , 蛋白質 分 解 酵素 では よっ で 


反応 液 を 100°C で 10 分 間 和 熱湯 処理 し て か ら RUSS: 
た 結果 は , 皮 内 反応 は 陽性 を 示し , 奏 性 は 消失 し な が 
た 。 こ の よう に 和 熱 た よっ て 容易 で その 作用 を 失う の 届 
素 の 特 隆 で あろ 3 。 
以上 の よう に , lipase WitHEBemMA TC, BOS 
を 行う iit, 皮 内 反応 は 陰性 を 示す と か らら る で 7 吾 
FEIT RAV CWS TWD TELIT DIES 11S T LDSABE: 
CHS. COTCEPSLBWOFAIS lipase に よう 
fRSN4S4O0O, すなわち 脂肪 に 属す る る の と 思わ れ 
な お 供 試 し た lipase の 本 素 標 品 の 性 状 お よび 分 劉 
成 物 に つい て は 詳し くさ 調べ て いな い 。%。 
摘 BE | 
1) BRUNT FT HORMHLSMAT, RID 
ett BERIT LS EWMODARERIT OU CHIN 
2) pepsin, trypsin CRISS UKBS IIL EA 
が 陽性 を 示し , 毒性 は 消失 し な い 。 こ と れ に 対し lipasé 
反応 させ た 場合 こそ は , 酵素 濃度 5~10 mg/cc, 反応 
60 分 , 温度 38°C 処理 で 皮 内 反応 は 陰性 を 示し BME 
消失 し た こと が 明らか で あぁ ある 。 
3) trypsin と lipase の 等 量 混合 液 中 で 反応 処 # 
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行っ た 場合 は , lipase 単 用 の 場合 と 同じ 結果 を 示し , 属 そ の も の が 掲載 され で いな いそ し て 1907 年 な 


| lipase 作用 の 変ら ちな いと と が わか っ た 。 て 初め て Howarp が Aphelinini の 属 の 検索 の 中 で , 
| 4) lipase 反応 液 は , 100°C 10 DORAL CEA 。 両 属 を 次 の 点 で 区 別して いる 。 
に その 酵素 作用 を 失う 3 。 Stigmal vein squarely truncate at tip 
5) DEORR DS HWOEA lipase it k Gos a |) ne) = ee recn that nasa so choemanuane Sanaa Ablerus Howarp 
JAX DAWEH LB#ALHNS, Stigmal vein with a swollen and rounded tip 
EN kee, st a res Dr ane eorce 
© 1) 森下 哲夫 (1957) HAM 8 (2): 508~505. と の 区 別 方 式 は その 後 , Scmmrmormkrgomr # kU 
52) 人 逢坂 「 昭 (1957) MATH 8 (2): 99~100. Mercer (1912) に よる 属 の 検索 中 に る その HSM 
3) 森下 哲夫 他 (1955) 岐阜 医 紀 2 G/6): 347~353. され て いる が , た だ Mrrcrmr は Azotus 属 が Ablerus 
| | 4) WRG (C1955) 岐阜 医 紀 3 (2): 116~126. BD synonym で あろ うと 人 述べ て いる 。 そ を し て 1913 年 
me) BARA (1957) Hes 10 (7): 29~31. に な っ て 初め て Giravnt は 正式 た Azotus  % Ablerus 
F 6) SEH (1957) BARB 66 (779): 35~97. OD synonym で ある と し た 。 し か る に その 化 1922 年 
I に Mrrozr は , (4D 1912 ICHR UIA BUDT, 
Azotus }& (Hymenoptera, Aphelinidae) Ablerus 属 と Azotus 属 を 三 つ の 特徴 か ちら, すなわち 


stigmal vein の 形 と 長 さ , MMOMM, 体形 の 差異 


に つい て , な ら び に 前 報 に お ける 学名 の 訂正 * 


っ で それ で れれ は ララ きり 0 ta 7 還る みる V0 
7 itt of = 来 現 在 て 至る まで , Ablerus と Azotus は 別 属 で ある と 
愛媛 大 学 農 学部 昆虫 学研 究 室 する こと の Mercer の 意見 が 広く 認め られ て いる 。 


さて , 前 報 に お いて 私 が Azotus capensis と し て 発 
表し た 材料 は 従来 4b7erus perspeciosus と し て 知ら れ 
た 種 の 記載 完全 に 一 致す る 。 そ し て perspeciosus の 
原 記 載 な と おい て + Girautr (1916) が 述べ て いる よう に 
perspeciosus と capensis は きわ め て よさ く 似 て いる が , 
両 種 の 最 % DASE SHA AS AID PER CHS (Black 
OF 2M) TOBE Me & SITHANT SAORMBD S 
DS, pers peciosus \LEOPEMITKORMSATSTEC 


私 は 前 報 (1957)〉) て お いて , Azotus capensis Howarp 
ンマ ルカ イカ ガ カフ ラム ジン お よび グミ カイ ガラ ムペ ジ から 
PUES ARTE PRU I. YI, 私 は と この 私 の 得 た 材料 
を 明らか に Azotus 属 で ある と 認め , この 属 の 中 で は 
| A. capensis に 略 似 し , し か も その 寄主 や 分 布 か ら 考え 
DOC CAUCHIEW EDAD ESATCD SH CH alo 
放し か し な が ら そ の 後 , 私 は 本 種 の 同定 に 任 問 の 点 の みあ 
る こと に みず か ら 気 付い に の で , と これ に 関し 再 検討 を 試 
Atk, 私 の Azotus capensis Howarp と し て 発表 
ルレ し た 材料 は , 実は Ablerus pers peciosus GiRAULT CH 
6, し か る こと の Ablerus pers peciosus は 真 の Ablerus 


の で ある こと こと が ここ に 初め て 判明 し た 。 

放 そもそも Ablerus 属 と Azotus BLit DD THR 
| Das 5 TH SZOT, EST COMBITMT SHERROD IK 
“SWB U TAI). Ablerus [Rit 1894 42, Azotus 属 
[yt 1898 年 に と , と る に Howarn に よっ て 創設 され た 属 で 
| 403, Azotus 属 の 原 記載 中 に は こと の 属 と Ablerus 属 
思 の 区 別 点 に は 触れ て な く , また 1904 年 に 出版 され た 6 

Asumzap の Chalcidoidea < 関す る 大 著 に は Azotus 第 1 図 Azotus capensis Howarp (Howarp, 1907 £9 ) 


1 On the Genus Azotus Howarp (Hymenoptera, Aphelinidae), and a Correction of Azotus-species 
Name Given in my Previous Paper. By Tetsusaburo Tacurawa, Entomological Laboratory, College 
of Agriculture, Ehime University, Matsuyama. Japanese Journal of Applied Entomology and 


Zoology, vol. 2, no. 1. ; 
HARAUMR REA B24 B1lS 1958 (1957411 月 日 受領 ) 
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1916 Ablerus perspeciosus GIRAULT, Ann. Ent. Soc. 
Amer. 9: 292. 

1921 Ablerus perspeciosus Nakayama, Philipine 
Tour Sei, US GDs Ge 

1926 Azotus silvestrii CoMPERE, Univ. Calif. Pubns., 
Ent. 4: 9: 

1942 Ablerus perspeciosus Ganan, Proc. U.S. Nat. 
Mus. 92: 47. 

1957 Azotus capensis Tacuikawa (nec Howarp), 
Japanese Jour. Appl. Ent. Zool. 1 (3): 178. 


Azotus perspeciosus (GrRAULT) の 寄主 と 産地 


外国 に お ける 寄主 と 産地 : 
Chrysomphalus ficus AsiHmgAaD (C. aonidum L.). 
steer tense eens China (Shanghai) (Comprrn, 19267 


Pseudaulacaspis pentagona TARGIONI 77 Yua% 


イガ ラム シー U.S.A. (Ganan, 19427 
第 2 図 松山 産 Azotus pers peciosus ra | 
(GiRAULT), zo} 日 本 に お ける 寄主 と 産地 : 
Aulacaspis difficilus CockgRELL グミ カイ ガラ 代 
0 松山 市 立川) 19573) 
Pseudaonidia duplex CockgRELL ミカ ンマ ルカ イ が 「 
A daataee Sees rae 松山 市 立川 , 19577) 
Pseudaulacaspis pentagona TARGIONT 77 Yu7 
イガ ラム シー 東京 "GkaUrm 1916; Ay, 
O92 店 8 


* 1957 年 の 5 月 か ら 7 月 に か け て 羽化 


終り に 常々 御 懇 穫 な 御 指 導 を 賜 わ っ て いる 安松 京 三 博 
第 3 図 松山 産 Azotus pers pectosus 士 に 深謝 の 意 を 表す る 。 
(Grrautt) の stigmal vein 引 用 3c om 
1) AsmmgAaDp, W. H. (1904) Mem. Carnegie Muss; 


capensis か ら 区 別 さ れる 。 


は * ‘, nt 1 (4). 

LEE GEOR RBI HERO ー……… MAI > 9) Grav; A. A. (1913), Mem. Queensland ie 
つ 密 に 毛 が 生 ずる 。 2: 189. 

2) 2H CPRABORRO …… a) 第 3 班 絞 に 3) GiravLr, A. A. (1916) Ann. Ent. Soc. Ame 
ほぼ ば 並行 た 走り, b) marginal vein の 前 部 と SNCS) 292 
stigmal vein の 基部 と の 下方 た か な りあ らい 4) Howarp, L.O. (1894) U.S. Dept. Agr., Inse 
毛 が 10 数 本 1 団 と な っ て お り , c) HERON Life 7 (1): 7. 
線 は 直線 近い 。 5) Howarp, L. O. (1898) Proc. Ent. Soc. Wask 

3) SHES CBMRCEU ESO …………… SLO AR oo | 


6) Howarp, L. O. (1907) U. S. Dept. Agr., Bui 
Ent Techs Sery 125 ()ea7Z- 

7) Merorr, R. G. (1912) Los Afelininos. Trail 
Mus. Cienc. Nat. Madrid nim. 10: 46, 13 } 


HER Do 
次 に pers peciosus の stigmal vein は 現在 まで 調べ 
られ て な い が , 私 の 松山 産 の 材料 て と よる 調査 で は 第 3 図 
OM. CHO, これ は 明らか に Azotus 属 の 特徴 を  — g) Mercer, R. G. (1922) Bol. Real Soc. Espa 
TWS,. し だ が っ で て GC, AFIT IsUYT FADS Azotus Hist. Nat. 22: 196~197. 
capensis Howard と し た 種 を 下記 の よう に 改め る 。 9) ScumrepeKnecut, O. (1909) Gen. Ins. 97: 45! 
Azotus perspeciosus (GiRAULT, 1916)comb. nov. 10) SZ) =BR (1957) WS 1 (3): 178. 
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Beitrage zur Systematik der Larven der 
_ Itonididae (=Cecidomyiidae, Diptera), I. Teil: 
Porricondylinae und Itenidinae Mitteleuropas, 
Zoologica, 38 Bd. Heft 195 (1955), Edwin Moun 3%, 
me A4*|, Hie1~1288, 3M. Sv—} 1~155 Be 
| 129~247 貢 、 プ レー ト 16~30, E. Schweizerbart’sche 
} Verlagsbuchhandlung, Stuttgart. 発行 , 約 8500 円 。 

本 書 は タマ バテ 科 幼 虫 分 類 , 同定 の 手引 書 で , 主 と し 
Maa y NICHT By TNE (Ttonididac) © 

34502 fF} Porricondylinae と Itonidinae を まとめ 
| 詳 で いる 。A 総 論 は 幼虫 分 類 研究 史 , 飼育 と 研究 方 法 , 幼 
b HERE, 幼虫 の 生態 , B 分 類 笠 は 概論 と 各論 で , 各 
ae で は タマ バエ 科 幼 虫 の 特徴 る を 詳 述 し , ポリ コン ヂ ラ 亜 
1444 b=» be 128 属 に つい て 詳 記 し , さら 
C1 属 ご と に 少な く と も 1 種 以 上 の 幼虫 記載 が ある 。 最 
1 ITER, 属 の 検索 表 と 文献 集 が ある の で 便利 で ある 。 
} Ll ¥VATHDO うち の 2 WR Lestremiinae と 
Heteropezinae の 幼虫 分 類 は まだ 研究 中 だ そう で , AS 
記載 され て いな い の が 残念 で ある が , その うち 発刊 さ 
る ここ と を 期待 し て いる 。 と る も あれ 今 ま で バラ バブ に 研 


農業 害虫 生態 図説 CI) 筒井 喜代 治 著 , B 5 版 , 184 
買 8 頁 原 色 版 , 160 頁 アー ト 紙 写真 版 ), 16009, CHI 
B 5 版 , 162 頁 (8 頁 原 色 版 , 138 頁 アー ト 紙 写真 版 )1400 
円 朝倉 書店 。 

害虫 の 生態 写真 に と にかけ て は 第 1 人 者 の 徐 井 博士 が が , 20 
SEO TWIT Hows & ICR VFB ROFRECH A, 巻 た 
VO7KAB, BEAR, 2, 雑穀 サツマイモ, ジャ ゃ ガイ モー ダ 
4K, COUMOVAH, FA5Y,A7F4,AVFY, 
RA SRS eT, ONS A 
RM, WARES AYER, £4, FY, Ae, TY, 
ZV OUR WS tok, FFP ee クッ の 
害虫 100 余 種 の 生態 を , 各 時 期 に と にわたり と り , REL H 
害 の 解説 が 付い て いる 。 そ れ ぞ れ の 写真 は 決定 的 瞬間 を 
と ら る を る, 図鑑 で は わか ら な い 害 虫 の 生態 や を あぁ あらわ し て あ 
まい の EOS 
と の 図説 に 載 ち な い 写 真 が ずい ぶん ある で あろ 3 。 著 者 
の 長年 の 間 の 努力 に 敬意 を 表せ ざる を 得 な い 。 た だ 原色 
bis GS NER 
の が 残念 で ある 。 人 巻末 に は 被害 に よる 害 下 の 検索 表 , 最 
新 の 防除 法 が 添え て あり 便利 で ある 。 (石井 象 二 郎 ) 


報 


ZESNOW RGR se, 系 統 的 分類 し て まとめ た 功績 は 
Kx <, 近 来 の 快 著 で ある 。 (井上 元 則 ) 
時 
昆虫 生理 談話 会 


第 14 回 尼 虫 生理 談話 会 は 1 月 25 日 午後 2 時 か ら 上 農林 
調 族 奏 糸 試験 場 に と な いて 開催 。 次 の 要旨 の 講演 が あっ た 。 


彰 長 谷川 金 作 (名 大 上 農 ) 家 奏 の 休眠 ホル モン に つい て 
衣 演 者 は さき に 家 奏 の 食道 下 神 経 節 が 卵 休眠 を 支配 する 
AVEVY AR CHS CLERKS ( ON CH 5 AIT 
| UL, その 後 食道 下 神 経 節 そ の る の か ら 粗 成 ホ ル モ ン の 抽 
調 出 に 成功 し <。 し か し こと の よう な 方 法 で は 収量 が 思わ し 
R7SWOTC, 最近 別途 の 方 法 を 考案 し , か な り の 成果 を 
あけ る こと が で きた 。 今後 は この 休眠 ホル モン の 純粋 化 
きき その 化学 構造 の 決定 に 研究 の 焦点 を 絞っ て いる 

fREA BAR) 慣 虫 の ウイ ルス 病 た つい て 

昆虫 ウイ ルス の 研究 に は 益 虫 を ウイ ルス 病 か ら 保 護 す 
BOL, た と えば 奪 ・ ミ ツバ チ な どの 場合 と , 害虫 を ウ 
BVAICL SBR, tA, コー ロッ 7 ナダ, コア 


メリ カ な どの 森林 害虫 の 防除 な どの 二 つ の 方 向 が ある 。 
BRO 4 VARmItHEDL TEA, HAKOURLE 
成 個所 か ら , Borrelina, Bergoldia, Smithia, Morator 
の 4 群 に 分 けら れ て いる が まだ 問題 も ある 。 
昆虫 ウイ ルス の 利用 に よっ て 害虫 を 防除 する の に よい 
点 は , 宿主 域 の か な り 極 限 性 の ある と こと と, 多角 体 中 の ウ 
イル ス は 活性 が きわ め て よく 保存 され る と と , BHRO 
効果 が 長 〈 持続 され る と と , 抵抗 性 獲得 の 速度 が きわ め 
で お そい ご と で ある 09 HAI VAHAREWOANTUT 
採集 する か と いう と こと, WWDANSBHICL os TAB 
に 封入 体 を 確保 する に は まだ 研究 が 不足 し て いる し , ま 
た 洪 伏 期間 が 長い た め に , 発生 し た 後に 使用 し て も 効果 
の 現われ る の が 遅い と こと, 環境 に よっ て 効果 が 大 きく 影 
絡 さ れ 易 いこ と な ど が その 利用 上 不利 な 点 で ある 。 
いずれ に し て せ も 今後 の 研究 に まつ と と が 多い が , 理論 
的 に は ウイ ルス の 利用 に よる 防除 は 可能 で あろ 5 。 
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回 報 
本 会 評議 員 江崎 悩 三 博士 は 昭和 32 年 12 月 14 昌 肺 臓 ! 


BADIAOMES Hic, BES 歳 。 本 会 は qa に 護 ん 
で 哀悼 の 意 を 表す る 次 第 で ある 。 


江崎 路 三 博士 の 逝去 を いた お 


日 本 応用 動物 尾 虫 学会 長 bk 

Hilal 3 NE 
12 #5 AMES, MITRMOB OITHA ZW 
aor NN NN as 
を 持ち , 中 学 時 代 か ら 報 文 を 昆虫 学 雑 誌 に 発表 され て い 
KES 

玉 正 12 年 東大 理学 = 部 動物 学科 を 卒業 され , た だ ち に 泌 , 
Rear “RBH EEA こと な られ , PRKSOAREILA CH hEDO 
教団 を と られ た 。 

博士 の 研究 は 尼 虫 の 分 類 学 を 初め , ISA, 生物 
地理 学 間 生物 学 天 等 多岐 半 わ 72 ラ て いた その 論文 は 
1000 種 以上 に 及 ん で いた 。 応用 昆虫 学 に つい で て は 昭和 4 
年 か ら 10 数 年 間 に わ た っ て ウン カ 類 に 関す る 研究 を 農林 
省 か ら 委 託さ れ , 日 本 産 ウ ンカ 科 セ よび ヨコ バイ 科目 録 
TR CR EE 
スポ ビ ウン カツ マグ ロ ョ コバ イ 等 の 生態 分布, 天敵 
発生 予察 , 税 姜 縮 病 と の 関係 に つい て 多く の 業績 を 発表 
され た 。 な お 昭和 11~13 年 に と わた っ て 当時 わが 国 の 委任 
統治 領 の 南洋 群島 の 尼 虫 類 の 分 布 調 査 を 行い ミカ ンコ 
TAL, ウリ ミ バ エ 等 の 重要 害虫 の 分 布 状 況 を 明らか に 
し た 。 て これら の 業績 は わが 国 の 植物 防疫 に 貢献 する と こと 
の CSS 


博士 は 学者 と し て 学界 の 進歩 発達 に 寄与 し た ば か り で 
AT — AFABRRVER, AASINSHS 
A, 同 植物 保護 研究 連絡 委員 会 委員 , 国際 学会 の 常任 委 
SNS 


博士 は 洗練 され た 下品 な 
三 か 国語 に 堪能 で あ っ た の で 国際 学会 に は な く =e Se 


WW CH 57, PES MOD BHAA AOTC 6B 
切 で あっ た 。 趣 味 は 音楽 を 初め と し て , 昆虫 標本 や 文献 
の 紫 集 は 勿論 の と こと, 郵 策 切手 , 煙草 の 箱 等 の 牙 集 に お 
LO, それ ぞ れ に 該 博 な 知識 を 持っ て お ら れ た 。 

博士 は 発病 後 約 2 年 余 病魔 と 闘わ れ た が , 常に 希望 を 
て お られ た 。 特に 昨年 秋 の 旦 本 昆虫 学会 の 創立 40 周 
記念 の 時 の , 疲れ て は お られ た が 喜び に 満ち た 久 顔 
he ee 
ag 23 Alice 
iG 
=X 

& 


by 
a 
C) 
Bou 
ul 


RR EI 
本 孝 の 学界 の 上 に まり , 学界 の 発展 を 守ら れん 
を A > CREE) 
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大 正 12 年 5 月 28 日 
1lA 6H 


月 21 日 


昭和 11 年 10 月 20 日 


昭和 12 年 10 月 26 日 
昭和 14 年 11 月 17 日 
昭和 16 年 12 月 15 日 


昭和 21 年 4 AOR 
昭和 23 年 6 月 30 日 
昭和 25 年 6 月 30 目 
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AYeAZ\V—e TF ) Tie 
在留 を を 命ぜ られ , 同 13 年 2 
戸 港 出航 。 


第 2 講座 担任 を ay + 5 れ 7 
国 大 学 教授 , Gea Be eh ee om 
ca ee 講座 を 担任 。 

鳥 に お ける 昆虫 調査 を 嘱 謀 き 
BE RE SS Hah 
Paes Zee Aa, 
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mek S.” 
ft ESS HH alee 
Fs] ~~ HH te 5 
基礎 的 調査 研究 の た め 満 FZ 
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第 4 回 日 本 応用 動物 昆虫 学会 例会 
_ 策 4 回 例会 を 昭和 32 年 12 月 14 日 午後 2 時 か ら 上 農業 技術 
研究 所 に お ぉ いて 開催 , 次 の 講演 が あっこ 。 人 参 会 者 約 40 名 。 
1, 殺 躍 剤 抵抗 性 に 関す る 諸 問 題 
i RD) 

1914 年 以来 , 石灰 硫黄 合 剤 , 青酸 ガス , 克 素 剤 な どの 
FRAT UT, 昆虫 が 抵抗 性 を 増大 する 現象 が し ば し 
ERE STC Ids, DDT OMB, VY Fu. ディ 
“VEUY, クロ ー ル デン , ARRAS LE, 有機 合成 殺 
事 剤 ば 抵抗 性 の 昆虫 に 関し て , 抵抗 性 の 発達 , 保持 消 
ROPE, AR, 遺伝 堂 的 , 生理 学 的 な 諸 問 題 の 調 
査 研究 が 活発 に 行わ れ て いる 。 
| 本 者 の 衛生 害虫 に と お いて は , コロ モジ ラミ の 抵抗 性 の 
発達 や 保持 , 交叉 抵抗 性 , 遣 伝 の 調査 研究 が まず 行わ れ , 
バグ クロ ショ ツジ ショ ウツ バエ に 関し 
Cit, 抵抗 性 の 遺伝 学 的 な 研究 が 詳細 に と 行わ れ た 。 キ イ 
ペニー で DDT 7-BHC 抵抗 性 を 示 
は 遺伝 子 が , お も に 第 葉 染色体 (エー66, 7 付近 ) 上 に 
あり , 第 世 染 色 体 上 の 遺伝 子 も また 関与 する と と が わか 
Sic GSJll- Kil - RAK). 

JAV av aYRIOHREP RAT 6B Fit, 
Dolygenic 7L}HOhU(, Hi, F4 BY av sVA 
OPED, SAE ASHE 行わ れ た (大 島民 ら )。 

2 ロン 本 コン タム ニニ グー と (は 潤す 和 を 増 天 
Lizacselt Was, イエ バエ に 関し じ で は 最近 の 調査 に 
&4¢, r-BHC &, F4-WFEIVEIC, BRUT 
を 示す 系 統 が , 彦根 市 , 神奈 川 県 海老 名 町 , 千葉 県 君津 
郡 (木更津 付近 う , 茨城 県 , 埼玉 県 方 面 な ど , 各地 方 で 
さだ た BHC EF 7 —WE VY EIRES 
a NEES T DS, DDT に 対し て は , か な ら ず し も 
棄 抗 人 性 の 傾向 が 一 致し な い 。 ダ イア ジノ ン の よう な 有機 
BeMiCit, 現在 の と と ころ , 各地 の イエ バエ で , 抵抗 人 性 の 
FEANSZ EA ERD SEMIS 
DDT の 場合 2』 が -DDT の 原 末 や , その ア ャ トン 液 , 


り 認 め ら れる が , technical DDT( ヵ , か が - 含 量 75~822%) 
PTA Cit, 抵抗 性 の 相違 だ が だ ほとんど な さく , 現在 の 
REBT C, 駆除 可能 な 爺 較 で あり , 欧米 の Musca 
domestica と , 日 本 な どの M. vicina と で は , technical 
DDT に 対す る 抵抗 性 問題 を 区 別して 考え た ほう が よい 
し 6 

2 第 4 回 国際 作物 保護 会 議 に 出席 し て 

加 mR 静 夫 ( 農 技研 ) 

1S7F 9A SAE OIARCAYTWVTZ itis THbD 
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れ た 国際 会 議 の 模様 を スラ イド を 用 いて 説明 し た 。 
例会 通知 御 希 望 の 方 は 宛先 記入 の 葉書 4 枚 (33 年 度 分 ) 
を 学会 事務 局 宛 御 送付 下さ い 。 
第 2 回 評議 員 会 - 

1 月 14 日 農業 技術 研究 所 た に お いて 開催 , 上 遠 章 ( 議 
Fe), REA, ABER, 福永 一 夫 , 畑 井 直樹 , 右 井 
人 象 三郎 , AH WM, 石倉 秀次 , 伊東 広 雄 , 鏡 木 外 岐 雄 , 
加藤 静夫 , 河田 党 , BZA, 三坂 和英 , 野村 健一 , 
小野 正武 , 尾上 哲之 助 , 鈴木 照 礎 , 7 Lie, 
(幹事 〕 ERA, 服部 伊 栗 子 , 平野 千里 出席 の 下 に 下 
記 に つい て 報告 お よび 協議 が あっ た 。 

1. 報告 事項 
(1) 昭和 32 年 度 一 般 会 務 報 告 
(2) 昭和 32 年度 会 計 報 告 
2. 議 18 
(1) 昭和 3 F#RAARSAR ZA RAAEE 
1A SLA KR CICERYRIT 推薦 する 必要 が あ ぅ た た 
D, 出席 評議 員 の 2 名 連 記 投票 に より , 上 農 技 研 石井 象 
SAR SAA A4 Fa OK LES ES ONC EOF 
礁 生理 学 的 研究 〉 SHEBT 4c cite LIZ 月 14 
日 愛 賞 決定 , 別項 参照 2。 な お , REED so Hes 
規定 を 設け る と こと に な り 7 その 案 を 次 回 の 評議 員 会 
に 提出 する と こと を 申し 合わ せ た 。 
(2) 学会 賞 授賞 規定 
SHA 14 条 に よる 授賞 規定 は まだ 成文 化 さ れ て い 
な か っ た の で , 常任 評議 員 会 より 原案 を 提出 し , 審 
議 の 結果 事務 手続 き の 日 取り に つい て 意見 が あう た 
DC, 最終 的 決定 は 次 回 の 評議 員 会 に 持ち 越 さ れ た 。 

(3) 会 則 一 部 変 』 
SHG 30 条 に “幹事 の 任期 は 2 年 と し 重任 を 妨げ 
TSU” を 加え , 幹事 の 任期 を 決定 し た 。 

(4) 幹事 の 交替 : 
mS ARE, Ag RO IRE KIEL, 

新た に 編集 幹事 に と 上杉 康彦 氏 GRRE) 2B 

WET AT ECE. 

(5) 昭和 33 年 度 大 会 開催 

大 会 運営 の 大 綱 , 大 会 役員 の 依 嘱 に つき 協議 し た 。 
(6) 昭和 33 年 度 予算 案 

常任 評議 員 会 提出 の 予算 案じ に つき 検討 し , 若干 の 修 

走 を 加え 年 次 大 会 @ は かる GQ と に な ラ 7<。 

(7) 40th 
会 則 第 SSH 18 KOMATLO, 今後 常任 評議 員 
会 に は 一 会 長 も 出席 する よう に 決定 し 7 た <。 
日 本 応用 動物 昆虫 学会 九州 支部 設立 


real 
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by 


WEE 10 月 6 日 に 本 会 最初 の 支部 と し て 九州 支部 が 設 
立 さ れ , ERA CuNEEORESAA) 6 LOMSE (XK 
RBOREICHMUTASLIMA 265 THRL, 学 
会 本 部 と 密接 な 連携 を 保ち , 応用 慣 虫 ・ 動 物 学 の 進歩 普 
及 に 寄与 する と と も に 支部 会 員 相 互 の 親睦 を 図る と と と 
な っ た 。 役員 ぉ よび 事務 所 は つぎ の 通り で ある 。 


REE WAR 
副 支 部 長 末永 一 
Re 事 吉村 清一郎 CRS) 奈須 壮 兆 (編集 ) 


RE (会 計 ) 
事務 所 福岡 県 筑後 市 和泉 農林省 九 州 農 業 試験 場 
評議 員 欠員 補充 
九州 地区 選出 江崎 悩 三 評議 員 の 逝去 に と も る ない, BI 
お よび 評議 員 の 選挙 細則 第 10 条 に より , KA 
昭和 33 年 度 評 議員 を 委嘱 し た 。 
石井 象 二郎 博士 日 本 農学 賞 受 賞 
2 月 15 上 日 東大 農学 部 に お いて 開か れ た 日 本 農学 会 評議 
員 会 で , 昭和 .33 年 度 旦 本 農学 賞 受 賞 者 7 名 が 決定 され 
た 。 本 学会 で 受賞 候補 者 と し て 推薦 し た 石井 象 二 郎 博 二 
も その 一 員 に 選ば れ 受 賞 の 栄 を 得 ら れ た と と は 捧 界 の た 
DADE CHS. 
授賞 式 な ら び に 受賞 特別 講演 は きた る 4 月 5 日 CH) 
午後 1 時 より 東大 農学 部 に お いて 開か れる 第 28 回 本 農 
学会 で 行わ れる 。 
な お , 受賞 者 な ら び に 業績 論文 は 下記 の 通り CHS. 
ニカ メイ チュ ウ の 人 工 培養 な ら び に その 栄養 生理 学 的 
研究 日 本 応用 動物 昆虫 学会 会 員 石井 象 二 郎 
奏 の ウイ ルズ ス 病 に 関す る 研究 
日 本 奏 糸 学会 会 員 石森 
和牛 の 経済 能力 利用 増進 に 関す る 総合 的 研究 
旦 本 畜産 学会 会 員 石原 
陸 水 の 水質 に 関す る 研究 
日 本 十 壌 肥料 学会 会 員 
食品 の 香 に 関す る 研究 
日 本 農芸 化学 会 会 
重力 式 砂防 量 堤 に お ける 三次 元 応力 の 研究 
日 本 林 学 会 会 員 遠藤 
日 本 劇 業 発達 史 ( 全 十 巻 ) 一 明治 以降 に お ける 
農業 経済 学会 会 員 東畑 
会 員 動 静 
me ASB 
正雄 大 阪 府 泉北 郡 高 右 町 旭ケ丘 75 
ES 横浜 市 中 区 新山 下町 1 の 1 横浜 植物 防 


Al 


盛 術 


小林 純 


小幡 弥太 郎 


隆一 


精 一 


Mk B= 


第 2 巻 第 1 号 


疫 所 調査 課 
神奈 川 県 鎌倉 市 大 船 岩瀬 1 の 12 北興 化 
PULSE K KP ROR 


Martin, SHEAMAN Dep. of Ent., Univ. of Hawaii, 


RY ahaa 


原 久寿 雄 
西村 浩 
福田 


博隆 


日 本 専売 公社 盛岡 た ば と 試験 場 
岡山 県 奏 業 試験 場 


鈴木 TH 


新 渡辺 正道 ( 旧 北海 三共 KK) 札幌 市 豊平 6 


Honolulu 14, Hawaii, U.S.A. 
岡崎 市 明 大 寺 愛知 学芸 大 上 農業 教室 昆 下 
研究 室 . 
埼玉 県 熊谷 市 熊谷 1201 AER AA 

埼玉 県 熊谷 市 熊谷 1201 埼玉 奏 試 
鹿児島 県 鹿屋 市 寿 町 鹿屋 農業 高校 
明石 市 北 王子 町 365 兵庫 農 試 病 虫 課 
明石 市 北 王 子 町 365 兵庫 農 試 病 虫 課 
東京 都 北 多摩 郡 小 平 町 鈴木 新 田 農薬 検 
査 所 i if 
2th BRA AR AEE 4 
ie 


Ar FRR MT EA 
津山 市 二宮 

愛知 県 安城 市 池 浦 町 境目 愛知 農 試 
愛知 県 幡豆 郡 吉 良 町 大 字 酒 井 字 新 井 前 58 


尾崎 He 
WOE 三郎 新潟 県 佐渡 郡 金 井村 中 興 新潟 農 試 佐渡 ! 
分 場 
後藤 FE 東京 都 北 多摩 郡 小 平 町 鈴木 新 田 農薬 検 : 
査 所 | 
本 間 健 平 札幌 市 北 9 条 西 9 丁 目 AAR Be 
教室 
伊藤 春男 宮城 県 名 取 郡 岩沼 町 南館 下 63 の 1 
木村 津 登志 東京 都 北 区 西ヶ原 町 4 の 2 
吉岡 幸治 郎 愛媛 県 松山 市 南町 愛媛 農 試 
FETT Bee se 
山本 SL PARA LAUR 194 喜楽 荘内 
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